
号
１
日

３
Ｂ
７

７
－
２

６
５
月

第
１
０

二
－
１

企
ろ
年

研
庶
３

司
く
和令

地方裁判所長殿

司法研修所長笠井之彦

令和3年度（第75期）司法修習における選択型実務修習全

国プログラムの募集について（通知）

標記の全国プログラムにつき，別紙のとおり提供がありましたので，配属庁会の

指導連絡委員会において，配属地において修習する令和3年度（第75期）司法修

習生に対し，その募集手続を行っていただくようお取り計らいください。
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ド
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１
２
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グ
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岨
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Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
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２
２
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２
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一
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一
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１
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行
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立
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機
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必
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自

胴
体
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一一一一p－T F－ P －､ ﾛ－ =－－句一一一一 ゴー一一

荘1

法務省

参議院法制局

中央労働委員会事務局

外務省

①東京国税不服審判所②大阪国税不服審判所

大津市

栃木市

名古屋市中央児童相談所

名古屋市西部児童相談所

|福岡県福岡児童相談所
|大阪市中央こども相談ｾンター

＝ 画一一言ご

望 鄙一一一一 .つ一一

法務行政修習

参議院法制局修習

厚生労働省中央労働委員会審査実務修習

外務省国際法局におけるインターンシツプ

国税不服審判所における修習

地方自治体修習

地方自治体修習

児童相談所における修習

児童相談所における修習

A-31

A－5
2109児

相 國鐸
一
生
一

2110
－

2111 州
←q毛 =－＝

独立行政法人国際協力機構(JICA)本部
国内機関等(東京）

国際移住機関(IoM)駐日事務所

国|際労働機関(ILO)駐日事務所

日本弁誰士連合会
唾 P■ き~…■やP● ■

A-61
一‐－9 且望一

国際協力(法整備支援)修習

国連機関修習

国連専門機関修習

日本弁護士連合会国際室における修習
一三℃=可､－ ｰ ÷▲
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A－8

豊中市社会福祉協議会

山形市社会福祉協議会

高知市社会福祉協議会

宝塚市‘社会福祉協議会

Fa＝①. Pu齢 』 守一ﾚ ,■ぬ一

社会福祉協議会修習

社会福祉協議会修習

社会福祉協議会修習

社会福祉協議会修習
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律
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一
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A- 10

ヤフー株式会社

九州旅客鉄道株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス
合同会社

パナソニックオペレーショナルエクセレ
ンス株式会社
－－ ．－ ■ 1＝■ ●‐｡一■－=叩'－ 』＝一■ ■■ ■ ＝＝＝＝一 一一■－－｡一一＝■ぬニニーーーー ーb－－q

最高裁判所

東京地方裁判所民事部

東京地方裁判所民事部

大阪地方裁判所第21民事部・第26民事部

'大阪地方裁判所第21民事部・第26民事部

ローー｡ローザ▲重=凸一 主■二 画■■ー＝■~■■ﾛｰ●

A-10企業修習

企業修習

企業修習

企業内法務実務修習
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A-12

A－12

24()3

2404

企業修習

最高裁判所修習

地裁知的財産権部修習(東京）

地裁知的財産権部修習(東京）

地裁知的財産訴訟部修習(大阪）

地裁知的財産訴訟部修習(大阪）

2405

2501

25()2

2503

2504

2505

2601

2602

2603

2604

2605

1 2606

山
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ｆ一
安
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一
一
鵬
趣

一一 一ママ ■ －－－Z r 犀一一ユーロー一一串一

知財事務所修習(東京）

一

小松法律特許事務所

弁護士法人大江橋法律事務所

弁護士法人関西法律特許事務所

弁護士法人淀屋橋・山上合同

弁護士法人関西法律特許事務所

知的財産事務所修習(大阪）

知的財産事務所修習(大阪）

知的財産事務所修習(大阪）

知的財産事務所修習(大阪）

知的財産事務所修習(大阪）

務
所

知
財
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ｌ
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１
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Ｉ
Ｆ
Ⅱ
削
Ⅲ
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冊
１
．
Ⅱ
１
１
・
・
！
‐
１
１
１
’
‐
１
司
‐

ｌ
１
ｊ
Ｉ
、

渉外事務所修習(大阪）

渉外事務所修習(大阪）

渉外事務所修習(大阪）

渉外事務所修習(大阪）

渉外事務所修習(大阪）

渉外事務所修習(大阪）

回2607 岡田春夫綜合法律事務所

弁護士法人本町国際綜合法律事務所

弁護士法人大江橘法律事務所

弁誰士法人淀屋儒・山上合同

A

26()8 A－ 19

2609 A- 19

2610
A-20 1

A 201
A-21 1
A-21 1

261 1 弁護士法人御堂筋法律事務所

弁誰士法人法円坂法律事務所

弁誰土法人御堂筋法律事務所

岡田春夫綜合法律事務所

渉
外 2612

2613

2614 k-2211

2615 弁誰士法人オルビス

北浜法律事務所・外国法共同事業

大阪国際綜合法律事務所
一-一一ーワー‐一一 － ー一一一一元～－－でロﾛ■■戸

A-221

A－231

A-23"

2616

2617
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マーマ 一一－■ず マーー－

L

大規模事務所修習(東京）2618大
規
模

A-24

大規模事務所修習(東京）

大規模事務所修習(東京）

2619
A 24i

A-251
A-251

262(）

企
業
法
務

大規模事務所修習(東京）

企業法務修習(東京）

企業法務修習(東京）

大規模事務所修習(東京）

企業法務修習(東京）

企業法務修習(東京〉

2621
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A-261

A-261

A-271
A-271
A-281

A-27

2622

法テラス大規模型事務所修習

法テラス中規模型事務所修習

法テラス扶助・国選型事務所修習

2623
器
一

法テラス東京(新宿、霞が関分室）
法テラス東京法律事務所(四谷）

法テラス崎玉法律事務所

2624

2625

2626 法テラス熊谷法律事務所

法テラス中規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス中規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス過疎地型事務所修習

A-28!

A-291

A-291

2627 法テラス千葉法律事務所

法テラス栃木法律事務所法テラス栃木

法テラス群馬法律事務所

2628

2629

263(） 法テラス静岡法律事務所 1-301
Ｆ
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』

Ｂ

Ⅱ

Ｉ

■

■

ｒ
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ｌ
則
１
日

A-301
I

A-3'|

A-3'1

A－"IA-32

2631 法テラス沼津法律事務所

2632 法テラス浜松法律事務所

法テラス下田法律事務所法
テ
ラ
ス

2633

法テラス大阪法テラス大阪法律事務所
常勤弁謹士養成法律事務所

法テラス兵庫法律事務所法テラス兵庫

法テラス阪神法律事務所

法テラス奈良法律事務所

法テラス三重法律事務所

法テラス大規模型事務所修習

法テラス中規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

263zl
Ｆ
ｍ
Ｎ
Ⅱ
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Ｉ
川
Ⅲ
Ⅱ
州
Ⅷ
１
１
１

2635 A-32

2636 A-331

A-33;

ヘー3-1

法テラス小規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

2637

2638

2639 法テラス福井法律事務所

法テラス魚津法律事務所

法テラス広島法律事務所

A-341

法テラス過疎地型事務所修習2640 A-351

法テラス中規模型事務所修習2641
A－351

法テラス小規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

2642 法テラス山口法律事務所 k-36

2643 法テラス島根法律事務所

法テラス浜田法律事務所

k 361

､-371法テラス過疎地型事務所修習2644
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陸テラスj紬疎地il *:務可'i修習

i』:テラス渦疎地'； 頓務所修習

催テラス'1 ,妙J椣剛串:務所修料

法テラス過疎1･Ml 事務所||豊蒋

ｲ上テニラス'| ､晩臘埠〆 事務所修習
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A班(修習地が東京(立川を含む。 ），横浜， さいたま，千葉，大阪，京都，神戸，奈良，大津及び和歌山）

A－1

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
築合日時，塙所

片道50キロメートルを

超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※－部プログラム
のみ記載）

|工I 2101
怯務ｲI政修

習
融務冑

10113I I (j1)

●～10月7H(")

(1週間）

35

法務i'7(/)機描を知る↓･とも

に． 各部局がとV),kf}に連携

して法務行政が遮'尚されてい

るかを学ぶ“

法務省各部局職員による法

務行政に関する講義， ｜司減

習・関述施設見学など‘．

なし
f- -#･歩, 1J _‐／－．． ． 応蜂肖･が蝉集人

数を越えた場合は抽選と寸一
る‘

－

８
１
」

箔
や
●
と
。
〃

＃
Ｌ

【照会先】

法務省人臣官房人事
課

検察官人事錆・係

(03-358()-4111内線
ツ
ー '1)

濠実施方法(嬢介,オ

ンラインの別)や施設

兇学の可否惇につい

ては， コロナ情勢を

踏まえ判断すること
と-ｵｰる ｡

※法務街や見学施設

間の移動に必要な交

通費弊は， ｜:｣己負拙

とすみ。

【集合日時】
l()H3｢1 (")

午前9時3()分

慨
､ 4､､

国 2102
参議院法制

局修習
参議院法制局

l(1月l7H()1)
へe

I()1121 11(f)

(1週間）

1

法制執務(法政策”形成、立

法技術、 立法過穐嘩)について

旧術義、 具体的な議員､‘/:法の

側案等の事案(/)検討、関係資

料の作成悴

l法制執務について関心を

有し、意欲的に取ﾚﾉ組むこ
と

2修習に当たり、秘密厳守

につい-<~の誓約書を提|| 'す

ること

l履職書

2志望動機説明群

総務課

(035521-7721))

集合上1時: 1()月17

｢I '|:5ij9H$

集合場所：参磯院

怯制局総務課



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有錆

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記餓）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
籟

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

コード 場 所 修習内容期 間 募集条件
I ロ

ｲ＜当労働行為審査手続のう
ち、調査(和解のためのものを
含む。 ）や審問の傍聴及びそれ
に必要な事件記録の閲覧のほ
か．命令原案骨子の作成、不
当労働行為救済制度及びその
手続等に関する識義など

大学若しくは法科大学院に
おいて労鋤法を履修した

者、又は合終した司法試験
論文式試験の選択科目につ
いて労働法を選択した者

①履歴書(写真添
付）

②中央労働委員会
での修習を希望す

る理由及び労働法

に関する履修状況

等を記載した書面
(1200字程度）

厚生労働省

斗'央労働委

員会審査実
務修習

9H26日（月）
～

9月30日（金）

(1週間）

中央労働委員会事務
局審査課
(電話03-5403-2155)

11｣央労働委員
会辮務局

|進’ 2103 ！

委員会会館5階）

外務省国際法局における法律
実務(W~l､○紛争処理事務
等）

読解を'1!心とする一定程度
の英語力があること。ま
た, WTO法や投資協定の基
礎知識を有していることが

望ましく‘ ｜可分野に関心が
あること

経歴書(TOEF

I41､OEIC受

験歴があるときは
その結果を記載す
ること）

｜ ’ ’10月3日（月）

外務省国際

法局におけ

るインター
ンシッブ

IO)13日（月）
～

10月14日（金）
(2週間）

外務省国際法局経済
紛争処理課外務箱国 21()4 ｝ ず

い
』
、

ｍ
Ｍ
ｕ
油

当
呵
４
Ｊ

震震懇．
職員が迎えに行き’
ます° ）

A－2



A－3

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募築
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所

片遊50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ配賦〉

一
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判!ｿiに."l i

Z,修淘

,」災測iﾐ|税不
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A－4

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
催習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，塙所

片進50キロメートルを

超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※－部プログラム
のみ配載）

地
力
向
給
体

21
地ﾉﾉ自給体

修脅
栃木'lj

l()月2:1 11(H)
一－

l()1128I｣(4)

(1週間）

！

自治体業務を油じて行政実袴

に_"ilる繊曹管格斉に対･寸一診

法的ニーズを，､}“§た釣、次ぴ）

業筋についで修習-ｲｰる

(1)弁謹｜掻絡をイ1.-#-る任期付

き職ilと坐どもにf1: ･;'､内Lr)"

律相談業務

②条例、規則な《W)例肌'解査

業務など

）

口

か

ふ

り
ず
◇
４
ノ 履歴書

繰営管蠅部総務課史

書法規係

B: ()282-21-2:；皇16

【集合場所】
lO1=12:lB(月）

午＃ij811330$>

【集合場所】

栃木'ij糀営管蠅部

総務課

(庁舎3階）

慨モ
'、屯､

児
州

31

児竜相談別

におけ為修

群

名.li『崖I111 | '央

児竜棚淡"I

10ji l7H(l l )
全、－

1()1121u(")

(1週間）

I

児敢杣談所における福祉ｲl政

全般と法務における併椰体験

・ 了どもの権利を守論ｲ|:事

に,笥い隣心､L･熱意があるこ

･児鐘棚淡所に蝿ける修習

開始前に、児童相談所業務

に関す~る基礎的知識をr'習
壱1-るこ《)ずができそ,ﾉノ

･臓雁書：

･小論又(児電編

祉分野における法

曹の役割に-つい
、
ｌ
ｆ
ｆ
ｆ

γ
、

･2()()()'rW!k

・書｣に白州

R4年3〃権

鈴木鮮傅

(052-757-6111)

R4年4jl以降

橘本佳)"

((152-757-･(jll l)

10月17E

'｢前8時3()分

名占雄市'|｣央児蝋

柑談所

l路回；二．-－

1



A-5

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書頚

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，堀所

片道50キロメートルを

超える移動の

可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※－部プログラム
のみ記餓）

1円
ノし 司

全

か
《
や
三
１
，
ｆ
β
’
１
１

時
昨
へ
Ｐ
Ｊ

－象１菅〆Ｉ
ｊ
１
１
＃

・
幸
？
も
●
も
、
〃

ぬ
肝
十
小

●
寸
Ｌ
一
一
列
ｊ

ｌ
，
』
ｌ
Ｌ

ｄ
Ｉ
Ｉ
△
０
１
■
■
■
▽
ｑ
タ

『1 , :1嶢甫西祁

児童|Ⅷ談所

9"2(i l ! { ll }
～

l(1 11息lHI I ( (1r)
卓． P

↑ 蟹） ＃’ 1↑，

顎-j･〃) 1MM脚

(jl llfl l姑
し) ）

1

児蹴州縦lili ′1堆総、常勤弁

護｜ ,ﾉ)柴筋(､こ＝ )いて学ぶ(児噸

相i淡』ﾘ『に|f1･1-る綱捲、家事瀞
判期'1や‘#|〃§1m接L′J1nl席、 家

庭訪問|n1 1 1 、 ･ lkil保護所、施

設児.’ゞ、 IMI係機関の会議の|口I
席など(II{!"''梛介’三実施でき

」、 ､ ～〃 ’・ 4%〃､勺“
一ヶ

"～b - L g
1 ｝

ｿ〃iI:II l iFM1"'葵務やｿZ厳

荷;こ脚I↓|もル1ル》 ,r,4

1 . lilllif!ll 、 2. ,iと螺

理由灘(M、 1枚程

度) 、 ；;・ 荷,製リーそ，

期間(ﾉl ll1l! l l力､f!

好稚,><) IMI111)

主幹(か逆l :) |
総ｲ
I0凸 』

（竃3

A･
| l 』

fi ; ()323115

3231 ）

集i'↑場所：開始l 1

/|和jHM¥!3"

集合場所:4',#i:

'〃1吋部児竜州談!＃1

（ 〆 ノ酒

参
Ｊ
６
■

や
Ｇ
Ｄ
Ｐ

ｲ′フム実施”

l遡胤j前）

1脚
ノL

梱
21 1(）

児篭卜IIi"#i

1 こおi トノ・､柊0

４
口
■
４
．

子ｑ－６６

編|前1帆福|湖児

重|ll談所

9i l 161 1 (1r)
、

l l LI31 ! {水）

(l具記期|illlj､)L'）

希望-j-%, lullll
１
４
句
０
Ⅱ
堅

君
９
４

一
一‐い

り
ｆ
ユ
■

▲
６
マ
テ
ｇ
ｑ

凸
凸
■
■

１
、

‐
ノ

屯
。
■
■
■

１１１少１句

jf-l-'fﾙー 1． ）

勺
１
０
，
今

児迩|1i"1'1iに.I､;i lろ常勤1ｺ護

上〔n龍稀に＝jいて．修習-､1､るゞ

(児I:iflll""1に|Ml-j-る荊義、

家事群|§'|期| |ペ､ ‘y|法I前接”同

席、家l"11ﾙ問|' il1T、 －－時保誰

所、施投兇'.1:: 、所'1､I会議・関

係磯鵬lLハ鳥縦|,iIM'jが,し （剛樫

の都合｜､災i'l<:食ない二とも
さ・

oぬ' ）

!AL噸州$淡l ili&ﾉ)業務に興味が

&Jろ間

1 .応蝋:III! |114･4(I(!
4 ･ fD D ■少■

Ｆ
や
。

朧 】

で胆した瞳

(A4 11{<)

弁護士（足敬柵n旧｣：

務担止i )
ｌ
守

◆

↑１９
９

４

一
Ｄ
Ｂ

４

一

ご』 霊枝!．

(電話()925肘冊{川)ﾕ3）

集合1 1時：鋤始| I

午前9時3()'が

斫菖厩I呵りILMlitl

児童梱談7ﾘi (#I」

市原町;1 j. 1] 1
、
。
、
ｊ
グ

ワ
Ｉ

角



A-6

コード
プログラム
名
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修習内容 募集条件
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その他(内容等
の照会先など）
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集合日時，堰所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無

(移動予定の砿定時期の

目安※－部プログラム
のみ配載）
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

■ ■

プログラム
名

募集
人数

提
嘗 ’
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始臼の
集合日時，場所

コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

国際機関によるn本において
保護・支援を必要としている
移践(外国人)のための様々な

活動内容に触れること。
日本の出入国管理政策・人身

取引対策・移氏政策の現状と
課題に触れること。

移住問題に関心があること
英語力があること。
日本に任住する外国人の母
語のいずれかを話せればな
お良い。

履歴書(日・英）
‘ど望動機(H)

語学能力を証明す
る書面(コピー脚I)

9月16日（金）
～

l()月16H.(H)

の間の1-2週間

修習開始日の午前
10時

国
際
機
関
等

国際移住機関駐H事

務所
(TELO3-3595-

2487■■■
FAXO3-3595-2/197)

国際移住機関
(IOM)駐日顎：

務所

有

(プログラム実施の
2か月前）

国連機関修

習
2202 1

※希望する期

間を申出書に

記載するこ
と‘，

デイーーセント ・ワーーク(働き

がいのある人IMIらしい仕事)を
中心として、 I到際労働機関
(II=0)の活動内容一般について

理解を深める。国際労働墓
準、ディーセント ・ワークの
概念、 「仕事の未来」 、サプ
ライチェーンにおける労働CSR

等を'.'本|週内で普及させるた
めの広報活動の補助や、世界
におけるディーセント ・ワー
クに関連する日本の労働法制
に関する情報の収集及び報告
の作成、等の日常業務を通じ
て、国際機関の仕事に触れ
る。

労働法、国際労働基準に

関心を持ち、大学あるいは

法科大学院において労働法
を履修した方。 定の英語
力(TOEIC860点, TOEFL

1BT96点相当以上)を有する
方。W()RI)、 EXCEI_ バワー
ポイントを含む基礎的なコ

ンピュータ技術を持ってい

る方。 lLO駐卜1事務所によ
る書類選考・電話インタ
ビューを経て、決定後は、
インターンシッブに関する

覚書(見本別添)に署名する
等、 ILOのインターンシッ
プに関するルールを適用す
る。

経歴書(R英)及び
TOEIC/TOEFLの点

数を記載した証明

書。 決定後に、
最寄りの医療機関
が発行した健康証
明書(駿近受診し

た健康診断書のコ
ピー風I)

9ﾉ1 16日(金)午前9

時30分渋谷低神
宮前5-53-70,

|封連大学本部ビル

1階の受付で8階の
]LO駐日事務所に
連絡

国
際
磯
関
等

国際労働機関

(ILO)駐I 1事

務所

9月16日（金）へ

10月61 I (木）

(3週間）

国連専門機
関修習

ILO,駐日事務所
(03-5467-2701)

2203 1IlL

A－7
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コード
プログラム
名

塙 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，壗所

片週50キロメートルを

超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ記鮫）
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コード
プログラム
名

墹 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，喝所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の砿定時期の
目安※－部プログラム
のみ記敏）

滞
祉
機
関

23()2
社公補祉協
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l l l llf> ' | ! il秦附
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；
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Ｊ
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③
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ｂ
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０
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４
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Ｄ
、
り
づ

巳
も
句
当

社会編祉協

議会修舌

!;.1i 'III 1ijikf§締

祉協;縦
律

少 ◇、

屋廿 ､

l(} 1 1 17: 1 ( li )
F～

1011ul :1 ('ir}

(Ij咽柵）

Ⅵ

Ⅱ

Ⅱ

心

社会福＃11:i"!縦灸迄ﾙi1111挺し')体
験

･ };t;卜俊兇．M)j:･ - |､ -if J f;･'一

事業

． 《崎'ル述I窮荷{』｜ $！':湖農･〃災

． '篭害謁･細縦迄腱消業

･地域編fIHif,if'I;:f

特にル〕《' 史せん

,荊剛IIi社会幅祉協議会げ)事：

蕊i､ご朧ﾙ〔ﾙﾉ崎)ろA,．

習生し')維恥．

望鋤磯f')わかる＃、
イノ）

"j加巾社会梛砒嘘‘砿

公此↓. 'I .きるn1ll

集合薗艤釦

l(》月17E(3)8 :

集合場BI｢

高知市凡.'内1 1

『'7-45総合あんし
少' ’一+z′シ雫一一‘）
'1. 』 －〆 ゲ ･J

1iil
と q ﾔ



A-10

コード
プログラム
名

塙 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片遊50キロメートルを

超える移動の

可能性の有焦
(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ記餓）
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０
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＃
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Ｉ
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０
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■ 片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配載）

プログラム
名

募集
人数

提
書

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

出
籟

コード 場 所 修習内容 募集条件期 間

法,勝担当部署における各種
体験(法律胴談．企業倫理な
ど）

なし なし

集合日時：

9月26日午前9時
集合場所：
JR九州本社7F受
付

民 9月26B(M)
～

9月30日（金）
(1週間）

九州旅客鉄道
株式会社

間
企

人事部

(電話092-474-2761)
企業修習 宿2402 1

業

・法務担当部署における各種
体験(企業法務実務の理解、支
社法務実習等）
・法務以外の部署における業
務体験(当社施設見学、グルー
プ会社訪問等）

当社事業に関心のある方又

は事業会社の法務部門の業
務に関心のある方

履歴爵(醤式自由）
及び以下のいずれ

かの小論文

l 「当社事業に関
してお気づきの点

又は関心のある事
埴(法務関連事項
を含む)」
2 1辨業会社の法
務部門(企業法務）
が果たすべき役

割」
(A4用紙3枚程度）

集合日時10月24日
午前9時30分
集合場所：東H本
旅客鉄道株式会社
本社ビル(新宿）

総務・法務戦略部10月24日(jl )

10月28日（金）

(1週間）

民
間
企
業

東日本旅客鉄
道株式会社

企業修習2403 梢
叩
一

A-1 1



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戴）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

コード 増 所 修習内容期 間 募集条件

一 一 画 一少

(1)履歴酔
(2) ．低望理由およ

び将来のキャリア
に関する考え方

（日本語および英
語．それぞれル1

2枚程）

℃

ｊ
１
Ｉ
１
Ⅱ
ｂ
■
■
■
ｌ
ｄ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
１
１
４
Ｈ
■
■
■
１
１
１
０
口
■
可
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｑ
０
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
“
１
１
Ⅱ
１
１
‐
１
１
１
Ｊ
１
１
．
１
１
１
１
１
１
■
４
０
４
１
ｄ
１
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｆ
ｈ

｜ ‐ユニリー･（・ジャバ 臣

■
，
１
１
１
０
ｌ
ｂ

ｒ
‐
ｂ
ｌ
ｌ
０
ｌ
卜
６
０
口
－
，
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｐ
ｒ
Ｉ
Ⅱ
１
１
【
ｈ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ

刀ら正
和

ン・ホールディンク

ス合同会社I ‐－－1

一

巳

9月261] (月）
～

10月7日（金）

(2週間）

民
間
企
業

ユニリーバ・

ジャパン・

ホールディン
グス合同会社

企業内法務
実務修習

５
。診
名

ｌ
ｒ
《

2404 i狂
１
１

‐
‘
１
，
‐
ｌ
『
‐
戸
‐
Ｉ

傭

１
１ I u■

週

擬関運営、契約、法務相談、

訴訟・紛争、 コンブライアン

ス業携等を通じた企業法務の
実習

特になし 志望理由蒜(鍔式

自由、 2()()字稗
度まで）

1()月3日（月）午前

10時

バナソニッ々オ

ヘレーショナルエ

クセレンス株式会
社

大阪府門真市大字

門真1006番地

パナソニックオ'、

レーショナルエクセ

レンス㈱

法務部法務2課

民
間
企
業

ハナソニック

オ'、レーショ

ナルエクセレ

ンス株式会社

10月311 (jl)-

1()I17I 1 (金）
(1週間）

企業修習24()5 I 慨

’

｜ ’
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A-13

コード
プログラム

名
場 所 期 間

募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所

片逆50キロメートルを
超える移動の

可脆性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム

のみ記鮫〉
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,朏

所

2501
雌‘召,"111 1ﾘﾄi

修習
雄高裁半1jjIf
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午前9IIfl54)
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、
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４
４
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；
１
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。
＆
“

裁

判 25(12
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( II(京’
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9FIZ(i l i ( ,11 ,) ~

I(' 1171 1 ( ,御
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2(）
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及びili財I爵i放卜弓_おける記録検

法娃|）?聰芹(2kI IIII)

軽新興．【 ! ．j ｢』' ･1'ルスの感染

状況薮,!xi､-j -』でI
や
ケ

"｡｡ 募渠人

数やニハ言1ヶラノ､に変更がある

可能性,i i&&, I IA-I-"、 』 』

1人γ:#1,:L 〈は法科火学院

に裁いて．則l的11ｲ産椛法関係

の‘術胚を'受I批し, ili位を取
得|_た1%･ . 2'71法試験にお

b,=I:.j<llil(j111･唾法を選択した

者．、 又は:〕知的財産権法に

尚い関心を･時='ており，知
的財雌椛i脚訟に関わる知
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史荷蝋(/'･ﾊﾞ雌について，別
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A-14

コード
プログラム
名

喝 所 期 間
募築
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，堰所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ記載）

１

１

９

９

ａ

ｒ

ｄ

Ｌ

＋
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０
５
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６
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ｌ
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０
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Ｗ
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叩
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ｆ
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の宥無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
々
画

募集
人数

その他(内容等
の照会先など）

関始日の
集合日時場所

提出
喪類

コード 場 所 修習内容 募集条件期 間

知的財産権訴訟における審蝿
の充実促進や判断の正確性担

保のための訴訟運営上の工
夫，裁判所及び当事者の訴訟

活動の在り方について理解を
深め，併せて表現能力の向上

を図ることを目的とする。
修習内容は，知財部裁判官及

び哉判所調査官による講義，
大阪高裁第81:喝馴部(知財集ri1
部)裁判官による諭義，サマ

リー起案・講評，法廷傍聴，
記録検討等．

大学・大学院において知財
関係講義の単位を取得した
者又は司法試験において知
的財産権法を選択した者。
人数が超過した場合， 司法

試験における知的財産権法
選択者を優先するので，該
当する条件を申込書に記載
すること。
人数が超過した場合． コー

ド2504へ振り替えることが

あるので、振替えに支障が

ある者は，その旨及びその

理由を申込書の余白部分に
簡潔に記載すること侭

なし

令和4年10月1l日
（火）
午前9時2()分
大|坂地方裁判所事
務局総務課庶務第
一係(仮庁舎1階）

令和4年
10月l1日（火）
～

10J121H(金）

(2週間）

地裁知的財

産訴訟部修

習
(大阪）

大阪地方裁判
所第2 1民事
部・第261j&
事部

大阪地方裁判所事務

局総務課庶務第一係
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コード
プログラム
名

塙 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを

超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配鮫）

財
26()2

知的財潅1;：

細ﾘ『修糘

(人阪）

小松法律特許

事務所

9月16日（金）～

9月301j(金）

(2週間）

旬
〃
】

いわゆる 「知的財産顎:件」を
扱う法律事務所でのll常的な

弁護二|2業務及び事件処理に接

することを主眼とした修習

①当事務所が、修習生の就

職予定事務所・企業と係争
'i'のときは、 当該修習生を

受入れの'二、 LLi該事件を修

習対象から除外する．申込
ll寺に修習生の就職千・定事務
所等が未定で、その後に決

定した就職先と係争中のと

きも、 |ifl様とする。

②法科大学院において知財
関係講義を受講し、単位を

取得した者又は司法試験に

おいて知的財産椛法を選択
した者

知的財産関係講義
の履修証明書

大阪'ij北区中之島2－
クーワ
ーｰ

大|坂中之島ビル8階
担当：小松陽一郎弁

誰十s
TEI" : 06-6221-3355

Bil#:

9月16日午前lO時

場所：

事務所受付

1IIE
ダ､,、

)J1

財，

．）KP

一

知的1ll･啄雛
到
削

１℃
－
４
占
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●
毎
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Ｆ
、
７
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身
口
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●
ｐ
守
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邨
廿
４
↓
．

(/AJ")
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江隅泓ｲ|哩偲稀
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ｒ
ｌ
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〃!61 i (")~

":I(} I I (令ノ

(2j迦間）

1

いわゆ糸 「従'1的財j雁事件I
､メ
タ．

扱・;'法律うり務ﾉﾘiでのI I常的な

f護lご業務技ぴ事件処理に俵

する二とをiさ眼とした修得

①il1事務ﾉﾘiが、修習生の就

"r･定事務所・企蕊と係イル
｢|'のときは、 当該修習･‘上は

受入れないなお、 ‘受入れ

|ﾒ､j定以降に、 k記係争事件

が発生したときは、 当該修

稗砿を受入れゾ） ｜:、 ．｣i該聿

件〈よ修習対象か‘:』除外寸一

る《受入jl,内定時に、修習

生ゾ)就職；色'雄.顎務所律か未

定ぐ、そ”後に決定|‐’’三就

幟先と係争･LI !し')ときも|司様

とし、 、li該修習生を‘芝入れ

の卜、 当該事件は修習対象
から除外す．る‘

②法科ﾉ<学院において知財

関係禰菱を受術し、 i11.1 群・ー

取得した肴又は荷l法試験に

おいてXI1的財産権法を選択

した春

知的財産関係講義
の履修府I1釧設：

大|坂市北区｢i'.と島2
3 15

1 1 1之烏ゾュ.又弓、

ルダ17． －

1 ｂ

、
埜

〆

帆判1 ：乎野悪稔芹譜
土

Tlil. : ()6ti21)鮒-1.1(){i

{l llfr :

9II 1611 腱F6ijl()時

場目

事i薪ﾘ『‘更付

旺
《

オ
ー
且
〃
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コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，堰所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※－部プログラム

のみ記鮫）
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０
口
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ｌＤ４１
ｊ
寺

０
１
ノ

■
ｆ
宅

１
″
１
４

？
Ｄ
卜
Ｌ

■
０
０
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扱定1－ ’‘二枕職』,fと係争:1 :J.)

と:さ1， ， l,il腓ど-4-Z,
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ｌ
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宇
旬
４

，
↓
●
〃
■

馳
財
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令

小
１１

■

、

？

%1I｢1(jill･ ')Mi ･li

"j'lilWi'
( "i<阪）

汗‘隆山上,!、

M

"･ , IL卜 ,'『

l(i 1 1 17I I ( 1 l )

デーl' l l l2Hi l 'ir)

(2jIMI
▲

ｐ

ｆ

ウ

ー
ム
毎
日
６

１
１ ）

？
■
●

いI（土芥, )1I IYjlil唯'1;件」

級．.)法iM@li稀'ﾘi ;:: "''' 11常的な

弁識l: ､紫濁及び州'|言処即に接

るこL't･ ifll141' |．た修習

〔小ﾕ11'I"%I'liが、修習生”就

職子"11筋ﾉﾘi ･企業と係争

! ' ' (ハ.』･ l( i、 Ⅶji亥修習生を
愛人;ルノ） ･〕

修習制象力

え、 当該事件を

､ ‘写』除外する" II I

込時に修習牛ゾ)就職予定事

務ﾉﾘi津が,|刺fで、その後に

淡定|_た就職先と係争中{”

ときも、 ｜‘1様.し-1.る

轡I』報:いく，列朧において却財

関係I批災を堂漁I=、準紘を・

取岬|、 /i-竹j<Ij"1法試験に

おいて)<1j的I加雁惟法を選択
I

知的剛唯IMI係識護

(ﾉ)雁催ifililjl itf

人|坂rli!11 1lLIX､IAfi:lll l
i－2－－;）

三蔀---上 ?'抑ｲ《･燗ヒ
ル”:と．、

"1i ;"; 1lit: ,I､･if'"
Ｐ
令
０
上

'|､剛 ： 1)叶11ユ( )割 ：州55

1 1僻:

IU;l 17個41"l l !

場可W :
ふ
角
今
。
｛
》

一
〃
可
・
■
１
４

『
１
ｊｉ

ｇ
6

一
勺

ｆ
幻
Ⅱ
■

●

如

匿

ヱ

､I

イ
ー



A-18

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム

のみ配遜）

fl l
■
↑
１
４
ｊ

ｉ
ｆｌ

●
屯
■
Ｙ

凸
０
０

△
刊
日
ク

▲
■
ｑ
‐

●
▲
ｑ
ｐ

ｌ
↑
今
．
〕

つ
む
■
Ｆ
ＩＩ

●Ｆ
今
ダ
ウ
巾
▲

。

ａ
凸
勾
ｈ
タ

ｂ

６

０

４

，

Ｆ
中
０
甲
と
〃

ザ

Ｊ
仏
↓

９
』
■
ｂ
■
、

、
ｄ
Ｏ
ＧＩ

１

．

色
Ｂ
Ｉ
４少

も
ｊ
ｐ
ｄ

財
〃
・
争
全＃！Ｉ

９

４

４

や
守
Ｔ
Ｉ

Ｇ
＋
勺
心

４
八
。
Ｆ
・

早
日
可
。

ｆ

・
Ｐ
氏
１
ｍ
臥
叩
，

今
、

０
凸
禺

グ

ー

Tf懇暇ﾉﾐ ,A､卿

{'u":il!特汗拳

f》I')l:

1(l ll l7i j i ll '

1 ')113HI I I縦1

(2Iwjiﾊ1 '

中
ト
ー
と

t ,.i);[f, 知的lW";|'|:j を
扱.,法徹'li筋ﾉiI｢ {づﾉ) II淋的な

7fi"!:礁猫没(N･l""|:処蝿に接

すそ' T_ :1 を1川l"" !_た帷瀞

q, ､罪|;:"Iillか、健吾'lfの就

職f'だ''1筋〃i ･ ハ帯災と係争

II｣<ﾉ)､を#l1， ，111該修習生を

人れく/) ")え、 、'1 1淡鶚件を

修習対象か↓ラノ除外する” 申
j411fに{l*･御'liし')桃職予だ事

務所禅が推定-年．その後に

決定I_た!（職稚lf係ﾉ『ﾄｷ｣《'〉

とさ〈, 、 IIiIM:: ･*-Z,

望j法科,k'渕琉に.おい-ご却鼬

i側係揃遮迩･ 'を‘櫛1－ ．単位を

取i¥| ,/二間!とは司法試験に

おいごrl l的Ⅱi脈幟法を選択

L,'こ荷．

(1/知的Ⅱ‘IWMI係‘柵

淀し')ﾙ#12;ii'l"l

C峨峨111

Aく阪十j1 | ' !;u<k
戸 － 1．》

、一-と.ご）

小苛-，号￥:に

4 1

1 蚤で－

職l当; !+11ｲ羊､IiTf'"
？
■
日
日
■
■

i， ： （)Ii Ii2:$l ：地！ (）

卜I

I() ;i l7Rffr!()ill:

場,: !『 ：

ｉト
ー
》

一

夕

へ

戸
一

一
ｌ
Ⅱ
９

－
０
ヨ
四

一
Ｆ
上祷り■Ｉ１

，
ゆ
ｐ
ｃ
４
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（ｸﾘ,、

抑、

【

ｐ
ｐ
ｑ

ｌ
ａ
Ｕ
ｕ
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■
色
■
マ

グ
。
■
▽

咽
一

i淋外｡li"; ･ 11 1
１
９
《

■
手

■
ｌ
ｑ

ｒ
Ｄ
か
惨
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ｒ
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■
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Ｐ＃
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旬
■
Ｕ
■
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Ⅱ
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巳
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ｒ
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町
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■
■
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、
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０
９
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Ｏ
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９
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こ！』を1州↓ ! i /,-修習（鍵米法

関係）
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"f･
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寺
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ル

も
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Ｃ
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●
４

。
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日
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A-19

コード
プログラム
名

塙 所 期 間
募集
人数
修習内容 募薬条件

提出

書類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，埋所

片道50キロメートルを

超える移動の

可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ配餓）

渉
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Ｆ
Ｂ
Ｐ
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のみ配載）
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ妃駁）

一

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

．．－ド 場 所 修習内容期 間 募集条件

_L

｜

I

｜

ｲ大
規
模

企業法務修
習

(東京）

262ｺ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
ｊ
可
１
１
１
可
ｊ
可
４
．
Ｊ
『
Ｉ
山
■

■
』

に
業
法
務

再

〃

を

１
１

大
規
模

企業法為修

習
(東京）

2623
企
業
法
務
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ紀載）

プログラム
名

募集
人数

その他(内容等
の寵会先など）

開始日の
集合日時，増所

提
叢
出
類

コード 場 所 修習内容 募集条件期 間

■常勤弁瀧士の法維撫務
睡情報提供業務

■氏謂法･縦扶助業務
■|理|選弁遡等関連業務
■犯罪被害荷支援業務
口司法過疎対策業務
■その他

なし ①法テラス東』i(を
希望した理｢II

②研修で何を学び
たいか

以上をA4判1枚

縄度にまとめて提

出してください

【受入決定月ilの述絡
先】
日本司法支援セら
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話： 05033835340

集合日M¥ 10月17

R(月）午前1()時【法律17務所の特色】
・司法ソーシ-Yル!~'一ク

。#丁政や猫祉関係磯閼への滞

在型・訪問型連携活動への|向1
行．拙張'|:IJ談

・ケース会識への同席

・成ｲ｢後見襟業務活勤への1111
行

・外国人事件への対応
・事例検討勉強会への参加

法テラス東京

(新宿、霞が

関分室)、法
テラス東京法

作戦務所(四
谷）

10月171 1 ()1)
～

10月21u(金）
(1週間）

法
テ
ラ
マ

法テラス大

規模型顎務
所修習

集合場所：法テラ

ス東京会議室

(新宿区関新宿1－
241 エステック

情報ビル13階）

2624 弧壬I

【受入決定以降の迩

絡先】
法テラス東京

担当者:総務課団

誇■
■

＊新型コロナ!シイルスの感染

状況によっては参加・同↑].が
できない場合がある。

■常勤弁護上の法律事務

■情報提供業務
■民事法律扶助業務
■国選弁護等関連業務
■犯罪被害者支援業務
畷司法過疎対策業務
□その他（ ）

な’ ①自己紹介
②法テラス埼~IX法
律事務所でｲⅢIを学
びたいか。
以上をA4､|!ll 1 ，枚
程度に袋とめて提

出してください。

【受入決定前')連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護-t総合企画

課

電話: 0503383-53'10

誇
椴
輌
峰
澪
鑑
札
識
い

合 日時：受け人

決定期間初1 I

前9時30分
<受入決定後、

テラス埼玉法律

務所に連絡を入
、決定期間を縦
してくださ

所に連

決定期
てくだ

9月19II(月）
へ■

10月28H(金）

(1週間）

※1週間のプロ

グラム(tu祝

nは除く）

希望するl l"
を応募蒋類に
記載してくだ
さい。

）

全期
間を

通じ
て1名

法
テ
ラ
ス

【事務所の特色】
当事務所では、一般民事事
件、家泰瑚件．成年後見事

件、憧務事件整理、刑事事件
等を扱っています。また、福
祉関係の支援者らとネット

件、家覇
件、憧務
等を扱っ
祉関係ぴ

陸フーヲス'l!

規模型事務
所修習

法テラス埼E
法律事務所

2625 拠圧

【受入決定後の連絡
先】
法テラス崎k法律蛎

藍』にf､■工］
電話；0503383-
5376

rフー〃

集合場所：法テラ
ス埼玉法律事務馴
(さいたま市浦和
区高砂3-17-15

さいたま商工会織
所会館6階）

を織
セス

を構築するなどして司法アク

セスの解消を'二I指し、 11 1張相
談やケース会議への参加にも

積極的に敗り紺んでいます。
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戴）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時．場所

コード 場 所 修習内容期 間 募集条件

も

園常勤弁推_l･ ･(/)法律事務
■情報提供業務
■l鎧辨法禅扶助蕪務
■隆1選弁溌嘩開通業務

■犯罪被害箭父援叢傷
口司法過疎対飛裟務
口その他（ ）

にし ①自己紹介

②法テラス熊浴を
希望する哩山

③法テラス熊谷で
学びたいこと

集合日時ゞ受入期

間の初日午前10
時

(※受入決定後、
必ず法テラス熊谷
法律事務所に述絡
を入れ、決定期間

を自身で確認して
ください。 ）

9月26R(11 )
～

10月7H(､)

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
勺一

常勤弁護上総合企lihi
課

電話：0503383534(）

以上をA4版1枚

鵺度,こま少めて提
出してください

L記の期間
のうち｜､体l l

を除き申込者
の命望する遮

続した征‘菅の
期I111(1mllll~2

週間栂度）

※申込時に具
体的厳希望期

間を紀栽して
ください

【事務所の特色】
家事や債務幣蝿を中心に、成
年後見等．刑蛎など幅広く取

り扱っています。 ｝前齢者・障
がい者')総11擁,渡を目的とし
て、医療・隔祉機関との連携

や出帳法律1:I I縦にも/Jを入
れています．

釧
侈
テ
ヲ
ズ

法テラス扶

助・ I卸選型
事務所修謝

侭
い
つ
皇
猿
リ

グ
リ
曇

〃:アニ弓ス熊谷

法律箔務所
1

畢二

閂

【受入訣
先】
法テラヌ

務所
担当者：
電話：0（

受人決

()5

定後の連絡

l
テラス熊谷法iM1

集合場所：法テラ

ス熊谷法律事拷朋
(埼玉県熊谷市筑

波3-195熊谷駅前
ビ'し7階）

03383-538(）

■ 医

■常勤弁謹士の法律事務

口情綴提供業務
口民事法律扶助業務

口国避弁護等関連業務
口犯罪被禰苗･支擴業務
口司法過疎対･策業務
ロその他（

なし ①自己紹介
②法テラス-F葉法
律事務"『で何を学
びたいか

【受入決定前の連絡
先】
'1本百l法支援セン
ター

常勤弁護士総合企他i
課

電話：0503383534(）

以kを八J判1枚
程度にまとぬて提
出してください

集合|j時 10月24

日（月）午前9時30
分【事務所の特色】

取扱事件は、 般民事事件．

家事事件(離婚・成年後見
等)、債務悠蝿事件、刑事事
件、犯罪被害奇支援事件など
多11度にｲ:）たり＊す。出張相談
も多く実施しています．。

lojl24｢I (l1 )
～

10月2Su(金）

(1週間）

注
テ
ラ
ス

法テノスIF

規模刷事務
所修習

法テラス千葉

法律蕊務所
集合場所：法テラ

ス千葉法律事務所
(千葉市中央区中
央3-3-8 「1進セ

ンタービ・ル5階）

2627 桧！
【受入決定後の連絡
先】
法テラス千葉法維謂
携所

担当活;に-一三
電話：0503383-
()00(）
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

ｰ開始日の
集合日時，堤所

プログラム
名

その他(内容等
の照会先など）

募集
人数

提出
書類

コード 堤 所 修習内容 募集条件期 間

◆■

■

■

■
１１

■常勤"#| :の法律事務
園情報提供業務
■民.顎法律扶助蕊務
■l'il選弁泄等関述業務
■犯罪被害隊又.陵業務
口司法過疎対策業,勝
□その他（ ）

応募瑚胤1をA4jW

紙1校以内で提出
すること

なし

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：05033835340

集合日時： l()｢124
日（月）午前10時

P

【事務所の特色l
本所併設型の当法律事務所で
は、常勤弁縦｜ 1名が在籟
し、扶助・国選事件に対応し
ている。孑・の他、編祉関係機
関と連携し、成年後見事件や

それに関連する俊務整理事件
等も取ﾚﾉ披っている．

10月2･lu(月）
～

10ll28B(金）

(1週間）

法
テ
ラ
↓

集合場所：法テラ
ス栃木法律事務所

(宇都宮市本町4
15宇都宮Nlビル
2階）

法テラスノ1，

蝿模型鶚務
所修習

法テニラス栃木

法津事搭所、
法テラス栃木

1疵2628 1

【受入決定後の連絡
先】
法テラス栃木法律半：

務所
担当者:一

電話

1 1 1 1

■常勤弁護kの法律事務
■情報提供業務
菌民事法律扶助業務
函国選弁護等関連業務
■犯罪被'海荷支援業務
ロ言l法過疎対･策業務
□その他（ ）

なし 応壕理由をA4判

1枚程度にまとめ
て提州してくださ
い‘ 【受入決定前の述絡

先l
日本司法支援セン
ター

常勤弁謹士総合企両
課

電話：0503383-5340

集合日時: 1()月:1
日（月）午前10時

【事務所の特色】
群馬県前橋市に設置された本

所併設型の法律事務所です。

法
テ
ラ
ス

lOj13n(jl )
～

10n7H(金）
(l週間）

法テラス'1、

規模靭事務
所修習

集合場所：法テラ

ス群馬法律事務所

(群馬県前橋市千

代田町2-5-1前濡
テルサ5階）

法テニス群馬

法律事務所
台2629 I

【受入決定後の連絡
先l
法テラス鮮馬法維事

謹者?に__訓
電話: 05()3383-0513
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の碇定時期の
目安※一部プログラム
のみ記簸）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
頻

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

コード 場 所 修習内容期 間 募集条件

■常勤弁機I c/)泄､隊事務
□‘情報提供業務

口蜂串法律扶助驚務
口陛|選介謹等関述業務
口犯罪被害街･文援業務
口司法過疎対策驚務

■その他(いオ>ゆろ荷j法ソー

ンャルリー ‐ク）

なし ①自己紹介

②応媒理由
③法テラス静liｵl法

律斗端所で何を学
びたいか御

【受入決定前U)連絲
先’
'1本司注支援セシ
ター

常勤弁護上総合企II!'i
課

電話・0503383534(）

集合日時: 10月17
日（月）午前9時30
分

以l2をA皇1判2～

3枚程度にまとめ
て提出してくださ

い。

B班

A班

通じ

て

1人

法
テ
ラ
ス

lO11 17U(II)
～

1()月21H(金）
(1週間）

法テ二つズ{|；

規模型拳弗
所修習

【事務"l.の特色］
弁護士が多数蓋録する都市部
において、 「補だ」としての
,スタヅノァF捜上い役割を果た
すオーソドックスな都市型事
務所

法プラス静岡
法律索誇所

2630 集合場所：法テラ

ス静岡法律事務所

(静|耐市葵区呉服

町2-1-1 札の辻

ピル5階）

棚

【受人決進後の連絲
先i
法テラス静|湖法律秒II
務所

担当者:■■■■■
電話0503383-540.10503383-5401

■常勤弁護|-の法律事務
国情報提供業務
■民事法･津扶助業務
■国選弁溌等開運業務

口犯罪被II;誉支援業務
口司法過疎対策龍総

□その他

【事務月『の特色】
潅祉関係機間(地域包術支援セ
ンター． 自並相談支援機関等）

との連携を中心とした司法

ソーシャルリー･ク活動を行っ

ている。

なL ①自己紹介

②法-7-ラス沼津を
希望する剛山 【受入決定前の連絡

先】

|｣本司怯支援セン
ター

常勤弁護-上総合企幽
課

電話：0503383534(）

日時： 10対3隅

（月）午前10時
以|息をA I , 11l"

程度に主とy)て提
出してください

場所：法テラス淵

津法律事務所(沼
津'ij二園町1-11)

緋
テ
ラ
ス

lOil31 1 (jl )
～

10月71｣(金）
(1週間）

法テラス'1，

規模型潅務
所修習

法テニス淵津

法嘩鍜務所
2t粥I I 伽

【受入決定後の連絡

先】
法テラス沼津法律事
務所

担当箔: l -!且」
電話：0503383-
5407

※初日の集合時

間、場所は、受人

決定後、法テラス

沼津法律事務所に
述絡を入れて確認
してください。
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ配駁）

その他(内容等
の照会先など）

瀦始日の
集合日時，場所

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類募集条件コード 場 所 修習内容期 間

応募瑚由(何故、
法テラス浜|公での

修習を希望するの
か)をA4判2枚

以内で提出するこ
と

■常勤弁誰士の法律事務 なし
■情報提供業務
■暁事法律扶助業務
■|韮|選弁推等|淵迩業務
圏犯罪被害淵･文･陵業務
口司法過疎対策裳務
■その他(司法ソーシャルワー

ク）

左L

【受入決定｢lii">遮絡

先】
日本司法支援セら

集合I1時3 10月3
ター

常勤弁護士総合企幽：(月)午前9時”
課

電話；05033835340集合場所：法テラ

【受入決定後''連絡；鰯熊謝〃
先】

法ﾃﾗｽ浜松獅僻異三も“鳥『
務所

担当者: ｰ見てご劃ス4階）
写皇息云」
電話:0503383-5'lO8

【受入決定｢lii">遮絡

先】
日本司法支援セら
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話；05033835340

【受入決定後')連絡
先】
法テラス浜松仏神鋼

務所

担当竜:ー
電話:0503383-5'l08

1()月3U(H)
～

1(1月7日（金）

(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス小

規模型掛務
所修習

【事務何W)特色）
外'五|人依傾背の事件が多
い。国際蕊流協会、福祉関係
擴関との述携を推進してい
る。

法テ弓ス浜松

法律事務所
判IF

2632 I

I B F

Ⅱ ﾛ

■常勤弁謹-tの法律事務

口情報提供業務
■民顎法律扶助業祷
■国選弁撫等関連業務
■犯罪波ll網･支援業務
■司法過I9k対策業務
ロその他（ ）

■常勤弁謹-tの法律事務

口情報提供業務
■民顎法律扶助業祷
■国選弁撫等関連業務
■犯罪波‘l網･支援業務
■司法過I9k対策業務
ロその他（ ）

なし ①自己紹介

②法テラスド田を
希望した理由

③修習で何を学び
たいか

をA4判1枚程度
にまとめて提出し

てください。

【受入決定前の遮
光】
日本ﾛl法支援セン
ター

"'遮絡

集合

日（ノ

分

合 '1時 10月24

（月）午前9時3(）常勤
課

電話

弁護」護上総合企画

05033835340
【事務所の特色l
弁護士6人の地域にある事務
所です。成年後見事件を含む
朧々な事件を抱えています。
福祉機関との連携に積極的に
取り組んでいま-ﾘｰ。

【事務所の特色l
弁護士6人の地域にある事務
所です。成年後見事件を含む
朧々な事件を抱えています。
福祉機関との連携に積極的に
取り組んでいま-ﾘｰ。

IO)124日（ﾉ1)
～

10月28日（金）

(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス下田

法律事携所
集合場

ス下田

（「山1

1.-1(）

3階）

場所：法テラ

田法律事務所

LI市東本郷1
バールピル

宿2633 1

【受入決定後の連絡
先】
法テラス下In紘伸事

務所

担当者:脂．ざ ← ;’

電話105()3383-()()24
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

提
讐
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

コード 場 所 修習内容期 間 募集条件

■常勤弁誰上の法律事務 なし
(養成中のスダッブブI菖謹上の業
務兇学を含む。 ）
■情報提供業務
■民ﾘ法維扶助業務
■国選弁護拶悶連装務
画犯罪被害音更綾業務
口司法過疎対策鴬務
□その他（

）
※座学がLIl心となりま-ｲー

集合日時: 10月H

l l (月）午前9時10
分

3名以

内(申

込者

が1名
のみ

の場

合は

中1L)

払子ブス大

|坂．勉テヲス

ノ<阪法津事務
卿I 、常勤弁護
士獲成法･津事
務所

肱
テ
ラ
ヲ

I()"31 I ( 11 )
～

10月71 1 (f)

(1週間）

瀧テフスベ

規模型製務
所修習

263ざI 集合場所：法テーフ
ス疋阪(大阪市北

ば西天満1-12-5

大阪弁護士会館地
下1階）

厩

課■担当者

■■■■
｜ ｜ ｜電話■■■■■■

■常勤弁誰1J)〃：倖事務
口情報提供巣勝

■民事法津扶助幾務
■国選弁護等関連業務
■犯罪被‘‘苓者支援業務
口司法過疎対策驚務
口そび)他（ ）

な（

由、職歴普圏I）

I受入決定前の連絡
先】

日本司法支援セン
集合| |時： 10月3

日（月）午前9時30
ター

【事務所の特色l
iそに常勤7F護士のi

を見ていただきます．

令和2年10〃に開｝
かりの法フーラスの法i

です。

離婚事件、高齢昔
者の案件が多く．出5
出る機会も多くあり
た、刑調小件も定り
いまず，

都II｣部における'rlW
ス障害の解消のたけ)I

うな活動ができるか《
題に取り組ん毎いま‐

開所

、高齢昔

における'rl法

常勤弁護士総合企画
去総親務 分

法
テ
ラ
ス

】(ﾘﾉ1 1 1 1 (ﾉI )
へ

10月7t1 (金）
(1週間）

法テラ.く!|』

規模型事務
所修習

法チブス兵庫

法律事務所、
法テ弓ス兵庫

集合場所：法テ弓

ス兵庫法律事務所
(神戸市中央区東
川崎町1－1 3神

したば

法律事務所
2635

凸 有
【受入決定後の連絡

先】
・障がい

多く．出張相談に
多くあります。ま
件も定数抱えて

戸クリス･タルタ

ワー12階）
当者：
－

アクセ

解消のためにどのよ

ができるかという間
組ん毎いま-1-
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

開始日の
集合日時，堰所

プログラム
名

その他(内容等
の照会先など）

募集
人数

提
書
出
類

コード 増 所 募集条件期 間 修習内容

①自己紹介
|②法テラス阪神法
律事務所を希望し
た瑚由

③この修習でInIを
学びたいか

を八4，ド11 1枚程度
にまとめて提出す

ること。

①自己紹介
|②法テラス阪神法
律事務所を希望し
た瑚由

③この修習でlnIを
学びたいか

を八4，ド11 1枚程度
にまとめて提出す

ること。

■常勤弁謹士の泓律事務

口情報提供業務
口民事法律扶助業務
□1割選弁捜等関連業務
口犯罪被害背支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

■常勤弁謹

口情報提供
口民事法律
□1割選弁捜
口犯罪被害

なL

【受入決定前の連絡
先］
日本司法支援セシ
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

集合日時: 10月17
日（月）午前10W¥

【事務所の特色l
債務整蝿、家事お件が中心で
すが、 I)V事件が多いのが特徴
です。成年後見wli:件もあり、
高齢福祉関係機関や病|院の

MSW、 l'SWとの連挑も進めてい

ます。

法
テ
ラ
マ

10月17日（）l)
～

10月21日（金）

(1週間）

法手ラス小

規模型凱務
所修習

集合場所：法テラ
ス阪神法律事務所
(兵庫県尼崎'li七
松町1-2-1フェス

タ立花北館5階）

法アラス阪神

法律事務所
#柵263(i 11

【受入決定後の連絶
先】
法テラス阪神法嘩串

務所
担当者:一

電話: 0503381-1395

自己紹介(A4判
1枚縄度）

自己紹介(A4判
1枚縄度）

■常勤弁護-脂の法律事務 なし

■情報提供業務
■民事法ilk扶助業務
国国選弁縦等関連業務
■犯罪被齊.背支援業務
口両l法過疎対策業務

■その他(|勤係機関との連携活
動等）

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：05033835340

集合I l時

日（月）午
分

： 9月26

前9時3(）

9月26日け1)
へ

9月30日（金）

(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス小

規模型事務
所修習

【事務所の特色l
刑事事件、成年後見事件、個
人の民事・家’f事件が中心

で、福祉機関から持ちこまれ
る相談が多くめります。

法テラス奈良
法律事携所

集合場所；法テラ

ス奈良法律事務所
(奈良県奈良Ili高
尺町38-3近鉄高犬
ビル4階）

伯2637 1

【受入決定後の連絡
先】
法テラス奈良繊維事
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記駁）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

コード 場 所 修習内容期 間 募集条件

■常勤弁淡ld)法律事務
■情報提供業務
画民事法律扶助堆務
■|玉|選弁縦等附述業務

■犯罪被害付支援幾務
口司法過疎対漿篭務
口その他（ ）

なL

【受入決定前の連絡
先】

ター

集合日時･ 1()月17
H(月）午前10時【事務所の特色】

_三重県で唯・の法テラスの法
律事務所です(本普併設型)。
地域のセーブアィネットとし
て、金銭的に余・撚のない方か

らの法ｲ|k相i淡(民4i:怯律扶助事
件)等に対応しています。

法
ア
ラ
マ

l()"17u(11)

l()月21 1｣(金）
(1週間）

法テラ-x'1,

2638規模型恥務
所修習

法テラス三重
法律事務所

I
集合場所：法テラ

ス三重法律事務所
(津Ii了丸之内34-5

津中央ピル1階）

鞠怪

’ ｜務所

営者■■■■
電話:ー

■常勤弁護-I ･の法律事務
口情報提供業務
国民顎法律扶助業務

■国選井穫等関連業務
口犯罪被秤街-文援業務
口百I法過疎対策難務
口その他（ ）

なし

と、維験を命望す

る辮件v)穂類をA 【受入決定前の連絲
4，ドリ1枚縄度にま 先】

鮮礎川Lてく|壁笥瀧蕊'鮭ン ｜集合白時:9月2‘多
目

常勤弁護士総合企画 ｜R(月)午前10時
【事務所の特色】
l勤選事件後見事件、債務整
理事件をiﾐに↑rっている弁護
士1名・事務員1名の法律事
務所ですt' al法ノーーシャノl
ワークにﾉjを入れています”

挫
皆
ア
ヲ
ヲ

9月261] (jl )
～

9月301J (")

(I週間）

課法子マスl、

規模型蝋務
所修習

法テラス福井

紘律墾務所
電話：0503383-5340 1集合場所：法テラ2639 I

有
ス福井法律事務所

【受入決定後の連絡｜(福井市宝永41.日
先】 ’3番1号サクラN’
法テラス福井法il些凱： ｜ビル2階）
務所

栂当

電話
者:■
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戦）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

コード 漫 所 修習内容期 間 募集条件

菌常勤赤
口情報提
口民事磯

□|｣§|選介

口犯罪被
■司法通
□その仙

弁護士の法律串務
提供業務
法律扶助業務

弁護等関連業務
被害者支援業務
過疎対策業務
{lll.( )

なし 自己紹介、志望理

由、学びたいこと

をA4判1枚程度

にまとめて提出し

てください。
【受入決定前の連絡
先】
11本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企I由i
課

電話・0503383-5340

集合日時？ l()月17
口（月）午前10時

【事務
管内
事件

【事務所の特色】

・管内の弁護士が7糸。
・事件の種類に偏りが少な
い。

・福祉機関との連携も行う。

法
テ
ラ
マ

10月17n(月）
～

10月21H(金）
(1週間）

法テラス過

疎地型事務
所修習

集合場所：法テラ
ス魚津法律事携所
("11 1県魚津市釈
迦堂l-12-18魚
津商［会議所ビル
5階）

法テラス魚津

法律覗務所
264(） １

１
４ 有

【受入

先】
法テラ

務所
担当者
罰詳言毛、
F凰伺向．

入決定後の連絡

ラス魚津法律事

0503383－0030

鱈常勤弁護-lでの法律事務
園情報提供業務
竃民事法律扶助業務
鱈国選弁護等関連業務
醸犯罪被霄者支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

な［ ①履歴書

②応募理由書A
4判1枚程度
都市部における社
会的弱者に対する
法的サービスに関

する見解を、応募
理由害の中で述べ
てください。

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話0503383-5340

集合日時1 10月1 1

u(火)午前10時
i事務所の特色1
都市部における司法アクセス

の充実に取り組んでいます。
関係機関と連携し、高齢者・

障がい者、 /f活困窮者を支援
することが多いです。

法
テ
ラ
ス

10月1 1日（火）

10月l$1日（金）

(1週間）

法テラス中

規模型事務
所修習

法テラス広島
法律串務所

集合場所：法テラ

ス広島法律事務所
(幽島市中区八I
堀2-31広島鴻池ビ
ル6階）

2641 狙王

【受入決定後の連絡
先】
法テラス広島法律事

務所

騨亨:■
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※－．部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

コード 場 所 修習内容期 間 募集条件

■常勤弁護士の法律事務

■情報提供業務

■民事法律扶助業務
■国選弁護等開連業務
図犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務

口その他（ ）

自己紹介、志望輝

由、学びたいこと

をA4判1枚程度

にまとy)て提出し

てください，

なし

【受入決定前の連絡
先】
|ﾖ本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企1割
課

電話：0503383-534(）

集合日時：9月26

日（月）午前10時
【事務所の特色】
氏串法律扶助やI凰選弁護だけ
では塚く、司法ソーシャル

ワーク活動として福祉機関へ

の情報提供業務や法教育にも
力を入れています。

9月26u(月）
～

9月3(>日（金）

(1週間）

法
テ
ラ
マ

法テラス小

規模型事務
所修習

法テラスI I 1 1-1

法律事務所
集合場所：法テラ

ス山、法律事務所
(山口市黄金町1番
10号菜花道門
キューブ2階）

榊莊2642 I

【受入決定後の連絡
先】
法テラス山口法律事

務所

担当者:■－－．
電話: 0503383-0021

■常勤弁護-1了の法律事務

口情報提供業務

■民事法律扶助業務

圏国選弁護等関連業務
ロ犯罪被害者支援業務
口石l法過疎対策業務
四その他(連携）

なL 法テラス島根を希
望した理由をA4

判1枚程度にまと
めて提出してくだ

さい。
【受入決定前の連絡

先、問合せ先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護･上総合企画
課

電話： 0503383-5340

集合日時；9月26

日(月)午前9時30
分

【串務所の特色】
行政機関、福祉、その他連携

面に特にﾉﾉを入れています．
一般頚:件もそれなりの数があ

ります。

維
出
チ
ー
フ
ス

9吋26日（月）
～

9月30日（金）
(1週間）

法テラス小

規模型事務
所修蓄

法テラス島根

法律鍋:務所
伽2643 I

集合場所：法テラ

ス島根法律事務所
(松江市南田町60）

【受入決定以降の連
絡先】
法プラス島根法律歌：

鯉誉｢---
電話：0503383-5498
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配戦）

プログラム
名

募集
人数

提出
書頚

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時‘場所

コード 場 所 修習内容期 間 募集条件

菌常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務
■氏事法律扶助業務
園陛|選弁護等関連業務
口犯罪被害者･文援業務
■司法過疎対･策業務
□その他（ ）

なし ①法テラス浜mで
の修習を希望す患

埋山、

②法テラス浜田で
の修習で学びたい
こと、

を記載した書面

(A4判1枚程度）
を提出してくださ
1，、

【受入決定前の連絡
先】
'1本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企画
課
電話； （)50-3383-5340

集合1 11* 10月3
日（月）午前1O時

【事務所の特色】
・少人数でアシ|､ホームな事

務所。
・偵務整理・離婚・後見・刑
事事件が多い．
・社会福祉協議会等と連携し

て司法ソーシャルワークを実
施．

怯
テ
ラ
マ

10月3日（月）
～

10月7日（金）
(1週間）

集合場所：法テラ
ス浜田法律事務所
(島根県浜ltl市浅
井町1580番地第

一龍河ビル6階(最

寄り駅；山陰本線
浜ul駅徒歩3分))

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス浜田

法律事務所
2644 有1

【受入決定後の連絡

先1
法テラス浜田法律事

務所

担当者■
電話．0503383-00260503383-0026

露常勤弁護士の法律事務

口情報提供業務
圃民串法律扶助業務
歯国選弁護等関連業務
ロ犯罪被害者支援業務
ロ司法過疎対･策業務
ロその他（

なし ①法テラス福岡を

希望した理由

②研修で何を学び
たいか 【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話10503383534(）

以上をA4判1枚

程度にまとめて提
出してください。

集合日時 1()月3

H(f)午前10時
【事務所の特色】
福祉機関と連携し社会的弱看・
を支援する案件が多い事務所
です哩

法
テ
ラ
ス

10月3日（月）
～

10月7H(金）

(1週間）

法テラス中

規模型事務
所修習

法テラス福岡
法律事務所

集合場所一法テラ
ス福岡法律事務所
(福岡市中央区渡
辺通5-14-12南
天神ビル4")

2645 lへ－2 ilM；

I受入決定後の連絡
先】
法テラス福岡法律事

務所

澄者■■■
電話:睡謹蕊蓮蕊蕊遥買冒i
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１１１１

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

修習内容コード 増 所 期 間 募集条件

■常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務
■民事法律扶助業務
■|旦選弁護等関連業務

口犯罪被害背支援業務

口面l法過疎対策業務
□その他（ ）

なし ①鮎テラス北九州
法律事務所を希望
した理由

②研修で何を学び
たいか

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

集合I I時e9月26
日（月）午前10時以上をA4判1枚

程度にまとめて提
出してください。【輔務所の特色】

債務整理、 l)V離蜻が多い“州
張法律相談も積極的に打って
いる。

法
テ
ラ
ス

9月26日（月）
へ国

9月30日（金）

(1週間）

集合場所：法テラ

ス北九州法律事務
所

(福岡県北九州市
小倉北区魚町1-4-
21 魚町センター
ビル6階）

法テラス/j，

規模型事務
所修習

法テラス北ﾉI』

州法律事務所
2646 1 冊

【受入決定後の連絡
先】

法テラス北ﾉL州法律

事務所

担当者:■－
■■■
舌：

目常勤弁護この法律事務

口楕報提供業務
口民事法律扶助業務
口国選弁護等関連業務

口犯罪被霄者支援業務
口盲j法過疎対策業務
にlその他（

な’ ①法テラス佐枇保
法律事務所を希望
した理由②研修で
ｲI1Iを学びたいか

以」をA4判1枚

にまとめて提出し

てください。

｛受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企画
課

電話’0503383-5340

集合' 1時：9月26
日（月）午前10時

【串務所の特色】
債務整理が受任事件のほとん

どですが、その他、後見申
立、離嬬等家串事件、一般腿
事事件、刑事|卿選事件も扱
い、福祉機関と連携し活動す
ることもあります“

法
テ
ラ
ス

9吋26日（j1）

9月30日（金）

(1週間）

法テラス扶

助･ lXl選型

事務所修習

集合場所：法テラ

ス佐世保法律事務
所

(佐世保市島瀬町
4-19バードノ、ウ

ジングビル402）

法テラス佐lll
保法律と!j:"jﾘ1

2647 杓I

（受入決定後の連絡

先】
法テラス佐世保法律

事務所

担当者■■■■■
電話: 0503383-551f0503383-5516
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

提
害
出
類

コード 増 所 総習内容期 間 募集条件

園常勤弁護士‘
圏情報提供業矛
園民事法律扶回
麗国選F護等'3
口犯罪被害肯･ヌ
■司法過疎対鴬
□その他

誰士の法律事務
供業務
律扶助業務
護等関連業務
害肯･支援業務
疎対策業務

なし 応募理甘iを記した
自己紹介(書式自
由、羅歴書可） 集合日時：受入決

定期間の初日午
前10時
(※受入決定後、
法テラス壱岐法律
事務所に連絡を入
れ、決定期間を確
認してくださ

い。 ）

【受入決定前の連絡
先l
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企幽
課

電話：0503383-5340

①9月26日（月）
へ少

9月30日（金）

②10月3日（月）
～

l()月7H(f)

(i週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス過

'凍地型箏携
所修習

【事務所の特色】

事件は、家事事件と債務整
理、国選事件が中心です。過
疎地の現状を学びたい人はぜ

ひお越しください。

法テラス壱岐
法律事務所

2648 I 卿

【受入決定後の連絡

先】
法テラス壱||皮法律事
務所

弁護士一
電話10503383-
5517

希望するH礎

を応募書類に
記載してくだ
式1，1

集合場所：法テラ

ス壱||皮法律事務所
(長崎県壱岐市郷
ノ浦町郷ノ浦174
吉田ピル3階）

甑常勤弁護士の法律事務

口情報提供業務
園民事法律扶助業務

■国選弁護等関連業務
口犯罪被害者支援業務
圏司法過疎対策業務
ロその他（ ）

なし 自己紹介、 、ざ望理

由、学びたいこと

をA4判1枚程度

にまとめて提出し

てください。

集合日時：受入決
定期間の初日午前

9時30分
(※受入決定後、
法テラス瓶島法律

事務所に連絡を入
れ、決定期間を確
認してくださ

い。 ）

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話・0503383-5340

①9月261 1 (月）
～

9月30日（金）

②10月24H
（月）～

10月28日（金）
(1週間）

【顎務所の特色］
五島列島ほぼ全域を飛び回っ

て、 {IIIでもやらなければいけ

ない現場です。

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス五島
法律銀務所

各日

程1名
2649 ム

門

【受入決定後の連絡

先】
法テラス五烏法律事
務所

担当者:ー
電話：0503383-0516

希望する日程

を応募菩類に
記載してくだ

さい．

集合場所：法テラ
ス五島法律事搭所
(五島市池田町2-
20）
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記賊）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

コード 修習内容 募集条件塲 所 期 間

■常勤弁艘'二の
口情報提供業務
口民事法律扶助

□|玉1選F穫等関
口犯罪被害者文
囲司法過疎対策

画その他(刑事

件の全てに対応

談．関係機関訪
岐。原則として

当弁護-lrの全て
します。 ）

弁艘'二の法律事務、
提供業務
法律扶助業務

F穫等関連業務
被害者支援業務
過疎対策業務

他(刑事・民串§ ・家事拳
てに対応。島内出張相
係機関訪問等、活勤多
則として修習生は担
-lrの全ての業務に|司#」

離島でのｱi:誰士活動に興味
をもち、 自ら積極的に学ぼ
うとする意欲があること。

志望理由書をA4

判1～2枚程度

(①自己紹介、②
当プログラムに応
募した理由、③プ
ログラムで学びた
いこと等）

【受入決定前の連絡
先l
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画常勤弁護士総合ゴ
課

電話＄05()3383-5 ;'1(）
集合l 1 11f"月26

日(月)午前9時10
分

Ｉ
先
法
務
栂
■
二
電

受入決定後の連絡
1
テラス対馬法律事

所

噸;¥ ~~~:毒_菖割
で:｡:…副
話4 0503383-()517

9月261．1 (月）～

10月7日（金）

(2週間・ ヒロ

祝H除く）

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地蝿事務
所修習

法テラス対馬

法律事務所
集合場所：法テラ

ス対馬法律事務所
(長崎県対馬市厳

原町中村606-3お
おたピル3階）

合265(）

【事務所の嶋
弁誰上1名、

忙な串務所。
義な修習にな

色】
戦務局2名の多

密度の濃い有意
ると思います“ ※受入決定後、必ず

法テラス対馬法律事
務所に連絡を入れ、
担当弁護士と話をし
てください。修習の

持ち物等に-ついて連
絡があります

■常勤弁謹士の法律事務

口情報提供業務
酒氏調法律扶助業務
■l型選弁護等関連業務
口犯罪被害者支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

①門己紹介

②法テラス雲仙法
律事務所での修習

を希望する理由

以上をA4判1枚
縄度にまとめて提

lllしてください‘，

なし

集合l~1時f9月2(i

日（月）午前9時30
分

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セシ
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話10503383-5340

集合場所：法テラ

ス雲仙法律事務所

(長崎県雲仙'ij小
浜町北本町14番地

雲仙市小浜総合支

所3階）
※令和3年度中に
事務所を移1腰する
計画があり、変更

する可能'性があ

る。

9月26H(jl )~

10月7日（金）

(2週間･ I: I I

祝日除く）

抄
テ
ラ
ヰ

法テラス過

疎地魂事務
所修習

【事務所の特色】
当事務所は雲仙岳西麓の温泉
街にあります。事件数・睡類
ともに多いです。また､触法
陣がい者ぴ)支援に取り組む社
会福祉法人との連携事案もあ
ります。

法テラス雲仙

法律事携所
宿2651 I

【受入決定後の連絡
先！
法テラス雲仙法律事

漣者:に_二豆ヨ
電話：0503383-5324
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能懐の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載〉

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(淘容等
の照会先など）

開始日の
集合日時‘場所

コード 壌 所 期 間 修習内容 募集条件

園常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務
■民事瀧律扶助業務
圏国選弁護等関連業務

ロ犯罪被害肯支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

債極的に学ぶ意欲のある方 自己紹介文と志望
理由書(合わせて

A4で1枚程度）

（受入決定前の連絡

先】
'二|本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企I馴
諜

電話0503383-5340

集合日時： 10月1 1
日(火)午航9時30
分【事務所の特色】

多様な論:件がありま-』
法
テ
ラ
ス

10Hll日（火）
～

10月14日（金）
(1週間）

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス奄芙
法律事務所

2652 集合場所：法テラ

ス奄美法律事務所
(奄美市名瀬小浜
町2-28 AISビル1

階）

有

！受人決定後の連絡

先】
法テラス奄美法律事

務所

担当者
電言舌 0503383－()028

ロ

■常勤弁護士の法律事

■情報提供業務
■民畿:法律扶助業務
襲国進弁護等関連業務
園犯罪被審者支援業務
ロ盲l法過疎対策業務
ロその他（ ）

f誰士の法律事務

号供業務
膿律扶助業務
f護等関連業務

なし 応募理由を記した

自己紹介(書式自
由、履歴書可）

【受入決定前の連絡
先l
日本司法文援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話0503383-5340

集合日時 10月3

11(月）午前9時30
分【事務所の特色】

司法ソ､一§'-Yルワークに力を

入れています。

法
テ
ラ
ス

法テラス小

規模型事務
所修習

法テラス宮崎

法律事務所、

法テラス宮崎

10月3日（月）へ

10月7I 1 (金）

(1週間）

265:1 1MI

集合場所：法テラ

ス宮崎法律事務所
(宮崎市旭1-2-2
宮崎県企業局2階）

【受入決定後の連絡
先i
法テラス宮崎法律事
務所

担当者|蕊墓蕾嘩蕨話
電話5 05()3381-1399

■ ■ ■
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

募集
人数

プログラム
名

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時場所

コード 修習内容場 所 募集条件期 間

D m R ■

ロ ロ

■常勤芹謹士の法律事務

口情報提供業務
□lそ事法律扶助業務
□|正1選弁護等関連業務
口犯罪被害街.支援業務
画司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 自己紹介．志望剛
FH、学びたいこと

をA4判1枚程度
にまと搦)て提出し

てくださし‘，
【受入決定前の連絡
先】
1 1本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話： 0503383-5340

集合日ll寺g 10月3

日（月）午前10時
【事務所の特色l
法テラスの画l法過疎対策事務
所の中では、比較的管内人
n、弁護上人rlの多い事務所
です“
いわゆる司法ソーーシャルワー
クによる福祉案件が業務の中

心となっております“

法
テ
ラ
マ

法テラス過

'味地型事携
所修習

10月3日（月）へ

10月7口（金）
(l週間）

法テラス延岡

法律事務所
集合場所ミ法テラ

ス延岡法律事務所
(延岡｢1j祇園町1-
2-7 IJMK祇園ビル

2階）

2654
＝←

'胃
今

【受入決定後の連絡
先】
法テラス延|前1法律事

務所

担当者:■
電話：0503383-0520

■常勤弁護tの法律事務

図情報提供業務

■民串:法律扶助業務
■国選弁護等関連業務

ロ犯罪被'博者支援業務
ロ古l法過疎対策業務
□その他（ ）

応募理由をA4判
1枚以内に記戦し
て提州。

なL

【受入決定前の連絡
先】
Iﾖ本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企画

課

電話；0503383-5340

集a､I I H*: 10月3
日（凡）午前9時30

分排
轌
テ
ー
フ
ラ

10月3日（月）～

l ()月71i(金）
(1週間）

法テラス小

規模型事務
所修習

法テラス沖縄

法律謂務所
集合場所：法テラ

ス沖縄法律事務所
(那覇'ij楚辺l--5-
17プロフェスビ

ル那職3階3()4号）

疵2655 ー

務所
担当者：

■■■
電話：

A-42
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

コード 場 所 期 間 鋒習内容 募集条件

I I E 】 1 1

■常勤ブド護士の法律事務
口情報提供業務

口民事法律扶助業務
口幽選弁護等関連業務

口犯罪被害省支援業務
■司法過疎対策業務

□その他（ ）

なし ①自己紹介
②希望理由
③学びたい内容
以上をA4判2枚
程度にまとめて提

出してドさい。

【受入決定前の連絡
先】
ロ本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-534(）

集合H時2 10月3

日（月）午前9I1寺3()
分

【事務所の特色】
離島のﾛl法アクセス向tのた

め、 どんな事件や相談にも対
応します。

法
テ
ラ
マ

10月3LI (H)~

10月14H(金）

(2週間・ ‐|洞
祝p除く）

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス宮出
島法律事務所

集合場所；法テラ

ス宮古島法律事務
所

(沖縄県宮古島市

平良西里ll25宮古
合同庁舎1")

2656 I 派

I受入決定後の連絡
先】
法テラス宮古烏法律

事務所

担当者:＝
電話§0503383-0201

■常勤弁護士の法律事務

■情報提供業務
■民顎:法律扶助業務

■国選弁護等関連業務
■犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

■常勤弁護士の

■情報提供業務
■民鍜:法律扶助

■国選弁護等関
■犯罪被雷者支

なし 自己紹介と希望理

由を記城した善i劇

(A4判1枚程度）

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

集合日時 10月17
日（月）午前10時

【事務所の特色l
医療機関との連携に力を入ｵ’
ています‘，

法
テ
ラ
ス

10，月17日（〃）

10月21日（金）

(1週間）

法テラス小

規模型事務
所修習

法テラス秋開
法律出務所

集合場所：法テラ

ス秋|｣｣法律事務所
(秋田市中通51~目

1番51号一北都ビ
ルディング6階）

2657 宿

【受

先l
法テ

務所
担当
電話

受入決定後の連絡

l
テラス秋IJj法律事
所

当者:＝
話： 05()3383-5549

A－43



I
片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

募集
人数

プログラム
名

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，堀所

修習内容コード 場 所 募集条件期 間

■常勤弁護士の法律事務

口情報提供業務

口民事法律扶助業務
□I茎i選弁誰等関連業務

ロ犯罪被害誉支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 応募理由を記した
自己紹介(書式自
山、履歴書可）

【受入決定前の連絡
先】
Iﾖ本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企I由i
課

電話． ()503383-5340

集合日時： 9月26
日（月）午前10時

【事務
当事務

事務所

当部門
ター及

と連携
ます。

任・対

後見制

困対策
す．

務所の特色l

携所は.口l法過疎地対応の

所です。市役所の福祉担
門．地域包括支援セン
及び社会福祉協議会など

携して事業に対応してい
，法律相談や事件の受
対応以外にも地域の成年
制度の普及や制度化質
策等にも関わっていま

9月26U(月）
～

9月30日（金）
(1imH)

辻
吟
チ
ー
フ
ス

法テラス過

疎地型事務

所修習

集合場所‘法テラ

ス鹿角法律事務所

(秋田県鹿角市花

輪字F花輪50番地
鹿角' lj福祉保健セ
ンター2階）

法テラス鹿角
法律事務所

2658 月完

【受入決
先l
法テラス

務所

担当者: ｜
電話: 02

人決

05

定後の連絡

ラス鹿角法律事

■
03383-1,116

■常勤弁護十gの法律事務

圏情報提供業務
浬民事法律扶助業務
■国選弁護等関連業務
■犯罪被宵者支援業務
口百l法過疎対策業務
□その他（

なし 自己紹介、志望理
由、学びたいこと

をA4判1枚程度

にまとめて提出し

てください。

【受入決定前の連絡

先l
日本画l法支援セン
ター

常勤弁護上総合企閥i
課

電話： 0503383-534(〉

集合日時: 1()月17
H(月）午前9時

【事務所の特色l
刑務所相談や社会福祉協議会

等の福祉機関と連携してｲ_l:zp
をしていま-ﾘｰ。

lOj 1 17日(.ll )
～

10月21日（金）
(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス小

規模型事務
所修習

集合場所：法テラ

ス青森法律事務所
(青森市長島1-3-1

日本赤卜字社青森
県支部ビル2階）

法テラス青森

法律事携所

〆･

欄2659 I

【受入決定後の連絡
先】
法テラス青森法律事
務所

営看:騒職蕊
電話：0503383-5554

A-44



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始圏の
集合日時，場所

コード 場 所 鯵習内容期 間 募集条件

①当事務所を希望
した理由

②研修で何を学び
たいか

以上をA4判1枚

程度にまとめて提
淵してください，

認常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務
口民謡法律扶助業務
□|型選弁護等関連業務

口犯罪被害臂支援業務

口司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし

【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護土総合企l瑚

課

電話：05()338:3-5340

集合日時：受入決

定期間の初日午前
10時

(※受入決定後、
法テラスむつ法律

事務所に連絡を入
れ、決定期間を自

身で確認してくだ
さい。 ）

①9月26日（月）
～

9月30日（金）

②10月3日（月）
～

10月7H(f)

(1imlal)

【事務所の特色】
債務整蝿をはじめ、多様な調
件を取り扱っています。
周辺市町村社協と連携があ
り、 画l法ソーシ-Yルワークに

も力を入れています。

法
テ
ラ
ス

全期

間を

通じ

てl妬

法テラス過

I雛地型峯務
所修習

法テラスむつ

法律事務所
2660 有

【受入決定後の連絡
先】
法テラスむつ法律事

務所

担当者:園n画H

車

希望する日程

を応募書類に

記載してくだ
さい。

集合場所：法テラ

スむつ法律事務所
(むつ市中央1-5-
1)、

｝
雪
口

奉
屯 ()503383-0067

閲常勤弁護lどの法律事務

口情報提供業務

■民事法律扶助業務
臣国選弁穫等関連業務

口犯罪被害者支援業務
圏司法過疎対策業務
□その他（ ）

応募理由を記載し
た自己紹介(A4

判1枚程度で書式
自由、市販の履朧
善の転用でも可）

なし
集合日時ミ受入決

定期間の初日午前
10時

(※受入決定後、
法テラス鯵ヶ沢法

律事務所に連絡を
入れ、決定期間を
自身で確認してく
ださい。 ）

①9月26日（月）
～

9月30日（金）

(1週間）

②10月11fl
(火)～

10月21日（金）

(2週間・土|｜

祝日除く）

【受入決定前の連絡

先I
日本司法支援セン
ター

常勤弁護=l言総合企画
課
電話： ()503383-5340

【事務所の特色】
社会福祉協議会と同じ建物に
ある関係で高齢者・障がい者

の方への支援関係の業務も比
較的多いです“

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地姻事務
所修習

法テラス鯵ヶ

沢法律事務所
2661 l～2 杓

集合場所：法テラ
ス鯵ヶ法律事務所
(西津軽郡鯵ヶ沢

町大字舞戸町字後
家屋敷9番地4鯵ヶ
沢町総合保健福祉
センター内）

【受入

先】
法テラ

事務所

栂当者
電話：

入決定後の連絡

ラス鯵ヶ沢法律稲望する|~I程

を応募書類に
記載してくだ
さい､

■ ■

05()3383－8369
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時場所
コード 修習内容場 所 募集条件期 間

■常勤弁護士の法律事務
図情報提供業務
■民事法律扶助業務

轍1通1選弁護等関連業務
口犯罪被害誉文援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 応募瑚由をA4版
1枚以内で提出し

てください。
【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セシ
ター

常勤弁護士総合企画

課

電話：0503383-5340

集合日時：受入決

定期間の初H午前
9時30分

(※受入決定後、
法テラス函館法律
事務所に連絡を入
れ、決定期間を自
身で確認してくだ
さい。 ）

①9月261 1 （月）
～

9月30日（金）

②10月3口（月）
～

10月7R(金）
(1週間）

【事務所の特色】
民串:法律扶助による虻事頚：

件・凶選刑事事件が中心・高
齢者・障がい誉向けの出張祁

談も行っている。

法
テ
ラ
ス

法テラス小

規模型事務

所修習

法テラス函館
法律辮務所

2662 慨I

【受入決定後の連絡
先l
法テラス函館法律事
務所
担当者:ー

※希望する日

程を応募書類

に記載してく

ださい”

集合場所：法テラ

ス函館法律事務所

(函館市若松町6-
7ステーションプ

ラザ函館5階）

匿常勤弁護上の法律事務

口情報提供業務
■民事法律扶助業務

口国選弁護等関連業務

口犯罪縦害者支援業務
■司法過疎対策業務
口その他（ ）

な｛ 応壕理由を記した

、己紹介(書式自

由、履歴書同I)

【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課
電話：0503383-534(） I

集合口時: 10月17

1黒1 （月）午前91"15
分【事務所の特色】

函館地家裁江差支那管内唯一
の法律事務所で． ’隔広ぃ事件

類型を取り扱っています．典
型的な司法過疎地域を体験で
きます。

lOfl l7H(月）
～

l()j:12I I I (<E)

(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テフス過

疎地ﾊi'!事務

所修習

法テラス江差

法律事務所
杓2663 l～2

集合場所：法テラ
ス江差法律事務所
(桧山郡江差町字
L卜i湫町199-5)

【受入決定後の連絡
先】
法テラス江差法律事

溌者■
電話： 0503383-5563

A－46



I N I 1 1 I 片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ龍戴）

E ﾛ Ⅱ

1 1

プログラム
名

募集
人数

提出
誓類

その催(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時､場所

コード 場 所 湖 間 修習内容 募集条件

■常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務

口民霧法律扶助業務

口国選弁護等関連業務
口犯罪被害者支援業務
囲司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 応募理由を記した

自己紹介(書式自
山、履歴書可）

【受入決定前の連絡
先】
I I本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話： ()503383-5340

集合日時: 1()月3
H(月）午前9時【事務所の特色】

行政や福祉機関との連携、い
わゆる司法ソーシャルワーーク
にﾉJを入れています。

法
テ
ラ
ス

10月3n(月）
～

10月7日（金）

(1週間）

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス八雲

法律事務所
2664 集合場所：法テラ

ス八雲法律事務所
(言海郡八雲町富
士見町21-1)

1 有

【受入決定後の連絡
先】
法テラス八雲法律事

務所

担当者

電話農 0503383-8366

U ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ

題常勤弁護|身の法律事務
図情報提供業務
■民事法律扶助業務
園国選弁護等関連業務
口犯罪被害者支援業務
圏司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 応募理由をA4判

1枚以内で提出し
てください

【受入決定前の連絡
先1
口本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企画
課

電話．0503383-5340

集合日時 10月24

日（月）午前9時3(）
分【事務所の特色】

全lｴ|屈指の管蛎面積を誇る地
域です。事件によっては遠方
に出かけることもあります。

法
テ
ラ
ス

l()月24日（月）

10月28H(金）
(1週間）

法テラス小

規模秘事務
所修習

法テラス旭川

法律顎務所
2665 集合場所：法テラ

ス旭川法律事穰所
(旭川市3条通9-
1704-l TKフロン

ティアビル7階）

I 台

確
矧
海
銅
鑑
■
鑑

受人

一壱

決定後の連絡

】
テラス旭川法律事

フ一
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コード
プログラム
名

堪 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
鍔類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，堀所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※－部プログラム
のみ記載〉

法
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【受ﾉ､決定催(ハ連絡

先】
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記薮）

｜ ’ ’

調始臼の
集合日時，場所

その他(内容等
の照会先など）

プログラム
名

提出
書類

募集
人数

募集条件修習内容コード 場 所 期 間

自己紹介、 ‘志望理
由、学びたいこと

をA4､ l1 1枚緯度
にまとめて提出し

てください。
【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企脚i
課

電話？05033835340

集合日II*: 10月3
日（月）午前9時

【事務所の特色】高知市にあ10月311 (jj)
～

10月7日（金）

(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス小

規模型事務
所修習

集合場所：法テラ
ス高知法律事務所

(高知市本町41.H

1-37丸ノ内ビル3
階）

法テラス高知

法律事務所
；班

2668 1

【受入決定後の連絡
先】
法テラス商知法律萠
務所

担当者:■■■
電話：0503383-55760503383-5576

自己紹介、 ‘怠望理

山、学びたいこと

をA4判1枚程度
にまとめて提出し

てください.‘

自己紹介、 ‘怠望理

山、学びたいこと

をA4判1枚程度
にまとめて提出し

てください.‘

■常勤弁誕｜:の法律事務

口情報提供鍵務
屋民事法律扶助業務

■国選弁謹等関連業務
口犯罪被嵜者支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護十総合企画
課

電話2 0503383-5340

集合日時: 10月17

日（月）午前9時
【事務所の特色】
民事・刑事窮件が豊篇にあり

l～2
ます。関係機関との連携や学
校での絹前授業左どにも力を
入れています。

l～2

10月17日（月）
～

10月21 1 1 (<b)

(1週間）

法
テ
ラ
ス

紐テラス過

2669疎地ﾉⅧ事務
所修習

魁テラス過

疎地ﾉⅧ事務
所修習

法テラス須崎
法律事務所

集合場所：法テラ

ス須崎法律事務所
(須崎市新町2-3-
26）

有

【受入決定後の連絡
先】
法テラス須崎法律串

務所

担当者:■■■■■
電話： 0503383-5579()503383－5579

全
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、

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※－部プログラム
のみ記餓）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，湧所

コード 場 所 修習内容期 間 募集条件

公設顎務所における業務内容

の見学(法律相談出張相談，

裁判，調停への|則席など)。

なし雄し

公
談
事
務
所
等

10月17日午前10時

釜布ひまわり基金

法律事務所
(岩手県釜石市上

I1】島町l-2-3RIKO

ビル3階）

1091711 (月）

l()月21FI (金）
(1週間）

釜石ひまわり

基金法律事務
所

釜石ひまわり蕊金法

律事務所
(潅話()193-21-3344)

公設事務所

修習
2670 Ｉ ←

筒

・ B 6

｜口公設事務所における業務

内容を兄学し､地方における

法律事務所の実務を学習す
る‘

なし（メールにより自己紹
介・志望動機や兇たい内容
を伝えてもらい選出す

る。 ）

※当事務月｢は，参"I I希望
者の｜､選択型実務修習プロ
グラム申込書(倹国)」を所
属庁会を通じて受領した

後同希望者に対しメーール
を送一って上記自己紹介等を
求めるので，適宜対応して
頂きたい。

なし

弁護士法人東法律事
務所
(電話0226-25-7234,
メールアドレス：

公
設
鎧
．
務
所
等

弁誰上法人東

法律串務所
(I1」気仙淵

ひまわり蕊金

肱律串務"『）

lOjl24日（月）
合一

10月28II(")
(1週間）

集合日llf開始日
の午前9時

集合場所：弁護士
法人東法律事務所

公設.事務所
等修習

2671 ,唐

二一割
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A-51

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
醤類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ妃戦）

公
設
事
総
所
等

小

一

［

少

Ｊ

１

打
、
ｗ
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r壹垂_|室至に二三三皇菱~…"に二二潅耆雪証ご－|割
1101 法務行政修習 法務省 B 1 1

1102 衆議院法制局修習 衆議院法制局 B- l '

i 1－ 国 参議院法制局| 、4． 1103 参議院法制局修習 B-21
i法

1104 厚生労働省中央労働委員会審査実務修習中央労働委員会事務局 B-2
l ・

!墓鰐110§ 地方自治体修習 栃木市 ロ ヨ
：機 自 1106 地方自治体修習 新潟市 B-3#
|" ｡_ 1107 児童相談所における修習 名古屋市中央児童相談所 B-41
" 1'0§児童柵所における修習 名古屋市西部児童相談所 B-4 1
1109 児童相談所における修習 福岡県福岡児童相談所 B-51

…~一－－~一~~~…一一一一一一一一一~~~…一一~~~一~~~…． ~~…~~~~~~一~ぢご盲I

i等篭塁 |::; |鷲駕隻……磯｡ ｡本弁紺齢≦ 。_．，
｜ 機福 ］30］ 社会福祉協議会修習 山形市社会福祉協議会 B-6I
I 関祉 1302 社会福祉協議会修習 宝塚市社会福祉協議会 B-7I
r ‐ ~~~一~－－~一一~~…~~……－~一…~~~~‐ ‐一一一~－一‐－－~一－一~~~官匡~ずi
l 民 1401 企業修習 ヤフー株式会社

！ 間 1402 企業修習 九州旅客鉄道株式会社 B-81
1 企

ﾘﾕﾆﾘｰバジｬﾝﾎｰﾙデｨﾝグ〆B @|｜ 業 1403 企業内法務実務修習 ｜合同会社

150］ 最高裁判所修習 最高裁判所 B-9i
1502 地裁知的財産権部修習(東京） 東京地方裁判所民事部 B－9

1 裁
｜ 判 1503 地裁知的財産権部修習(東京） 東京地方裁判所民事部 .B-10
1 所

1504 地裁知的財産訴訟部修習(大阪） 大阪地方裁判所第21民事部・第26民事部 B-10

」505 1地裁知的財産訴訟部修習(大阪） 大阪地方裁判所第21民事部第26民事部 B-11

1---~ m61■鯛事務所塵(軍斎－－一鰯躍職蕊蕊聯坪諏了雨刀澗'ずﾆ刊1601 知財事務所修習(東京）

｜ 知 1602 知的財産事務所修習(大阪） 小松法律特許事務所 B-12
財 1603 知的財産事務所修習(大阪） 弁護士法人大江橘法律事務所 B-121

1604 知的財産事務所修習(大阪） 弁護士法人関西法律特許事務所 B-13

1605 渉外事務所修習(大阪） 岡田春夫綜合法律事務所 B-13

1606 渉外事務所修習(大阪） 中本総合法律事務所 B-14

l篝 ！"，渉外事務所修習(大阪） 蠅士法人ｵﾙピﾕ ・-!‘’』608 渉外事務所修習(大阪） 北浜法律事務所外国法共同事業 B-151
i事
務 1609渉外事務所修習(大阪） 弁護士法人法円坂法律事務所 B-151

‘所渉 1610 渉外事務所修習(大阪） 弁護士法人御堂筋法律事務所 B-16
外 1611 渉外事務所修習(大阪） 弁護士法人本町国際綜合法律事務所 B-16;

1612渉外事務所修習(大阪） 弁護士法人大江橋法律事務所 B-17'

1613 渉外事務所修習(大阪） 大阪国際綜合法律事務所 B－17；

1614 渉外事務所修習(大阪） 弁護士法人御堂筋法律事務所 B－181

』615 渉外事務所修習(大阪） 岡田春夫綜合法律事務所 B-181
］616渉外事務所修習(大阪） 中本総合法律事務所 B-1911

プログラム
コード

修習場所B班 プログラム名 /、ミーーミ／

国

法立関機政行・

,上地

方自
個体児相

等麓農
機福
関祉

民間企業

九州旅客鉄道株式会社

ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス
合同会社

8 8企業内法務実務修習1403

裁判所

東京地方裁判所民事部地裁知的財産権部修習(東京）

知財

所務事律法

弁護士法人法円坂法律事務所

渉外
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大規模事務所修習(東京）

大規模事務所修習(東京）

大規模事務所修習(東京）

企業法務修習(東京）

企業法務修習(東京）

B－191

B-20I

B-201
B-211

'; 2'

'； ’21
B-221

R-23

B-23

R-24
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B 251
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I; 21

l; 22

B

｜

I
1617

1618

1619

1620

1621

＄

ーｰ 一 由･』 四 一 ‐ 一-－－＝－

￥，

一二必 ▲L▲▲ 一・ - -- - - --ﾛ ｰﾑｰｰﾛ ｭｰｰ 二" - 一

法テラス東京(新宿、霞が関分室）
法テラス東京法律事務所(四谷）

F宗1

‐．‐’

法テラス大規,|捷型事務所修習1622

法テラス扶助・国選型事務所修習 法テラス熊谷法律事務所“
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一
睡
一
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法テラス中規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス千葉法律事務所

法テラス栃木法律事務所法テラス栃木

法テラス小規模型事務所修習 法テラス群馬法律事務所

法テラス中規模型事務所修習 法テラス静岡法律事務所

法テラス浜松法律事務所|法テラス小規模型事務所修習

|法テラス過疎地型事務所修習 法テラス下田法律事務所

法テラス大阪法テラス大阪法律事務所
常勤弁護士養成法律事務所

法テラス大規模型事務所修習1630 -26

|法テラス中規模型事務所修習 法テラス兵庫法律事務所法テラス兵庫1631
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法テラス小規模型事務所修習 法テラス阪神法律事務所
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律
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法テラス小規模型事務所修習 法テラス奈良法律事務所

法テラス福井法律事務所法テラス小規模型事務所修習

法テラス過疎地型事務所修習 法テラス魚津法律事務所

法テラス中規模型事務所修習 法テラス広島法律事務所

法
テ
ラ
ス

法テラス小規模型事務所修習 法テラス山口法律事務所

法テラス島根法律事務所法テラス小規模型事務所修習

法テラス過疎地型事務所修習 法テラス浜田法律事務所

法テラス過疎地型事務所修習 法テラス西郷法律事務所

法テラス中規模型事務所修習 法テラス福岡法律事務所

法テラス小規模型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス北九州法律事務所

法テラス長崎法律事務所

法テラス過疎地型事務所修習 法テラス壱11皮法律事務所1644
凸凸

Ｔ
Ｔ
凸
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・０
法テラス過疎地型事務所修習

法テラス過疎地型事務所修習
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法テラス過疎地型事務所修習

1645

1646

1647

1648

法テラス五島法律事務所

法テラス対馬法律事務所

法テラス平戸法律事務所

法テラス雲仙法律事務所

1
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『

1

,

法テラス熊本法律事務所
法テラス高森法律事務所法テラス熊本

法テラス小規模型事務所修習1649 35B

法テラス過疎地型事務所修習 法テラス奄美法律事務所1650

1651
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1653
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法テラス過疎地型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス宮崎法律串務所法テラス宮|崎

法テラス延岡法律事務所

法テラス宮古島法律事務所

法テラス秋田法律事務所
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B班(修習地が東京(立川を含む。 ），横浜， さいたま，千葉，大阪，京都，神戸，奈良，大津及び和歌山以外）

B－1

コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
密類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有簸
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）
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プログラム
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場 所 期 間
募集
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修習内容 募集条件
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その他(内容等
の照会先など）
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B－3

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
醤類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，塙所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

地

方

'41

体

1 1()5
地方自諭体

修習
栃木市

$偏塑II(j! ､）

8月26H($)

(1週間）

1

自治体業務を通こて行政実務

{こ.旧ける法卿資格省･に対する

法的ニー罰を学ぶたy)、次心'）

莱拷に=一:'いて修習-i-る‘

1，謹止管絡を有する任期付

き職員と』･も腱行うiTト

律総談業務

ﾉ､l〃〕法

②条例、規則なども')例規審査

業務雄ど

なし 履雁番

経'営管理部総務課文

書法蝿係

B: ()282-21-･23,16

【集合場所】
8月22日（月）

午前811ff3()'"

【集合場所】
栃木市経'灘管理部

総務課

(庁舎31鞍）

Ｏ
Ｉ
Ｆ
』
凸

削
恥
１

地
方
自
胎
体

i l()6
地ﾉﾉ自治体

修習
新潟, ij

令和4年

8月1日（月）
~～

月月5II(4>r)

(1週間）

ゾ
．
〕

地方ｲj政において法背有管絡

背が関わる業務を･体験L,地
方行政にネjける法的ニーーズを
J,. -ず万 上 ･

丁・・鈩‘，

(法務拠聖11部醤、 ’晶鼓相談Ij『で

の業務体験など）

･ IL1治休業務における法蒋

資格者“役割に関jL､が紡
り 厳欲的に取り組む荷

･実習を踏まえて ’地方行

政に.おける法的ニーズにつ

いて」 ｛ハレホ･－卜(A4II}

紙1枚朧度）を当1ijへ提ll}
できる者

･志望蝿ll]=(I=|

治体での修習で

びたいことを言

曲､)を提|’
，
ｑ
■

I; ，

･決定後に， ′､4l:秘

義務等に．つい-てぴ）
誓約誉を提出←|l-る
ー少・
一ーｳ琶

総捲部

人事課人材●育成室
(電話（)25-22621”）

上l ll3; :81=l 1H(月）
ノ

l.･11il9il*

場所：新縄巾役所

本館5階総鍔部人

事課



B－4

コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ紀戦）

11 リ
ノし

l 1()7

ﾘ【』堂綱談Iﾘ「

におiナる修

料

f', if｢屋『ii: | 1 !1L

児猿相淡朗
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ｌ
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Ｈ１

■
Ｕ
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廷

(lilfiMI)

1

児童相談所(ハ業務、常勤弁

識｛？”業務につい-:で学ぶ(児墳

村i縦所に膜lする識炎、 ．家ﾘ審

､剥l剛旧やiji法画綾")|Iil席、家
庭i沈|伽|刺行‘ 時保護所、施

識見学．関係機関”会縦‘ハ|司

席など(Ij線《ﾉ)部i声Tl鷺実施でき
/jごい

ー

f》ル)ろ ））

',､逝杣I淡所ｼ)業務や児童li噂

侍に興味ﾙﾐ ,私認許
1 . 1億睡舎、 2志望

理出菖(A4， 1枚経
℃

↑
廿
奨！

0

二1 "↑(ず「誰'ず)帳4'･ ll」

"1

(通話： ()52-:;65-

3231)

集介場9斤 ：櫛"ir l 1

1:'jij8時'15;>

集合場所：名占屋

,li内部児童1判談所

鞠
ﾔ ■

ぃiユケラー典'､実施の
F －←’′

1週間前）



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戦）

その他〈内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時‘場所

提出
書類

プログラム
名

募集
人数
修習内容 募集条件コード 場 所 期 間

l.応募理由を400

字程度で記した腫
歴書

(A4 1枚）

醒
関
程
も

係機関の会議同席など（11
の都合_上実施できない二と7月27日（水）

へ

9月12H(月）

(上記期間内の
希望する1週間

を巾込普に記

載すること）

集合日時：開始H

午前9時30分
場所：福岡県福岡
児童相談所（春、

市原町3 1.目1－
7）

弁護士（児童攝祉沙
務担当）
一宮里枝子
(電話092-586-()023）

児童相談所

における修

習

福岡県福岡児
童相談所

同！

履歴書（日・英）

志望鋤機(II)

語学能ﾉ]を証明す
る書面(コピー可）

履歴書（日・英）

志望鋤機('1）

語学能ﾉ]を証明す
る書面(コピー可）

移住問題に関心があること

英語力があること。
日本に在住する外国人の母
語のいずれかを話せればな

お良い。

国際機関による日本において

保護・支援を必要としている
移民(外国人)のための様々な
活動内容に触れること。

1.1本の出入IKI管理政策・人身
取引対策． ,縢民政策の現状と
課題に触れること‘8月22日（月）

～

9月1213(月）の

間の1-2週間

修習開始日の午前

10時
ﾛ吾 9－－ 一

｡

国際移住機関駐日粥
務所
(TELO3-3595-

24871■■
FAXO3-3595-2'197)

国
際
機
関
等

有

(プログラム実施の
． 2か月前）

国際移住機関

(10M)駐日事務
所 ’

国連機関修
習

I1201

※希望する期

間を申出灘に
記載するこ
し

B－5



0 1 1 1 1 J ﾛ ロ ロ

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※－部プログラム
のみ配戴）

ｉｌｌｌｌ

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，堤所

コード 増 所 期 間 惨習内容 募集条件

I]弁速におけるI剰際葉務(特に
組織としての海外弁護上会と
の関わりや，会員の国際活動
支援など)について経験し，弁
護」．及び弁護七会の活動の倒
際的広がりを学ぶ‘

I I弁遮及びI1弁連会員の国
際活動に興味を有する者
英語によるコミュニケー

ション(読み書きを含む）
がある程度可能である者
決定後守秘義務等につい
ての密約.碁を提出するこ
と

・履歴書(和文）
・英語能力を示す
書類等(原則提
出要）

・志望動駿読明詳
(A4版。 日英いず
れも可）

国
際
機
関
等

令和4年

8月30H(火）
～

9J1 12B(月）

(2週間）

日本
企|卿

担当

(電討
9741

本弁謹士連合会

|側部国際諜

当に_二三ごr
通話03-358()－
41 1)

集合日時：令和4
年8月30日（火）
午前9時30分
集合場所ゞ弁護」
会館151塔

H本弁護士

連合会国際

室における

修習

日本弁臘
凸､今．
【】菱

|二連
1202 1 ’ u阯

①社会福祉協議会の業務内容
理解。

②法と社会福祉の関わりを学
ぶ．

③高齢者・障がい青・熊活剛
窮者の支援を通じ．朧fll擁謹
の視点を学ふ
④成年後見センターの機能を
学ぶ。

社会隔祉協議会で修習した
い理由を説明できること。

修習志望動機(3()0
字～400字）

１

令和4年8月22日
（月）午前8時半～

福
祉
機
関

山形市社会猫

祉協議会

(ll l形市城閣ill」
2-2-22）

8月2211(m)
へ

8〃26日（金）

(liml")

社会福祉協

議会修習
社会澗祉法人l1 i形市

社会福祉協議会
1301

q

ⅧF

山形市社会福祉協
議会にて

B－6



B－7

コード
プログラム
名

場 所 期 間
集
数
募
人
．

修習内容 募集条件
提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，堀所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無

(移動予定の砲定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

細

砒

幟

IW

1302

。
“
８
』
ず

β

叱

甲

咋

邨
１１１

１

グ

４

１

４

“
邪
４
４

■
■

《
Ｕ
○

■
巳
◆
『
■
。
１

へ

《

、
Ｆ
』

〆
Ｃ

Ｏ
・
午
‐
●
一

き

く

、

~ 公 ’摸Jj;j
読宝1膠. !‘】

'i:[='i丁祉会隔

祉協議会

9.l l fi l ! ( ' j ｝
へ

9ﾉﾘﾘ1 1 （職｝

(i週間､）

1

社会福祉協議会における各

種体験(推利擁識11:業、 日常生

活自立支援1;業、地域禍祉推

進事業、
る講鏡.．

その他(ﾉ)11業にかか

施投兇学・業務兇
学・体験など）
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、
■
０
、

お
’
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ヮ
や
〃
‐
ｄ
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戦）

プログラム
名

募集
人数

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

期 間 修習内容 募集条件コード 溺 所

I

法務担当部署における各種

体験(法律相談企業倫理な
ど）

なし なし

集合日I1¥

8月1日午前9時

集合場所，
JRIL州本社7F受
付

8月1 1 .I (月）
～

8月5日（金）
(1週間）

民
間
企
業

ﾉl』州旅客鉄道
株式会社

人事部

(電話()92-474-2761)
企業修習'402 偶

■ ■

=罰画一悪.~‐ 毒…，~~・ う4． ~蔵.塁.一~:と~ 三､竃蘇卒~‐I － 色白‐ q 、 ゴ 再‘

色色

郵面も

(1)履歴書

(2)志望理由およ

び将来のキャリア

に関する考え方

(H本語および英
語、それぞれA4･
2枚程）
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ユニリーバ・ジャパ

ン・ホールディング

ス合同会社ﾄﾞｰｰｰｰｰ
ｰ マ ーー､一ー可

I

一

ﾛ

7月271 1 （水）
～

8月9日 （火）

(2週間）

民
間
企
業

ユニ|ノーベ・

ジャパン・

ホールディン

グス合同会朴

企業内法務

実務修習

最大5
翁
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B－9

コード
プログラム
名

渦 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

．書類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，渦所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム

のみ配載）

裁

判

ﾉﾘI。

15()1
雌,魚i裁判所

修習
雌1劃裁判所

S､f114年

71 1 （水）

(1 l｣)

l(）

雄,闇i裁判Jr"jli:含見学，最尚

裁半||所洲街’高(民事・刑事)に

よる識義，記録険討，最高波

判珊:に《)､る諭話等

L 申i人動機を記職I_

た冷望理III¥(A

皇1 ． 1 －－2枚）

鴨一一｝ ･デ、_ ，受識者に

対[､受纐:計fで

に准備Lでおくべ

き事唄をi塑知-.I-

る
最高裁､剛所裁、'11部蕊

二訟廷事務京

裁判関係庶務係
0332“ゞ311 1

函
電
線
線
広
防

□
ｒ
８
Ⅱ
Ｊ
ウ
Ⅱ
０
７
■

〃
Ｊ
ｑ
も
、
Ｆ
Ｉ
１
、
。

衞和’1ｲドﾘ月7日

(水）

'l."9Mji: 1局分

岐高裁判ﾉﾘ『

(集合場所等は．

修習確定後，

-“蛾! |する‘ ）

､戸、

‐

』

Ｌ

、

ｒ
Ｄ
Ｂ
勺

ウ
リ
Ｌ
ｂ

４
０
４
画

士l甦

虞凡

判

所

1502

地裁知的財

ﾉ壌権部修習

(東原）

東京地ﾉﾉ裁判

所腿事部

7月2711(水）
～

S月9旧(.l<)

(2週間）

10

東京地織知財部にお;-jるiﾐI1吋

楽件”記録総討･, ¥I1例・学説
の調査， メモ(､l卜･､，リー)の作

成，法廷傍l職， ブf諭唯術手続

傍聴， ｹｰｰ･ス研究，知的財j鼈

権事件臆ついての識蕊(半日）

及び知財高裁にお㈲ろ記録検

討，怯廷傍聴等(21 1間）

※新;+iリコ!1-,}-･ウイルスし')感染

状況などに<kっては，募集人
数やプログラムに変史がある

I』I能‘桃がありjgす《

）大学済しくは法科人学院
において知的財産権肱関係

の講座を受講し，単位を取
得した者, .2{yl法試験にお
いて知的財産法を選択した
咳
画 又は3知的財産権法に

高い関心を持っておﾚﾉ ．知

的財産権訴訟に関わる知

識・技法を修得する意欲(ﾉ）
j・ ・FF程．

【”錘f-1

※lノ食いし3の番号を巾

普に明記すること．

、 旬

※応募者が募集人数を超え

た場合は抽選』ず-j-""
※li11i$"結果.溶選した者

に対!=， コード1503への変

更為･望の有無に-ついて，別

途調査するこ'Lかある

募集条件;;の場合
には, (1)知的財

産惟法関係で関心

を持=〉ている分野

等， (2)知的財雌

権訴訟に関わる知

識繁の修得を志･す

理曲をA4肘紙1

枚程度にまとめて

提ll｣Rj-ること”そ
の他は、 追って受

識者に対し通知す

る．

(単倣の証明苫'群
は/i＜霞）

東ﾙﾐ地ﾉj裁半ll所総務
課1ﾙﾐ務第一を係(電訊

03-3581-2291ダイヤ

ルィン）

71127{ I (水）

午前9時3()分

東京地〃裁判所研

修案(91絢報llll)

眠
い

イ
勺
Ⅱ
夕



B-10

コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等

の照会先など）
開始日の
集合日時，堀所

片道50キロメートルを

超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配餓）

」

ｍ

い

〃

『

㈹

恥

馴

‐

０

才
衣
蝶
下

’

15()3

地政知的財

産権部修習
(東!i()

東京地〃裁判

"l!も甥:部

H)12LI I I (' l1 )
へ

9H2II (")

(蟄遡間）

l(）

東京地裁知財祁における知財

ｳﾄ件ゾ)i;u録検討. fll例・学説

の調査， メモ< ･}トマリーー)の作

収， 怯廷傍聴． 弁論準備-13"

傍聴， ケース研究, ):l i的財産

樵事件につい-てソ)講義(半日）

及び知財尚欺に難)iする記録検

討．抵廷傍聴等(2II IIM)

※ボ職11コ画ナ'フーィルス‘':)感染

状況などによっては，募災人

数や参'ログラムに変史がある

可能性があし昨食､す．

l大学〃fしくは法科大学院

においてkl I的財産権法関係

の識座を受講し， 執位を取

併した尚－， 2司怯試験にお

いて知的財産法を選択した

者， 又ば3知的財産権怯に

尚い悶心を持=〕ており、 知

的財産権訴訟に|判わる知

識・技法を修齢すら,菅欲グ）
ある者・

蕊1ないL &メゾ)悉号を申込

書にIﾘ}記-#-ること

※1i｣<募者が壕集人蚊を超え

た場合は抽選とする“
※抽選の絲果,蒋選した者。

に対し， －『－‐ド15()2･--"変

災希蛸し'),h無に=〕いて, %l1

途訓|筏-1=を》ことがある≦

募集条件3の場合

には, (1)f1 l的財

産樅法関係で閥,L、

を持ってし、る分野

弊． (2)知的財産

椎訴訟に関わる知

識等ﾘ)修得を志す

理Hiを八:l期紙1

枚程喚にまとめて

提IHするご.と，そ

の他獄，追って受

講哲に:靴(=通知す

ろ、

(単位”‘証明書等

は不要）

東
課
“
ル

京地ﾉﾉ裁判噸稔総

庶務第…係(電話
-3581-2291ダイヤ
〃
４
妙

、 、
グ

ジ｡. ノ

令
ｉ
ノ
、
歩
Ｊ

勺
刊
ｌ
Ｊ
ｆ
ｏ
・
〆

０
１
Ｊ
へ
叩
ｖ

ｊ
ｌ
ｍ
ｏ

６
１
。
等
ｖ
α

１
１
１
か
Ｉ
Ｌ

ｎ
″
】
鮎
別

、
◆
〕
皐
川
川

０
１
１
Ｊ
ユ
ー
Ｍ
Ｍ
Ｍ

ｌ
」
－
１

ハ
〕
Ｕ
Ｊ
皇

東取地方裁判i1iｲﾙ

修窄(9階南側）

棚．
企 色4 ，

戯

Iく11 15()4

地裁知的財

j狼訴訟部修
刈刈
F1

(ﾉ<阪）

大i鞭地ﾉﾉ裁判

"i第2 1 1毛半

部･ fW2(il(3
Ｉ
ＪＩ
●
ｐ
』
寺
Ｄ

Ｃ
も
↑
●
■
ｐ

Ｐ
１ｉ

ｑ

伽1年

81i l5H(月｝
~～

| ’ （金）

(2週|Ⅲ1）

、

×

知的財藤樵訴訟l,具←|：糊そ)帝

v》だ実促進や判断し')ll乞雌性仙

保
口一

ノ<
､ｰ一

i占

深
」．

ｳｬ・

f4．－

1珍

び

(/)ためd)訴訟運営上‘ﾉ）L

勤
め

I質

裁､剛Iili及び当*:=g･の訴訟

在りi,.について理琳を

併せ-ご表現能ﾉﾉJ)|<'l上

|る字.卜をil的；Lタブ．るゞ

瀞|ﾉ､I容は． 笂|財那裁判'ド;・及

裁判所調街'尚'による祇侭，
ﾉKI坂1点i城第HI<: :|;:%li(加財篭! | !

部)故､|fillTによる,撒髪， イトーマ

'ノー遮案・識誹，継妊傍聴．

記録検討弾《

大’γ: ．k'椰鬼において知財

間係識義のili'位を一敗符;した

街又は司法,拭騏において知

的財灌椎法を選択した者．

ﾉ､数が超過した場合， Iゴ|法

拭験Iこおける知的財産確法

逮択者、を優先するので，骸

､'i-#-ろ条件を'卿j人当:に記戦

すること。

人数が超過した場合， ．､一

ド1505へ賑*)替えることが

舟〕ろJ>で，振替えに父障が
あ患者は． その旨及びそｼ）

蠅山を【|I込艶〃:侭[｣部;>(こ

簡潔に記城-I-るこ
Q
■

β一

+ 〃

な1,

大阪地ﾉﾉ裁判所半:務

局総務課庶務筋≦{系

( ダイ職

イン）

令卿1'1；1糊月151 '

(1l)
ノ

I藍前9時2()分

j,阪地方裁判所事

務局総簿課I(!:拷第

1係(仮片言含i lW

冊f
f U ■、



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有蓋

く移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ肥鮫）

｜ ’

プログラム
名

その他(内容等
の照会先など）

募集
人数

提
婁

開始日の
集合日時，場所

出
類

コード 期 間増 所 修習内容 募集条件

知的財産権訴訟に総ける審理

の充実促進や判断”正確性担
保のための"F訟運嶽化の工

夫㈱裁判所及び､'1蛎者の訴訟
活動の在り方について理解を
深め．併せて表現能力の向上

を図ることをH的とする

修習内容は，知財部裁判官及
び裁判所調査官による講義，

大阪高裁第8民辨部(知財集中

部)裁判官による講義，サマ

リー起案・誠評，沙廷傍聴，
記録検討等。

及び§'1蛎者

方について

て表現能力

を側的とす

，知財部教

在官による

8民辨部(タ

弓よる講義，

誠評，沙廷
◎

大学・大学院において知財
関係識義の単位を取得した
者又は‘J1法試験において知

的財･産権法を選択した者。
人数が超過した場合，司法
試験における知的財産権法

選択者を優先するので．該

当する条件を申込書に記載
する二と

人数が超過した場合． コー

ド1504へ振り替えることが

あるので．振り替えに支障
がある者は，その旨及びそ
の理由を申込書の余白部分

に簡潔に記戦すること。

なし

令和4年8月29日

（月）

午前9時20分
大阪地方裁判所事

務局総務課庶務第
二係(仮庁舎1階）

令和4年

8月291:1 (9)
～

9月9日（金）
(2週間）

地裁知的財

産訴訟部修

習
(大阪）

大|服地〃裁判

所第21民事
部・第26民
事部

大阪地方裁判所事務

局総務課庶務第：係
に童＝一_望_到タイヤハ

イン）

裁
判
所

1505 HIfR

－-- F－＝-二一-一 詞一F
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琴＝
一

■

L

知財事務所
修習
(東京）

知
財

1601 多0， 三一一 一F_ ●

■

』

望
ゞ
‐
墨
身
騨
漣

騨
犀
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〆

、
マ
ー
エ
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B-12

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記鮫）

kl1

財
I(i()2

知的財産ゞli

筋所修習
<k阪）

小松法律特許

顎務
一一凸③‐

8ll22H(11)
へ少

9〃2日（金）

(2週間）

ワ
ー

いわゆる 『知的財産事件」を

扱う法律事務所での日常的な

弁護士業務及び事件処蝿に接

することを主眼&･した修習

①当事務所が、修習ﾉtの就

職予定事務所・企業と係争

『I'のときは、 当該修習生を

受入れの上、 2%該事件を修

習対象から除外する“印

時に修習生の就職-f定事務

所等が未定で、その後に決

定した就職先と係ｲﾄI' 1のと

きも、 ｜両I様とする。

②法科大学院において知財

関係講義を受講し、単位を
取得した者又は司法試験に

おいて知的財産権法を選択
した者

知的財産関係講義

の繼修証明書

大阪巾北区中之‘'為2－
｡， 61

ムーー

大|坂中之島ビル8階

担当：小松陽一郎弁
"+:
'1,E1_ : 06-6221-･3355

日時：

8月22日'IWilO時

場所：

顎:務所受付

1li
d，､､

31

知的財‘I漿蛎
ｌ玲子
｜
参 １
刈
ｒ

吟
今
垂ｉ

夕
ｒ

－
０
４ １－

令
父
渉
ｊ

ｐ
Ｐ
ｅ

金
■
ｑ
ｆ
ｄ

(,虻阪）

弁識止催ﾉ､,ノミ

;I鵬挫縦W"

I

3'LI29I I (Jji
～÷

０
１
《
』
〃
■

〃
和
．１１

ｇ
■
ｌ
■
１
８

■
■
■
９

Ｊ
＄
■

『
争
可
１
■

供９

(2脚間）

1

い:いゆろ ~知的財ﾉ潅荊件I
ノ

々．

扱､う法俸単務I調でゾ》 | I常的Z,ミ

弁謹｜ :業務及び堺件処理;こ催

するア:と 眼とした修習

(I当彌務所が、修習ll:(/)就

職f定事務jﾘ『 ・企業と係争

I 11リ) 《ときは、 当該修習生は

受入れないなお、 ‘受入れ

1人l定以降に、 lデ記係7｝鶚件

が発生したとさば、 当該||苓

料生を．'乏人‘れ-ハ｜も、 i(i該ホ：

{'|:"修粁対象から除外す

る､受入れ内定|岬に、修稗

生ソ〕就職1．･定覗務所弾が未

定｛寺、そ！/)後に快走した飢
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プログラム
名

塙 所 期 間
募集
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修習内容 募集条件
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書類
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可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配鮫）
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コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集

人数
修習内容 募集条件
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書類
その他(内容等
の照会先など）
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目安※－部プログラム
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コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ配載）
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修習内容 募集条件
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その他(内容等
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超える移動の
可能性の有需

(移動予定の確定時期の
目安※－部プログラム
のみ記砿）
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目安※一部プログラム
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堪 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件
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片道50キロメートルを
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可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記敢）

I

プログラム
名

募集
人数

提
書

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

出
類

コード 増 所 期 間 修習内容 募集条件

■ ■ ■

いわゆる「渉外事件」を扱う
法律事務所での日常的な弁護
士業務及び酬件処理に接する
ことを二iZll良とした修習(英米法
関係）

①当事務所が、修習生の就なし
職予定率務所・企業と係争
中のときは、当該修習生を
受入れの.'三、当該事件を修
習対象から除外する。申込
時に修習生の就職予定事務
所等が未定で、その後に決
定した就職先と係争中のと
きも、 ｜司様とする。

②英語を読むのに苦になら
ない程度の語学力があるこ
と。

なし

大阪市北区西天満5-
9-3

アールビル本館5階

担当：豊島ひろ江弁

護士
TEIｰ ：06－636'1－6241

日時：

8月29日午前10時
8月29｢I (月）
～

9月9日（金）
(2週間）

渉外＊務所

1616修習
（大阪）

中本総合法律
事務所

渉
外
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I
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配戴）

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配戴）

プログラム
名

募集
人数

提
書
提
書
出
類
出
類

その他(内容等
の照会先など）
その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所
コード 場 所 ｜ 期場 所 期 間 修習内容修習内容 募集条件募集条件１
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｜片道50キロメートルを

超える移動の

可能性の有無プログラム
名 鵜 所 ｜ 鰯 卿 |鷲｜ 修雷悶容 ｜ 募築叢縛 ｜鵠｜雛襲請｜集』欝篭所コード

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラムp H ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ

のみ妃職）
一一■一一記

大
規
模

企業法務修

習
(東京）

162(）
企
業
法
務

大
規
模

企業法務修
習
(東京）
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企
業
法
務
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B-22

コード
プログラム
名

渇 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
. .超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム

のみ記敏）
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有兼

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記賊）

開始日の
集合日時，増所

プログラム
名

その他(内容等
の照会先など）

募集
人数

提
書
出
類期 間 修習内容 募集条件コード 場 所

１１１１

①自己紹介
②法テラスF紫法
律事務所で何を学
びたいか

■常勤弁誰lの法律事務
口情報提供業務
口民事法律扶助業務
口圃選弁誰等開通業務
口犯罪被害者支援業務
口商l法過疎対策業務
□その他（ ）

なし

【受入決定前")連絡
先】
1 1本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企凹
課

電話20503383-534(）

以|_を八4､卜l1 1枚

程度にまとめて提

出してください。
集合日時§9月5日

（9）午前9時30分
【事務所の特色l

取扱事件は、 ・股民事事件、
家事事件(離婚・成年後見

等) 、憤務幣埋1#件、刑事事
件、犯罪被害者支援事件など
多岐にわたります。出張相談
も多く実施しています。

9月511 (ﾉl )

9月9日（金）
（1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス中

規模型事務
所修習

集合場所：法テラ

ス千葉法律事務所

(千葉市中央区中

央3-3-8 日進セ
ンターピル5階）

法テラス千葉
法律事務所

1624 ◆ 侭
【受入決定後の巡絡

先】
法テラス千葉法律噸

務所
担当者: l.T~M II

儒00話: 0503383-

函常勤弁護士の法律事務
■情報提供業務
■民事法津扶助業務

■国選弁護竿関連業務
■犯罪被害背支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（

なし 応募理山をAl用

紙1枚以内で提出
すること

【受入決定前の述絡

先I
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企1画
課

電話：0503383.534(）

集合日時：9月5日
（月）午前10時

【事務所の特色】
本所併設型の当法律事務所で

は、常勤護士1鍋が在籍
し扶助． |工l進事件に対応し
ている。その他、編祉関係機
関と連携し、成年後見顎件や
それに関連する偵務整理事件
等も取り扱っている。

9月51 1 (jl )
～

9月9日（金）

(1週間）

法
テ
ラ
ス

集合場所：法テラ

ス栃木法律事務所
(宇都宮市本町4－
15宇都宮MIビル
2砿）

法テラス栃木

法律事務所、
法テ弓ス栃木

法テラス小

規模型蛎務
所修習

価モ1625 I

I受入決定後の連絡

先】

法テラス栃木法律*：

麓者: ’ ｜

’電話:に二一
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ロ

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有焦

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記蔵）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，増所
コード 増 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁識･卜の法律事務
■情報提供業務
困民峯法津扶助業務
■国選弁誰弊間遮業務
■犯罪被害者支援業務
ロロl法過疎対餓業.拷
口その他（ ）

なし 応募理由をA4判
1枚程度にまとぬ
て提州しくくださ
い。 【受入決定前の連絡

先】
日本画l法支援セ〆
ター

常勤弁護上総合企|闘
課

電話〔0503383-5340

集合日時：8月29

日（月）午前10時
【事務所の特色】
群馬県前儒Ihに設侭された本
所併設埴の法律事務所です‘

雛
テ
ラ
ヰ

8月29II(月）
～

9月2日（金）

(1週間）

法デラス小

規模型事務
肩刷多習

法テラス群馬

法律事務所
集合場所：法テラ

ス群馬法律事務所
(群馬県前橋市.「

代111町2-5-1前儒
テルサ5階）

1626 I
il

（受入決定後の連絡
先】
法テラス群馬法i椴事

務所

担当記:に軍：-劃’
電話：0503383-()513

■常勤弁護士の秒
口情報提供業務
口民事法律扶助典

口国選弁護蝶関辿
口犯罪被害背支捌
口司法過疎対策釧

■その他(いわゆ

シャル17－．ク）

幼業

津事務 な｛ ①n己認介
②応募理由
③法テラス静岡法
律事総所で何を学
びｰいか。

以」をA4判2～

3枚縄ﾉ瞳にまとめ

て提出してくださ

い。

務

對連業‘務
支援業務
贈業務
)ゆるばl法ソー

【受入決定前の連絡

先1
1｣本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話： 05033835340

集合日時：9月5日

（月）午前9時30分B班

八班

通じ

て

1人

湖
・
プ
ラ
ス

9月51 1 (")
～

9月9H(金ノ
(1週間）

法チラス中

規模型gli"

所修習

【事務所の特色】
弁護士が多数綴録する郁巾部
において、 I補完」としてぬ
スタンプ弁謹l･の役割を果た

すオーソドックスな都II!型事
務所

似､テーァス瀞岡

法律，l;務所
集合場所：法テラ
ス朧岡法律事務所

(静岡市葵区呉服

町2 1-1 札の辻
上ル5階）

1627 繩

【受入決定後の

先】
法テラス静岡法

繊者l
電話：0503383-

後の連絡

|鮒I法律'|＃

5"10'i
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記餓）

プログラム
名

募集
人数

提
害
出
類

その他(内容等
の照会先など）

關始日の

集合日時，場所
コード 嬬 所 期 間 修習内容 募集条件

国常勤弁護士の法律事務

■情報提供業務
画民串法律扶助業務
■国選弁護等関連業務
璽犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
函その他(司法ソーシャルワー
ク）

鞍1－ 応募理由(何故、

法テラス浜松での

修習を希望するの
か)をA4判2枚

以内で提出するこ
と

（受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

集合1 1時: 8月l l」

（月）午前911寺30分

膝
テ
ラ
ス

8月1 1｣(JJ)
ず～

8月5日（金）
(1週間）

法テラス小

規模型事務
所修習

集合場所ミ法テラ

ス浜松法律事務所
(浜松市中区中央
1－2－1 イース

テー･-ジ浜松オフィ
ス4階）

【串務所の特色l

外国人依頓者の事件が多い。

国際交流協会福祉関係機関
との連携を推進している‘

法テラス浜松

法律事務所
1628 1 4胚

【受入決定後の連絡

先】
法テラス浜松法律事

務所
担当者

電話： ()503383-54()8

■常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務
因民事法律扶助業務
国国選弁護等関連業搭
■犯罪被害者支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

な（ ①自己紹介
②法テラス下田を
希望した理由

③修習で何を学び
たいか

をA4判1枚程度
にまとめて提出し

てください。

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

【受
先】
日本
な－ 集合日時：8月29

日（月）午前9時30
分8月29日（月）

～

9月2日（金）

(1週間）

【事務所の特色】
弁護士6人の地域にある事務

所です。成年後見事件を含む
様々な事件を抱えています。
福祉機関との連携に積極的に
取り組んでいます。

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス下田
法律事務所

1629 1 集合場所：法テラ

ス下田法律事務所
(下田市東本郷l-
1-10バールビル

3階）

何
rj

I受入決定後の連絡

先】
法テラスド出法律事
務所

堂冒'硬宇雪’
電話: 0503383-0024
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有燕

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記賊）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始臼の
集合日時，場所

コード 場 所 期 間 総習内容 募集条件

■常勤弁護士の法律事務
(養成中のスタッフ弁護上の業
務兄学を含む。 ）
■情報提供業務
■民事法律扶助業務
■国選弁護等関連業務
■犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（

）

※座学がii!心となります

瞳L ①法テラス大阪で

の修習を希望した
理由。

【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

②この研修で何を
学びたいか。

3名以

内

(申込

者が］

名の
みの

場合

は中
llf)

集合日時：9月5日

（月）午前9時10分上記2点をA4判

1枚程度にまとめ
て提出すること。

法テラス大

|坂、法テラス

大阪法律事務
所、常勤弁護

士礎成法律事
務所

法
テ
ラ
ス

9月51~I (月）
～

9月9日（金）
(I週間）

法テラス大

規模型事務
所修習

集合場所：法テラ
ス大阪(大阪IIj北

区西天満1-12-5

大阪弁護上会館地
ド1階）

'63(） 棚

【受入決定後の連絡
先i
法テラス大阪

担当者:総務課画

■常勤弁護士の法律
口情報提供業務

■民事法律扶助業務
国国選弁護等関連業

■犯罪被害者支援業

口司法過疎対策業務
□その他（

業務

塵業

事務 なし 応募理山を記した

自己紹介(醤式自
由、履雌書可）

携

|愛業務

業務
I受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護-t総合企画
課
電話：0503383-5340

集合日時；9月5日
（月）午前9時30分【事務所の特色l

iﾐに常勤弁護上の法律事務
を見ていただきます。

令和2年1()月に開所したば
かりの法テラスの法律事務所

です。
離婚事件、高齢者・障がい
者の案件が多く、出張相談に
出る機会も多くあります。ま
た刑事事件も一定数抱えて
います。

都市部における司法アクセ
ス障害の解消のためにどのよ
うな活動ができるかという問

題に取り組んでいます‘，

法
テ
ラ
ス

9月5｢I (月）

9月9日（金）

(1週間）

法テラス中

規模型事務

所修習

法テラス兵庫

法律事務所、
法テラス兵庫

集合場所：法テラ
ス兵庫法律事務所

(神戸市中央区東

川崎町l-1-3神

戸クリスタルタ

ワ-12階）

1631 1 偶

【受入決定後の連絡
先】
法テラス兵庫法律事
務所

担当者: |~ ~兵_‐ ~_当一
!-A~. 、:

電話：0503383-0466
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ妃餓）

プログラム
名

募集
人数

提
書

その他(内容等
の照会先など）

出
類

開始臼の
集合日時，場所

コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁誰士の法律事務
口情報提供業務
口民事法律扶助業務
口国選弁護等関連業務

口犯罪被害者文援業務
□ごl法過疎対策業務
口その他（ ）

なL ①自己紹介
②法テラス阪神法
律事務所を希望し
た理由

③この修習で何を
学びたいか
をA4判1枚程度
にまとめて提出す
ること。

【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課
電話¥0503383-5340

集合日時：9月5日

（月）午前1()時
【事務所の特色】
債務整理、家事事件が中心で
すが、 DV事件が多いのが特徴
です。成年後見事件もあり、
高齢福祉関係機関や病院の
MSW、 PSWとの連携も進めてい
ます。

法
テ
ラ
ス

9月5｢I （月）
へﾛ

9月9日（金）

(1週間）

法テラス小

規模型事務
所修習

法テラス|坂神
法律事務所

集合場所》法テラ

ス阪神法律事務所

(兵庫県尼崎市七
松町1-2-1フェス

タ立花北館5階）

1632
4

I皿

｛受入

先】
法テラ

務所
担当者

受入決定後の連絡

】
テラス阪神法律事

叩
◆

電話: 0503381-1395

■常勤弁護士の法律事務
■情報提供業務

■民事法律扶助業務
函国選弁護等関連業務
麹犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
■その他(関係機関との連携活
動等）

なし 自己紹介(A4判
1枚程度）

【受入決
先】
日本司法
ター

常勤弁護
課

電話,05

受入決定前の連絡

1
本司法支援セン

勤弁護士総合企画

話20503383-5340

集合日時：8月1日

（月）午前9時30分
法
テ
ラ
ス

8月1 11(月）
～

8月5日（金）

(1週間）

法テラス小

規模型事務

所修習

【事務所の特色】
刑事事件、成年後見或件、個
人の民事・家事事件が中心
で、福祉機関から持ちこまれ
る相談が多くあります

法テラス奈良
法律事務所

集合場所↑法テラ

ス奈良法律事務所
(奈良県奈良市高
天町38-3近鉄高天
ビル4階）

1633 一一

月

【受入決定後の連絡
先】
法テラス奈良法律事

｜務所
I

l担当者；

電話:に墓_乳篭誕,’
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■

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記餓）

プログラム
名

募集
人数

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

コード 堪 所 期 間 修習内容 募集条件

ｌｌｌｌｌ『Ｉ

■常勤弁誰士の法律事務
口情報提供業務
■民顎法律扶助業務
■|玉1選弁護等関連業務
口犯罪被害者支援業務
口盲l法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 自己紹介志望理

由、学びたいこ

と、経験を希望す

る事件の種類をA

4判1枚程度にま

とめて提出してく
ださい。

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話0503383-5340

集合日時： 8月22
日（月）午飾10時

【事務所の特色】
|蕊|選事件、後見事件、償鍔整
理事件を主に行っている弁護
上1名・事務員1名の法律事
務所です‘司法ソーシャル
ワークに力を入れています。

法
テ
ラ
ス

8jj22II(月）
～

8月26日（金）

(I週間）

法テラス小

規模型事務
所修習

法テラス稲荊
法律事,鍔所

集合場所：法テラ
ス福井法律事務所
(福井市宝永41 g

3番1号 一リークラN
ピル2階）

1634 ▲ 何

【受入決定後の連絡
先】
法テラス福井法律事
務所

鐺考肝

■常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務

口民事法律扶助業務
口国選弁護等関連業務
口犯罪被害者支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（

なし 自己紹介、志望蝿

由、学びたいこと

をA4判1枚程度
にまとめて提川し
てください

I受入決定前の連絡
先】
1J本盲l法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話0503383-534(）

集合日時：8月29
1_1 (月）午前10時

【事務所の特色‘】
・管内の弁護士が7名。
・事件の種類に偏りが少食

い⑨

・福祉磯関との連携も行う。

8JJ291｣(11)
～

9月2R(金）

(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地型串務
所修習

集合場所：法テラ

ス魚津法律事務所

("ll1県魚津市釈

迦堂l-12-18魚

津商~E会議所ピル
5階）

法テラス魚洋

法律事務所
岸

月1635 1

【受入決定後の連絡
先】
法テラス魚津法律事
務所

担当者:■■■
電話：0503383-0030
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戴）

プログラム
名

募集
人数

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始臼の
集合日時，場所

場 所コード 期 間 修習内容 募集条件

1 K

函常勤弁謹七の法律事務

固情報提供業務
■民事法律扶助業務

圃国選弁謹等関連業務
圏犯罪被害背支援業務

口司法過疎対策業務
□その他（ ）

な'一 ①履歴書

②応募理Ⅱ1静A
4判1枚縄度
都市部における祉
会的弱者に対する
法的サービスに関

する見解を、応募
理由書の中で述べ

てください。

【受入決定則jの辿絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：05033835340

集合日時：8月22

日（月）午前10時
【事務所の特色l
都市部における‘ゴl法アクセス
の充実に取り組んでいます。
関係機関と連携し、高齢者・
障がい者、生活困窮者を支援
することが多いです。

法
テ
ラ
ス

8月221 1 ()1)
～

8月26日（金）
(1週間）

法テラス中

規模型事務
所修習

法テラス應島
法律鶚務所

集合場所：法テラ
ス広島法律事務所
(広島市中区八I

堀2-31広島鴻池ビ
ル6階）

'636 MIf

【受入決定後の連絡

先】
法テラス広島法縦珊

務所

驍菅:■

■常勤弁護士の法律事務
■情報提供業務
璽民事法律扶助難務
■国選弁護等関連業務
園犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

な（ 自己紹介、志望蝿

由．学びたいこと

をA4判1枚程度

にまとめて提出し

てください。
【受入決定前
先】
日本司法支援

入決定前

日本司法支援

の連絡

セン
ター

常勤弁護士総合企1劇
課

電話：0503383-5340

集合日時： 8月22
日（月）午前10時

【事務所の特色】
民事法律扶助や国選弁護だけ
ではなく、 ，ゴl法ソーシャル
ワーク活動として福祉機関へ

の情報提供業務や法教育にも

力を入れています。

法
テ
ラ
ス

8月221 1 (月）

8月26日（金）

(1週間）

法テラス小

規模型調務
所修習

法テラスl1｣u

法律事務所
集合場所：法テラ
スllln法律事務所

(山口市黄金町1番
10号菜花道間
キューブ2階）

1637 1 抓膿

【受入決定後の連絡
先】

法テラス山口法律事
務所

担当者:■■■■■
電話: 0503383--0021
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片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※－部プログラム
のみ記騒）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

コード 増 所 期 間 修習内容 募集条件

園常勤介謹｜･の法縦'lf務
口情報提供業務
■民串法律扶助推務
■I玉1選弁誰等関連業務
口犯罪被害省･支援業務
口画l法過疎対策業務
■その他(連.隣）

唾L 法テラス島根を稲
望した理由をA4
判1枚程度にまと

y)て提出してくだ
さい，

【受入決定前の連絡
先、問合せ先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企辿i
課

電話:0503383-5340

集合日時：8月1日
（月）午前9時3()分【事務所の特色】

行政磯関、編祉、その他連携
面に特に力を入れています。
一般事件もそれなりの数があ
ります

沙
テ
ラ
マ

8)1 1 1 1 (jl )

8月5日（金）
(1週間）

法テラス'1，

規模型鞭務
所修習

法テラス島根
法律事務所

1638 1 肌

集合場所：法テラ

ス島根法律事務所
(松江市南田町60）

I受入決定以降の漣
絡先】
法テラス品根法律*

務所

担当者
電話？ 05()3383－5'198

■常勤弁護上の法津事務

口情報提供業務
■民事法律扶助業務

■国選弁護蝉関連業務

口犯罪被害者支援業務
■司法過疎対･箙梁務
口その他（ ）

なL ①法テラス浜Inで
の修習を耐望する

理由、

②法テラス浜IHで
の修習で学びたい
こと、

を記戦した伸曲

(A4判］枚程度）

を提出してくださ
し、‐

［受入決定前の連絡

先】
日本盲!法支援セン
ター

常勤弁護士総合企l凹

課

電話：050-3383-5:14

総合企l凹

弼83－5:14

集合|:1時5 9月51 1
（月）午前10時

(）

【事務所の特色】
・少人数でアットホームな事

務所。
・債務整理・離婚・後見・刑
事事件が多い
・社会福祉協議会等と連携し
て司法ソーシャルワークを実
施。

9月511 （月）
～

9月9日（金）

(1週間）

法
テ
ラ
ス

集合場所1法テラ
ス浜田法律事務所
(島根県浜田市浅
井町1580番地第

一龍河ビル6階(最
寄り駅‘山陰本線
浜I上l駅徒歩3分)）

法子ラス過

疎地型EIf務
所修習

法テラス浜凪

法律事務所
l(う39 I

←

月

I受入決定後の連絡
先】
法テラス浜H1法律噸

務所

担当者:■■■
電話：0503383-0026

I
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記鮫）

プログラム
名

募集
人数

提
書

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

出
類

コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

鹿常勤弁謹七の法律事務

■情報提供業務
国民求法律扶助業務
口国選弁謹等関連業務
口犯罪被害者支援業務
■盲l法過疎対策業務
□その他（ ）

な1－ 法テラスリリ郷を希

望した理''1をA4

'ド11 1枚程度にまと
めて提出してくだ

さい。
【受入決定鮒の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

集合日時：8月1 1 1
（月）午前10時30分

法
テ
ラ
ス

8ﾉl l l l (jl)
～

8月5日（金）

(1週間）

法テラス過

疎地型事務
所修習

集合場所ミ法テラ

ス西郷法律事務所
(島根県隠岐郡隠

岐の烏町港町塩口

24-9 NTT隠||皮ビ
ル1階）

法テラス西郷
法律事務所

1胚1640 I

i受入決定後の連絡
先】
法テラス西郷法律tlf

迩省:■
電話：0503383一5326

■常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務

属民事法律扶助業務

■国選弁穫蝶関連業務
口犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
口その他（ ）

な（ ①法テラス福岡を
希望した理由

②研修で｛II1を学び
たいか 【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：05033835340

以上をA4判1枚

程度にまとめて提
出してください。

集合日時；9月5日
（月）午前10時

I事務所の特色】

福祉擬関と連携し社会的弱者
を支援する案件が多い事務所
です。

法
テ
ラ
ス

9月5I 1 (")
～

9月9日（金）

(1週間）

法テラス中

規模型事務
所修習

法テラス福岡

法律事務所
集合場所：法テラ
ス福岡法律事務所
(福岡市中央区渡
辺通5-14-12南

天神ピル4階）

鋸1641 l～2

【受入決定後の連絡
先】
法テラス福岡法律,!f

謹者■
目■

電話:i_ご_雪二J
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ紀蔵）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始臼の
集合日時，増所

コード 増 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁謹止の払惟事務
口情報提供業務
■民事法律扶助龍構
■国選弁識等間述業務
口犯罪被害者支援業務

口両j法過疎対策業務
□その他（

なl_ ①法テラス北九州
法律事務所を希望
した雌由

②研修でｲ1I1を学び
たいか

【受入決定前の述絡
先】
|｣本ﾛ!法支援セン．
夕･一

常勤弁護上総合企|繭i
課

電話：0503383-5340

集合日時：8月1日

（月）午前10時以上をA4判1枚

程度にまとめて提
出してください【事務所の特色】

債務整理、 DV離婚が多い．出
張法律相談も‘繭極的にｲ『って
いる‘

法
チ
ラ
マ

8月1 l｣(ﾉl )
へザ

8月51J(金）

(1週間）

集合場所ゞ法テラ
ス北Iし州法律事務
所

(福岡県北ﾉ1'州市

小倉北区魚町1--'1-
21 魚町センター
ビル6階）

法テラス1，

規模型事務
所修習

紘テラス北ﾉl‘
州法律事務所

1642 I 柵

【受入決定後の連絲

先】

｜法テラス北ルル|法:倖
事務所

担当者:|f ： ~f~： r ‐ 金

劉儒茎
仁哩｣固口

■常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務
口民事法律扶助業務
口国選弁護等関連業,構

口犯罪被害青支援業務
口司法過疎対獺業務
□その他（ ）

なL 応募蝿山や当事務
所でやってみたい

内容かあれば、A
4判1枚以内で提
出してください

(任意)”

【受入決定前の連絡
先】
H本甘l法支援セン
夢－

常勤弁護士総合企画
課

電話§05033835340

集合|~I時5 9月列I
（月）午前10時【事務所の特色】

民事法律扶助事件、国選弁護

事件の他、後見人業務もして
います。

肱
テ
ラ
ス

9月5I 1 (月）
～

9月9日（金）

(1週間）

法テラス小

規模型事務
所修習

法テ弓ス長崎

法律事務所
1643 ▲ 集合場所：法テラ

ス長崎法律事務所

(長崎市栄町l-25

長崎MSピル3階）

柵［

【受入決定後の連絡
先】

法テラス長崎法縦半

務所

担当者一
電話↓0503383-0031
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B-33

コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
密類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記鮫）

一
一
＃
一
マ
マ
へ

1641
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９
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ｂ
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
"のみ記鮫）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤介護十の法徽事務

口情報提供業務
口民串法律扶助業‘勝
口国選弁謹等|卿連業務

口犯罪被'毒省支援業務
■司法過疎対･箙業務
■その他(刑事・民事・家事事

件の全てに対応島内出張相
談．関係機関訪問等、活動多
岐。原則とし<、修習生は担

当弁護士の全ての業務に同行
します。 ）

凶犯司その・。弁ま
□□四回件談岐当し

離島での弁謹Iで活動に興味

をもち、 目ら俄極的に学ぼ
うとする懲欲があること。

志望理由』;をA4
判1～2枚程度

(①同【｣紹介、②
当プログラムに応
募した理lll 、③プ
ログラムで学びた
いこと等）

【受入決定前の連絡
先l
日本画l法支援セン
ター

常勤弁護士総合企両
課

常勤弁護士総合企両
課

電話§050:1383-534(）

集合H時：8月1日

（月）午前9時10分【受入決定後の連絡
先】
法テラス対馬法律4；

謹着:｢…:1重｣｜
に延引
電話：0503383-0517

8jj ln(JI)

8月1211(f)

(2週間･ lal 1
祝H除く）

法
テ
ラ
ス

法テラス澗

疎地型謡務

所修習

集合場所：法テラ
ス対馬法律事務所
(長崎県対馬市厳
l泉町中,付606-3お

おたビル3階）

法プラス対馬

法律'蛎務所
1646 有

【事務所の特色】
弁護士1名、 'lf務局2名の多
ltな事務所‘密度の濃い有意
義な修習になると思います ※受入決定後、必ず

法テラス対馬渋律謂

務所に連絡を入ｵし、
担当弁護-tと話をし
てください。修習の
持ち物等について連
絡があります。

■常勤弁護.lの法津覗務
■情報提供業務
■民事法律扶助業務
■国選弁,漁等関連業務
口犯罪被害者支援難務
■司法過疎対策龍務
ロその他（ ）

な’ 自己紹介文(A4

判1枚以内）

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セシ
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

集合日時：8月29

日（月）午前9時30
分【事務所の特色】

「陸路で行ける日本鮫西端」
がある平戸'li内の蒋務所で
す。刑事事件も多い〃です

8月29日（月）
～

9月2日（金）
(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地型瑚務
所修習

法テラス‘|え戸

法律蛎務所
'6'17 1 集合場所：法テラ

ス1z戸法律事務所

(長崎県平戸市岩
の上町1507-1 NT1

平戸ビル本件2階）

些

円

【受入決定後の連絡
先l
法テラス平戸法律虫：
務所

担当者』 |r - _"1
■
電話：0503383-0468

B－34



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記鮫）

プログラム
名

募集
人数

提
携
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始臼の

集合日時，塘所
コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁護十？の法律事務
口情報提供業務
■民事法律扶助業務
■陵1選弁護等関連業務
ロ犯罪被害者支援業務
園司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし ①自己紹介
②法テラス雲仙法
律事務所での修習
を希望する理由

以上をA4判1枚
程度にまとめて提
出してください。

集合ロ時：8月29

日(月)午前9時30
分

【受
先】
日本
〃－

人決定前の連絡

司法支援セン

集合場所：法テラ
ス雲仙法律事務所
(長崎県雲仙市小

浜町北本町14番地
雲仙市小浜総合支
所3階）
※令和3年度!'』に

事務所を移転する
計画があり、変更
する可能性があ

る。

常勤弁謹士総合企画
課

湛話；0503383-5340

8‘月29日（月）
へ

9月91 1 （金）

(2週間・ ‐上日
祝u除く）

I事務所の特色】
当事務所は雲仙岳閥瀧の温泉
街にあります。事件数・砿類
ともに多いです。また、触法
障がい者の支援に取り組む祉
会福祉法人との連携事案もあ
ります。

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス雲仙
法律毅務所

1648 I
閂

絡
翁
騒
劉

連
律
二
錦

織
唯
一
●
．
￥
藤

定
雲
鼠
鯛

決
ス
Ｊ
ｉ
蛎

入
ラ
者
：

受
ｌ
テ
所
当
話

Ｉ
先
法
務
帆
蝋

■常勤弁護士の法律蛎務
■情報提供業務
望民事法律扶助業務
■国選弁護等関連業務
■犯罪被害者支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし ①自己紹介

②法テラス熊本法
律事務所高森法
律事務所で何を学
びたいか

以上をA4判1枚
程度にまとめてご

提出ください。

【受入決定前の連絡
先】

、本旨l法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話↓0503383-5340

集合日時：8月22

日（月）午前10時陸テラス熊本
法律事務所、

法テラス高森
肱律事務所、
法テラス熊木

【事務所の特色】
熊本では司法ソーシャルワー
クのほか災害対応、高森では
過疎地での対応。なお、 プロ
グラム実施中に課題を出すこ
とがあります。

法
テ
ラ
ス

8月2211(月）
～

8月26日（金）
(1週間）

法テラス小

規模型事務
所修習

集合場所：法テラ
ス熊本法律事務所
(熊本市中央区水

道町l-23加地ビ．ル
4階）

1649 1 柵モ

【受入決定後の連絡
先】
法テラス熊本法律事
務所

蝋『

B-35



B-36

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
櫓類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配餓）

砿
テ
ラ
ス

l65()

法テ手x過

煉地判Ih:稀

所修蒋

法ﾂｰ弓'ス奄美
色
●
も
■
９

１
８
■
■
ｑ
■
づ

ｌ
↓

卜
完

。
○
理
心
，

グ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

・
・
、

凸
旧
ロ
ク
声

セ
リ
遅
丁
、

’
〃

師1HI I (II )
′～

8"12I1 (f)

(1週間）

1

■淋勤漏燧｜:")法律11:務

口･愉報提供業務

■災聿法律扶助業務

■ILI選弁護等関連業務

〔]犯罪被沓省･支援業務

園ぃ1怯過疎対策業務

[1その他（ ）

【E桐携所の特色】
多様な顎:件があります、

億臓的に；::ぶ,鶯欲J)*)るﾉノ ELL紹介文と.岱望

"HI¥(合わ･せて

A4.|:llで1枚緑

度） 【受入決定前の連絡
先】

日本司法支援セン
々－－
〆

常勤弁護士総合企l凹
課

電話: 0503383-5340

【愛人決定後の連絡

先】
法テラス奄美法律調
務所

1旧当者:=
電話： ()5()33”-0()28

集合H時： 8月8日

(n)'I菖前9時30分

集合場"i :法子ラ

ス奄美法律塾:携所

(奄淀市名瀬小浜
1.2

略）

AISビル1

ノ 。
ペ可

Ij

"ミ
さ>＝
●

ニラ

ス

1651

法テラス小

規模型覗務

所修習

法弓･ラス‘由.崎

怯律調傷1ﾘi、

継子÷'ス'畠.崎

8月221 1 (I1 )
P～鐸

8月26H(金）

(1脚間）

叩
ゞ
．
〕

目常勤弁灘士の隣能事繕

■情報提供業務

■民事法律扶助業務

■|到選弁護竿関連業務

■犯罪被害肯支援業務

[}司法過疎対策業務
□そく/>他（

【EI;;携所｡)特色】

１

▲

１

Ｊ

司法､ノーシ1' 'レワ･一クにﾉﾉを

入れ-ています‘

なし 応募.蝿II1を記した

自1ｺ紹介（型式属

卜|| 、履Mf書可）

【受入決定前の連絡

先】 ‘

l l本盲I怯支援セン
毎．一

常勤弁護士総合企I哩
課

電話： （)5()3383-534<）

【受入決定後の迦絡
先】
法テラス寓.崎法律蝋：
務所

担当者:一
電話: ()503381-1399

集合日時： 8ﾉﾘ22

R(月）午前9時30

分

集合場所：法テラ

ス宮崎法律事:携所

(宮崎市旭1-2-2

’息'崎県企業局2階1

1服
ゲ ﾛ q,
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コード
プログラム
名

堪 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，塙所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の砿定時期の
目安※一部プログラム
のみ記舷）

"；
~‐P

. ’

了4

16

妹子､ツズ過

疎|也雌11事舞
１
１
ｊ
Ｆ

を

↑

ゴ

Ｊ
軸
川
，

一

句
１
１
１

●
０
１
↓
偶

法篁） ﾆﾌｽ延|柚’
●
－
１
１
一

可

ゴ

ー

‘
Ｆ
ｄ

ｅ
・
寺
ご

ざ
基
秒
↑

ｆ
砂
ｑ
Ｊ

ｇ
●
ＩＩ

ＱＬ
ｐ
●１ｆ－ｈ

ｂ
０
Ｊ
ｒ
－

、
ｖ
Ｑ
９

Hjj l l l lfj)
グー

Sjiヨロ（

(li鬮間ト

P 、

ｳ
『

1

■常勤か誰＋ご4'》法il! !lW

ロ愉報鵬供業務

□ltlll

「iIWIiii

口犯罪

■$il法：

法津扶助業務

|､撫悴関連囎総

被害間支援楽勝

過疎対･策業務

了 jそ(ﾉ)lll1,( ）

【21;")ﾘ『")特色】
怯予･ 皇:' 幕くぃ鰹1法過疎対箙蝸務

所ﾘ)1 1 1 ．郡_尖、比較的祷内ﾒ、

に、芥｢漣Iょ人l 1 'ﾉ):難い，I;務所

号･弓1－“

いわいhる行1世>ノーンも'ルワー

クに1､る編祉案件が業務の中
,f､と‘ﾉ烏＝りておし)x-1..

ノ、
界 I． 睦,ユ綿介、志5'弧

lll 、学ぴた％ 、
一 V ｡

』

を.ヘ4判1枚縄|墜

にI1とめて捉州し

‘'． ’′澤式い- ､ ﾅ ｰ 、一

【受人決:『iご〃jひ>連絡
Ｉして

●
Ｆ
一
Ｊ

日本利払_;<櫃-{ざ･ン
ター

常勤｢護-|総自･企|幽
課

電話； ()5“:淵3-534(）

い
』
い

ふ
赤
‐連

令
ｊ

Ｕ
“
〉

も

赤

へ１
。
■
△
－

４
１
１
◆

グ
０
Ｊ決Ｌｊニユグロ！

先】
法テラス延岡法律端

務所

栂当擶･ ;一1
ハ
Ｕ
ソ
一

一
‐
か

《
▲
も
り
〆

ｂ

Ｋ

り

ＨＴ
Ｔ
季

レ
ハ

Ｖ

．
ｆ一つ

ｎ
Ｗ
〉き

『
。

ｐ

一
色
－
０
Ｊ
一

ｆ
’
。
や
ｅ
Ｕ
Ｂ

繋介11時: S1i l l｣

(II) '「前l(IM

柴合場所；法テラ

x延岡怯鍾1;務ﾄﾘ『

(延|猫l市祇IfilllilI

2･ 7 IMK祇瞳l !z~ ''L

2階）

イ ）

肱
予
ラ
魂

1653

怯γ･ラス過

"l{h咽調務

所{'拶習

肱う‘ﾆﾉｽ宮凸

gjiJ:倣蛎務所

R,ll 1 11 ( !l )
～

811 12日(金）

(2週間・上' 1
祝I 1除く〉

1

■術勘弁穫士の法徹『|fif

ロ情報提供業務
一
一

Ｆ

一 民＃;:法律扶助業務

匡阿避弁,巡笄関連業問

い犯罪被告者支援染ｲ:分

図司法過疎対策業務

こそゾ)他（ ）

【蛎務Iﾘ”)特色】
離島のnl法アクセスl'｣ II ILのた

め、 どんﾒ食事件や｜11‘淡にも対

応I_ ｢f-I-

/↓？ （ (i)｢ILL紹介

g'耐哩理由
鰯'学びたい内〃存

枚
拠

り

一

》

恥

１
Ｊ
、
Ｊ

レ
ド
￥

４
レ
↑
一

Ａ
主〆

多
や

Ｉ
い

↑
◆
峠
卜
篁

６
８
８
■
■
０
■
毛ｊ

０
，
へ
－
が
鉾

、

ｅ

Ｏ

ｌ
ｆ

１
４
Ｆ
』

’
１１１１

L÷丘■

、､
、

■

・
心
凸
■

Ｌ
守

」

や

９
６
毎
日
■
日

【受人決miil(/)厘絲

】
1 1本汀l松逝緩セン
み－‐

常勤弁識1?総合企|山j

課

電話： （)5()3洲3-534(）

【受入決定後の連絡

先】
法テ弓ス'f;;'古烏法維

事務iｿi

担当者:一
電話： 05()3383-0201

集合日時: 8"l l i

(1I )午前9時3()"

集合場所：味チラ

ス宮古圏法徽‘'1蒲
IｿI

(沖縄県寓占'Wj II I

LI41.A南里1125'lf;~"

介順l庁舎1階）

冊
恥

。
ｑ
四
日
り
ず



B-38

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム

のみ配載）

ト
イ ’.
Qゆ 勺

､~

″
ノ
、

1

が
合
一

？

。

●

-' ￥ ‘， ‐ノミ ・I ，

規戒It'恥総
１
１
＃
，

金
孝
１１
戸
灯
・
手
Ｉ

j j･ ﾕr-ご′ゾ､ f'↓〈隙l会b

iﾉ縦･I;": ;ii

I I I I ( i ｣ '

l5II (fr)

週幟|）

①

Ｐ

ｒ

Ｐ

・

″

ｅ

■

■

１

凸

〕
舟
へ
い
、
仮
〃
″
Ｏ
ｑ
、

I

■常勤7f池| ' ''"< ilt li:"

圃備報提i此淡尚

■凝斗;":iltlﾒJI〃蝋勝

回|'ご|逃ｧIﾐI;<W: |Ml i!II:熊術

圏犯罪被.:li:Mkl度染勝

ロばl法職雌制縦災碕
1 1ぞﾉ)他( ）

【獅警'viｾﾉ)*}f'.】
医療磯倒』・ハj哩撫
-ｱ－ ． ， 1: ‐I＝
‘‘, V 歩． , 、

ヤ

－ 8
ノ ノベ･ ノ､ｵﾋ

な'_ 暦LA紹介』･〃,･ 'fi2理

ilIA' II1lil&!
（

ﾉー

= 『 i IAI
、
１
，
０
Ｆ
。
仙
起

■
■
■
■
Ｉ

Ｂ
Ｕ
。
●Ｉ

’
ず
卦
卜
Ｏ
０

ｆ
ｌ
Ｑ
匁

曲
■
■
ｑ
■
日

０
Ⅱ
Ⅱ
４

１
９
０
Ⅱ
Ｐ

ｄ

４

ｌ壹

【受入決欺｢jil(/)巡絲
先】

日本司法支援-tど 〉
々－
ダ

常勤弁護_1:"!'：､企剛
景ltj
Iン?思

電i;#: ()5()333:;-5;).l')

【受入決定後(ﾉ)21i"

ｿ心】
法テラーベ駄ll1〃《ill-|;

務蔽

択当者：■■
話： ()5()338:｡}昴弁Iリ

集合HII*: SRl l i

( I} ,! 1皀前10"

隻合場所：法ﾗｧ･ニ

ス秋剛法津峯菖残‘ﾘi

(欲細:汀!'1通RI M

I"51号北都'三‘

ルーインケ0隅）

Ｊ
Ｒ
？ 〕

j

守
り
Ｆ
、

1ll35

ﾔ上･可･ －F' ‐'､ ilIr,)8－全

錬地1くり･li"

リ]I息修習

*ﾉ 皇〕‐ 箸， 4'域i f ミ
1二・ ・ 、 ‘方こみ←：

γ
１
４

■

Ｂ

■

Ｆ
」、

ロ
Ｊ

少
ｐ
Ｊ
ｒ

一
・
ｒ

ｒ
か

６
◆
函
晶
ゆ
り

■
○

砂

ロ

●

１
１

タ
グ
ｇ

◇
、

↓
少
‐
Ｊ

、

。

り

Sノ: l l l {"1'
～

%i lri l : ( 1¥､'
、
夕

８
ｑ
ｑ
ｌ
ｌ
ｊ

４
Ｌ
も
１
．

▲
ｇ
●
▲
Ｂ
０

ｐ
Ｐ
ｂ
Ⅱ
９
０

釧１
句
、
ｌ
少１１

小
］

■常勤弁雀Iノ)":il!1"%

I 1情報提似紫務
［ →.」 聿怯健妖〃）”ル

口国選弁繊淳朏l巡災耐

|」犯罪被(ij:K･"|及囎稀

■1,1法i脳山鮴､|蝋蝋ゲル
ロその他（ ）

【鵜務所ﾉ崎ii‘』
当事務所池! rl i'ﾉ: ' 'il"j仙吋応‘ハ
甥筋P ‐ タ ijik所#〃綿柵裁｣

．〆－ 8 、

当祁1111 .地域樋;!いく緩-；f＞

ター及び祉食編祉協’祇安だ い、
＝”

と通擁して&li案に対l't.l l.-:r', $

主-ｲｰｰ法iltlⅡ縦〈， 'ル{'W)'&

任・対応以外I .・もl1ﾘ戒の成ｲf

後見制皮の杵及や制度化、貧

州対策等に{) ll!1.l , -’-1言い:ミ
-j、
ダ

たし 応募刈1 l l i 'i･ !iCt''r

{¥IIMfi･ ( {II;』に輿

卜|{ 、雁M1セルil)

【受入決歳前y) 'I1(絲
4,に】

i 1本盲l法支援セ＞
々、-‐．

常勤弁護上総介縦i'!il
さ職
膿云

電話： （}5();1洲;}-局;1．11）

【'更人決定1麓しﾉﾉ巡絲
先】

法子弓ス鹿角法iltl;

拷所

I1!:!fff :■
電話: 050338:{-1 .11(i

集合lj時： 3月: Iリ

(II ) '｢前lUIIjj

漿合場所: I去手ラ

叉鹿角法謹製蕗ﾄﾘi

(職雁県琵角市

輪ず:下花輪51)謬地

鹿角,ir福祉保雄七

糸'‐,曾階）

÷J→

:｝



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ妃敏）

プログラム
名

募集
人数

提
書

その他(内容等
の照会先など）

出
類

開始日の
集合日時，場所

コード 期 間場 所 修習内容 募集条件

■常勤弁護－1字の法律事務
璽情報提供業務
■民事法律扶助業務

■国選弁誰等関連業務
■犯罪被害省支援業務
ロロ!法過疎対策業務
ロその他（ ）

なし 自己紹介、志望理

由、学びたいこと

をA4､ l1 1枚縄度
にまとめて提出し

てください。

入決定前の連絡

面l法支援ヤ〉

【受

先】
日本
ターー

集合日時： 8月22
日（月）午前9時

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-534(）
【事務所の特色】
刑務所相談や社会湛祉協議会
等の福祉機関と連携して仕事
をしています。

法
テ
ラ
ス

8月2211(M)
～

8月26日（金）

(1週間）

法テラス小

規模型事務
所修習

法テラス青森

法律事務所
集合場所：法テラ

ス青森法律事務所
(青森市長島1-3 1
日本赤|一宇社肯森
県支部ピル2階）

1656 烏I

【受入決定後の連絡
先】
法テラス青森法椎事

雷毒w調
電話↓0503383-5554

■常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務
口民事法律扶助業務
口国選弁護等閏連業務
口犯罪被害肴支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

なL ①当事務所を希望
した理由

②研修で何を学び
たいか

以上をA4判1枚

程度にまとめて提
州してください。

【受入決定前の連絡

先】

日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

集合日時：受入決
定期間の初日午前
10時

(※受入決定後、
法テラスむつ法律
事務所に連絡を入
れ、決定期間を自

身で確認してくだ
さい。 ）

①8月1日（月）

8月5H(金）

②8月22日（月）

8月26II(金）
(]週間）

【事務所の特色】
債務整理をはじめ、多様な事
件を取り扱っています。
周辺市町村祉協と連携があ
り、司法ソーシ･ヤルワークに

も力を入れています“

法
テ
ラ
ス

全期

間を

通じ

て1名

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラスむつ

法律事務所
1657 有

【受入決定後の連絡
先】
法テラスむつ法律事

謹者i
電話10503383-0067

希望するl|程

を応募書類に
記載してくだ
さい。

集合場所：法テラ
スむつ法律事務所
(むつ市中央1-5-
1)
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

コード 増 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁識｛〃)法ilと事務
口情報提供業務．．
■氏奉法律扶助業務
■国選弁護等関連業務
口犯罪被'沓者支援業務
■古l法過疎対策業務
□その他（

なし 応募理由を記樅し

た自己紹介(A4
判1枚程腱で書式
自由、市販の履歴
書の転用でも可）

集合日時：受入決

定期間の初日午前
10時

(※受入決定後、
法テラス鯵ヶ沢法
律事務所に連絡を

入れ、決定期間を
自身で確認してく
ださい． ）

①8月1 11 (月）
～

8月5日（金）

(1週間）

②8月22日（〃）
～

9月2日（金）

(2週間・土日

祝| |除く）

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話: 0503383-53'IO

【事務所の特色】
社会福祉協議会と|剛じ建物に
ある関係で尚齢脅・陣がい者

の方への支援関係の業務も比
較的多いです。

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス鯵ヶ
沢法律輩務所

1658 !～2
伺

集合場所：法テラ
ス鯵ヶ法律事携所
(西津軽郡鯵ヶ沢

町大字舞戸町字後
家屋敷9番地4鯵ヶ
沢町総合保健福祉
センター内）

【受入決定後の連絡

先】
法テラス鯵ヶ沢法律稲･望する1I'W

を応募普瓶に

記載してくだ

さいゞ

事務所

槻当者

電話： 05033838369

■常勤弁護士の法律蛎務
■情報提供業務
■民事法律扶助業務
■国選弁護簿関連業務
口犯罪被害者支援業務
ロ司法過疎対縦業務
□その他（

なし 応募蝿山をA4版

1枚以内で提出し
てください。

［受ノ
先1
日木下
ター

常勤ヅ

課

電話

受人決定前の連絡

】
木司法支援セン

集合日時：受入決

定期間の初日午前
9時30分
(※受入決定後

法テラス函館法律

事務所に連絡を入
れ、決定期間を自
身で確認してくだ
さい ）

①8月1H(jl )
～

8月51I(金）

(1週|柵）

②9月5H(月）
～

9月91」（金）

(1週間）

F護士総合企画

0503383-534(）
【事務所の特色】
民事法律扶助による民事事
件・国選刑事串:件が中心‘高
齢者・障害肴向けの出張相談
も行っている‘

法
テ
ラ
ス

法テラス小

規模型繋務

所修習

法テラス函熊

法律奪務所
1659 I 鞭

４
０
ぃ

【受入決定後の連絡
先】
法テラス函館法律#j

務所
担当者:「 il
にごf室1 1
電話:X_f_ - l

※希望するI I

程を応募il|＃獺
に記戦してく

ださい。

集合場所：法テラ
ス函館法律事務所
(函館市若松町6-
7ステーションフ・

ラザ函館5階）
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「 片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記駁）

プログラム
名

募集
人数

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始臼の
集合日時，場所

コード 塙 所 期 間 修習内容 募集条件

画常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務

口民事:法律挾助業務
口国選弁謹等|腱|連業務
ロ犯罪被害者支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 応募理由を記した
自凸紹介(爵式自
由、履歴盤可）

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企I凹
課

電話：0503383-5340

集合日時： 9月5日
（月）午前9時【事務所の特色］

行政や福祉機関との連携、い

わゆる司法ソーシャルワーク
に力を入れています。

法
テ
ラ
マ

9月511 (月）
～

9月9日（金）

(1週間）

法テラス過

疎地型事務
所修習

法テラス八雲
法律事務所 集合場所：法テラ

ス八雲法律事務所
(二海郡八雲町富
士見町21-1)

1660 台I

【受入決定後の連絡
先】
法テラス八雲法徳捌：

務所

担当者:■■■■■
電話：0503383-8366

■常勤弁護士の法律事務

■情報提供業務
■民事法律扶助業務

■国選弁謹等関連業務
口犯罪被害者支援業務
圏司法過疎対策業務
□その他（ ）

な｛ 応募理由をA4判

1枚以内で提出し
てください。

受
１
本
一
勤
話

Ｉ
先
日
夕
常
課
電

受 入決定前の連絡
】
本司法支援セン

勤弁護士総合企画

話：0503383-5340

集合日時：9月5日
（月）午前9時30分

【事務所の特色】
全国屈指の管轄面積を誇る地
域です。鶚件によっては遠方
に出かけることもあります。

法
テ
ラ
ス

9月5H(月）
～

9月9日（金）

(1週間）

法テラス'1，

規模型張務
所修習

法テラス旭川

法律事務所
集合場所：法テラ

ス旭川法律事務所
(旭川市3条通9-
1704-1 TKフロン

ティアピル7階）

1661 1 有

【受入決定後の連絡
先l
法テラス旭川法律耶冒

務所
担当者；代表常勤弁
護士

電話:IZ
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コード
プログラム
名

堀 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※－部プログラム

のみ配載）
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コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無

(移動予定の砿定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戦）
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法律事務}11･ (/)’麺;舟を学習す
‐ブ

幻

畢、 I （メーメルによ↓･)腐亡‘絹J‘」、 －" ､

介・志蜘仙幟や見たいIﾉ1容

を伝えて《} IF｣い避出す

ろ“ ）

※ 、'1"務剛iは， 参加術望

昔ヒハ 1避IMI!'蕊務{|學習ブ｢』

グラム1I1込il}: (令liJ) | を所

"I1:食を地じて受領した

後、 |Iil"W1誉に対1=K－し

ず送･ _) ･rl2鼬臘LL紹介群を
１ｊＪｒ

ｊ

づ
〆
凸

ｊ
ｊ４
〉

、
ヂ
ミー■〆

l負きたい

■手

や e i"'Ii:対応し-て

な｛

弁護士法人1ll〃ﾐ鰍"li

務所

(電話02211 25 7ユル1 ，

メールラ『．ドしス

■■I■■■■■■
■）

熊ii､ I I時：開始I i

cn''二前9時

集合場所：詳灘l:

法人東法律塑拷刺 I

一
月



B-44

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

香類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，増所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の

目安※一部プログラム
のみ配賊）

' ､
0 .

一､

f’し
ﾜ

別紅、

岬
．
総
呵

l(ililj
公1没11蒲1 1:「

等修料

守旱今

q

!i#い｣8 ﾉ､､ ､E

1'iサ ー.． ↓ ､ ‘

ルル$：錐事務列『

'1:1:1;"!'ir(II I

rl‘ ；皇 ’' ’ 11 11“？
、、６二。ｊロⅡ０

１
．
箕
万

Ｐ
、
Ｆ
口
０
″

、
■
１１

７
。
④
■
●ＩＪＩ

■
今
、

○
４
日
〃
‐

Ｊ

少
Ｊ
０

１
１
０
０
ヴ
、
毎
ゅ
。

Ⅱ
Ｄ
ｊ
〆
４
咽

０
‐
ｔ
ｑ
４
９
↓

二
口
■
９
０
凸
■
０
凸
■

■
■
Ｉ
ｌ
Ｇ
０
Ｕ
Ｑ
り

叩
一
・
仇
ゞ

心
・
］
剣
．
］

１
ｑ
当
日
甲
も
４
６
口

１
ケ
‐
〃
◇
９
Ｊ
〃
宵
へ
８

(l"illl)

！

奄淀入島(腱!/,!,W, |也！'放判"I両‘

瀧と部腎Ij,I)に:<','f, 'li:""i( | |1

びまわ；リルミ金〃：IM||;")リハにお

ける業務|AI",¥(",IMj間のⅡ|帳，

数fil'ilr期| | , 〃：iltlll !撫榊に携

わﾚﾉ , :#I法湖j!剛也域(ハ現》ﾘﾐ及

びそ’7〕対策陣を．帷判-l.';､

州張-"iHI催内･fi llil-iろロI

能‘↑‘|#ﾙﾐﾙ,ﾉ『､/か‘'' ． I崎『機で

(′)膨卿j4･"I: l.21･ ( ，ｲ‘：い二
し

0

・罹暇！!；

･ .,1;ti'"'|! i l i lll:(,!#

火|&I III ､)

弁護士法人空ﾚ油葬

島う’率法嘩･蝸捲lﾘi心

美事務飯汗謹｜航

本敏徳(おか*‘
の;餅ノ ）

L′ ’,望 I

電話: ()(i”：i‘I調HH

IMil:(ikam(ji<)(!;:;I)r; :IIII1

i-ltiw. c《

繋命1 1Mf : 3"L:2

副{､ f} > 'i息献9時沁

分

所
〆
パ
ー

旬

↑

巻
又
む

き
荻
ｊ

塁
詫
”
〆区

ムー
;~）



寺

号
；
日

５
Ｂ
３

０
－
月

８
５
２

第
１
１

二
一
年

企
ろ
３

研
庶
和

司
く
令

地方裁判所長殿

司法研修所長笠井之彦

令和3年度（第75期）司法修習における選択型実務修習全、

国プログラムの追加について（通知）

先にお送りした令和3年10月27日付司法研修所長通知「令和3年度（第75

期）司法修習における選択型実務修習全国プログラムの募集について」につき，別

紙のとおりプログラムが追加になりましたので，通知します。

ノ



(別紙）

？

4
I

グラムメ案内全国プ ロ

『一

〃

b

1

I ？

Ｉ

､



(別紙）

A班(修習地が東京(立川を含む。 ） ，横浜， さいたま，千葉，大阪，京都，神戸，奈良，大津及び和歌山）

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等

の照会先など）
開始日の
集合日時‘場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配戦）

陥
祉
機
倒

23(）
｛:|全幅祉協

蔵会修習

練馬区社会桶

祉協I義金

10月2()B(*)
～

1 1月211(水）

の間でI(脳間

1

社会福#1l:協,義会におけ議各

種体験【ボランテーi'ア・地域
編祉榊進センャー，障害省･地

域生活翼援センダー，福祉作

業洲（就労継続支援B型彩業
斫)． 権利擁謹セン与一， ‘'2

話剛鱗荷Eい‘/:支援法に蕊づく

支接セン亭一津で'〕地域幟#1l:

の帷進について】

修習確定後， ‘’:前し,ボー

|、 （所定様式あ8.1 , A:lサイ

ズ1枚）を提出するこ し
一 ↓ 5

地域福祉に強い関心')脚）
ろ方

※日程上、 10日間の受iナ入
ｵい′)み

個人票（雁雁警A'1
|;ill")

練馬1メミ社会縄惚|:協議
今
諄

経営管理課総務係
〈 議（):｛ 3”2-局6()()）

修習確定農追＝’て

連絲
洲K
jb c ,

事
務
所
等

2674
公設調:務ﾉﾘ1

瀞ｨ'Ⅱ修

|:' |11ひ土わり

基金法律事務
－
－１

◇
勺
中Ｉ

1()!} 17[1 (11)
へ"

l(1月21n($)

(li固間）

０
１

公設準:務所におi jる業務内容

を兇学L, 'ji法過疎地に."(･1

る弁灘|了業稚を'学習する”

０
１
０
』

Ｌ

０

声

多

／

“ ･応募理由書｛
数楯定なし）

･臓歴苔（苦式圏

出）

下11 lびまわij蕊金雛

律奉務1ﾘi('電話
()553－25－21 :il）

集合引時: 1())' 17

日（.[| ）午前9時3(）

分集合場所： 卜．m

ひまわり些余法搾

f務所

〆－＝

何



(別紙）

B班(修習地が東京(立川を含む。 ），横浜， さいたま，千葉，大阪，京都，神戸，奈良，大津及び和歌山以外）

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ配餓）

攝

祉

機

関

13()3
祉食福祉協

議会{|豊習

練蛎区社会福

II二協議会

3月'1 11 ("1<)
へ一

Wi l:;tl (j1)

ﾘ)間でl(I日間

を)るいはI5II

間

１

社会福祉協‘淡会におけ･る各

繩体験Iボランテiで'′ ・地域
福祉僻進一センネ'－．障害名･地

j"'"if吏擴セン･与一， 隔祉件

業｝

I ９

(就労継統支援1I型聿堆

樅利擁誕センヶ、 ‐． ‘|ミ

活膣l窮背･自立支援法に蕊-うぐ

支援センタ･－野での地域綿ﾈl1:

g)惟准に)い-て】

リ

r，

修習硴定後，事前レボー

(所定様式あり． 非lサイ

ズ1枚）を提出十ること

i111城福祉に強い関心の約

る方‘

※応募時に希望”期間(I()

｢|構減)るいは15nW)を1II

fif･j-ろ事．

個人粟(I種歴書M

判1枚）

練馬延祉会彊;l卜協議
／、
p

U4-､

経嶽祷瑚課総務係

(電話Q3-:1992-5600)

修習確定後追- ｰ『‐、

連絡
蕪



号
〕
日

４
Ｂ
８

７
’
月

１
５
３

第
１
年

二
－
４

企
ろ
和

研
庶
令

司
く

地方裁判所長殿

司法研修所長笠井之彦

令和3年度（第75期）司法修習における選択型実務修習全

国プログラムの二次募集について（通知）

標記の全国プログラムにつき、令和3年10月27日付け当職通知「令和3年度

（第75期）司法修習における選択型実務修習全国プログラムの募集について」に

おいて、募集手続を行っていただいたところですが、別紙のプログラムについて、

二次募集を行いますので、配属庁会の指導連絡委員会において、配属地において修

習する令和3年度（第75期）司法修習生に対し、周知していただくようお取り計

らいください。



(別紙）

0

全国プログラム案内

(二次募集用）

〃

一

ノ

』
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B班’
プログラム

コード
ーー

一 一画

修習場所 ページプログラム名
一 一？‐Q ･－■一J －－－＝－P同一一言告8 ℃一堂■一F一＝〃＝や 一一 ・℃｡ロ ユ. ■ - -口勺qけ一一P 四 一コ ■一- ~‐ ローム一ニーーー巳マー■■..一

一 ■

法務省， 日本国際紛争孵決センターほかlllo l国際仲裁修習 8－ 1

国

法務総合研究所国際協力部、国内関係
機関等

法制度整備支援修習
曲

園

、

Ⅲ

Ⅲ

肺

Ｌ

Ⅲ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

‐
１
．
Ⅶ
■
■
■
■
■
二

B－ 11111
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一＝ー1 1』画マ ご■ 画 ■■

企業内法務実務修習
ユニリーバ・ジャパン・ホールディン

グス合同会社
企民

業間
B－21403
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ｎ

回

■

■

１
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1
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最高裁判所最高裁判所修習 B ツ
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裁
判
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地裁知的財産訴訟部修習
(大阪）
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法噛
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大規模事務所修習(東京） ー ‘＞
■）I618

１
■

■８０

申
Ⅱ
４
・
■

卸9

８１１

１
１
■
“
■
■
凸
■

凸

４

００■■

法テラス東京(新宿、霞が関分室)、法
テラス東京法律事務所(四谷）

法テラス大規模型事務所修習 B－41622

法テラス千葉法律事務所法テラス中規模型事務所修習 B－41624

９

■

’

１

６

ｄ

ｏ

■

■

法テラス栃木法律事務所、法テラス栃
木

法テラス小規模型事務所修習 8－51625

法テラス群馬法律事務所法テラス小規模型事務所修習 B－51626

■

０

１

１

■

１Ｉ

Ｉ
１
１
Ｊ
４
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
、
■
８
１
１

’
法テラス静岡法律事務所法テラス中規模型事務所修習 B－61627

法テラス兵庫法律事務所、法テラス兵
庫

法テラス中規模型事務所修習 B－61631

法
律
事
務
所

法テラス魚津法律事務所法テラス過疎地型事務所修習法
テ
ラ
ス

71635 8

法テラス中規模型事務所修習 法テラス広島法律事務所 B－71636

Ｉ
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自
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ｖ
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■
１
口
９
日
Ｉ
Ｌ

法テラス山口法律事務所法テラス小規模型事務所修習 B－8'637

法テラス小規模型事務所修習 法テラス.北九州法律事務所 8 81642

法テラス宮崎法律事務所、法テラス宮
崎

法テラス小規模型事務所修習1651 8 9

法テラス秋田法律事務所法テラス小規模型事務所修習'654 B－9

法テラス過疎地型事務所修習 法テラス鹿角法律事務所1655 B- 10

Ｉ
Ｉ
Ｌ

法テラス小規模型事務所修習 法テラス高知法律事務所 B- 101663
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ﾖ

B班(修習地が東京(立川を含む。 ），横浜， さいたま，千葉大阪，京都，神戸，奈良，大津及び和歌山以外）

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

B ﾛ

募集
人数

プログラム
名

提
書

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，塀所

出
類修習内容 募集条件期 間コード 場 所

1 1

1 1

国際仲織の雄礎知識に｡ついて

習得する。
具体的には，

①仲裁法を始めとした仲餓関
連法制，

②国際仲裁実務の現状及び魅
力.

③国際調停の基礎知識
を習得又はお伝えするプログ
ラムを提供することを予定し
ている。

英語の能力は問わないが，

講義の一部を英語で提供す
ることがある。

1 履歴書

2志望理由書
(A4， 1枚程
度）

集合|･1時：8月1 1 ~|

（月）

午前10時00分
集合場所：東京都
千代田区霞が関1

－1－1 法務省

法務省大臣官房国|際
課政策2係

8月1日（月）
～

8月5日（金）
（1週間）

法務省, l l本

国際紛争解決
センターほか

国際仲裁修

習

10名

程度
国 1旺

9,1,1 1 1(）

U E I

法務省が協力する国際協力

磯術(JICA)による法制度整備
支援事業、及び法務省が主導
して行う同龍業の概要を知る
とともに、関係機関と連携し
たオールジャパンでの取組の
実際を学ぶ．

法制度蕊備支援に関心を

有する者（英語の能力は問
わないが、一定の英語力が

あれば、より効果的な修習
が脚1.能）

1 履歴書

2志望理由書
(A4， 1枚程度）

集合日時:8月29H

（月）午前10時00分
集合場所：東京都

昭島市もくせいの

杜2-1-18国際法務

総合センター
(042-500-5150)

法務省法務総合研究
所国際協力部事務部

門

（直通：一
口

法務総合研究

所国際協力
部、 ｜劉内関係
機関等

8月29日（月）

9月2n(金）
(1週間）

5名

程度
法制度整朧
支援修習

有国 lll l

B－1



片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戴）

0 『

プログラム
名

募集
人数

その他(内容等
の照会先など）

提
害

開始日の
集合日時，場所

出
類

コード 場 所 期 間 募集条件修習内容

四 ー
毒

(1)履歴書
(2)志望剛山およ
び将来のキャリア

に|對する考え方
(日本語および英

語、それぞれA4･
2枚程）

・ ・弓 、 ． ． 、肖 一､鐸．“ ｜
『 一

名 q

つ

一 L 画 p 戸遥 曙r

"・ 。 。 :'藩･尋
堀p p 院 吟や

1 -篭穿 ,
■ の

r

垂｡ ‐-審毒 ｡． 割、 ・ 息 ，・ 露云理
可 御 F刃 唾 。 U P享己罠9 6曽・ b

・児 鯵 ｡ ｡‘ －lb ・ ・藍 ． ‐． Q，
』 ． ■帝 雨 ｡q

弓 q qo P：
ｰ

~ . － 趣向 ■ご
凸

●

角 卓 2■

1 ｡.‘ 竺
旦. ①

③ P
□

j

、ご
＝ ▲

｡F童 ， e』 ず ･b4

蕊圭鰯~， ぎゞ｜
●

■ 1
皿

、

●

b

●

:､｡競蕊痩蕊:毒f癖鐵丑む で
~

写 痢哲■ し . 図 ･も . ｡ 吾 話畢矧
呼 .

．． ＝禽農 － ． ．"" -j
げ 〆＆面 【回

暑零 ‘． ．..~．ご野！
■

‐蕊§言劉． ． ，－ ‐
、 』■

茸 ■

函． ＝
■

=宅

＝ 二二一 ‘ モーエ ロ

蕊
．
吃
強

Ｌ
偶
‐
８
１
１
１
●
ｂ
Ｆ
Ｂ
ｂ
ｒ
Ｉ
Ｄ
・
ｒ
ｌ
ｈ
Ｆ
ｒ
Ｐ
ｉ
眼
ｄ
ｒ
ｐ
■
ｒ
ｌ
８
Ｐ
ｖ
時
Ｏ
ｒ
ｂ
－
Ｅ
知
Ｌ
ｒ
ｆ
１
臆
Ⅳ
疎
い
出
口
Ｐ
い
卜
疵
い
肪
○
悪
Ｐ
Ｉ
に
↓
心
ｐ
Ｉ
ｒ
Ｆ
Ｅ
０
ｒ
ｊ

ぽ

ユニリーバ・ジャパ

ン・ホールディング
ス合同会社『
r勺弓一一一寺〒一一一

ユニリーバ・ジャパ

ン・ホールディング
ス合同会社『
r勺弓一一一寺〒一一一

塁ゞ

7月27日 （水）
～

8月9日 （火）
(2週間）

民
間
企
業

ユニリーバ・

ジャパン・

ホールディン

グス合同会社

企業内法猫

実務修習

最大5

名
卜卜卜 4旺

夕､，、14()3
L

〃
ロ
ヱ
ー

■

》

胡

や園
Ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
６

G L

蕊
ﾛ ﾛ ﾛ

乃

灘
鞄

宮窪竃

’
1

～
室

p
pF
m

二一○

最高裁判所の庁舎見学
裁判所調査官(民事・ ）

よる識義‘氾録検討，
判事による満話等

ナ

， E玉

・、 月吏

刊事）

最高

高
に
裁

なし 巾込動機を記il髄し

た希望理由苔(A

4 ． 1～2枚）

追って，受識者に

対し，受識日まで
に準備しておくべ

き事項を通知す‐

る。

令和4年9月7H
（水）
午前9時15分
最高裁判所
(集合場所等は，
修習確定後，追っ
て通知する。 ）

最高裁判所裁判部第
二訟廷事務室

裁判関係庶務係
03-3264-8111

令和4年

9月7H(水）

(1日）

裁
判
所

最高裁判所
修習

妓高裁判所1501 Ⅷf1(）

(内滞
Ｇ

１

１

Ｊ

ｐ

Ｌ

Ⅱ

■

０

Ｆ(内；
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戦）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

コード その他(内容等
の照会先など）

場 所 期 間 開始日の

集合日時，堀所
修習内容 募集条件

大学・大学院において知財
関係諦撞の単位を取得した
者又は両1法試験において炎I」
的財産椎法を選択した省。
人数が雌過｛た場合， 画!法
試験における知的財産権法
選択省を優先するので、該
当する条件を申込書に記載
すること
人数が超過した場合， コー
ド15()4へ振り替えることが

あるので振り替えに支障
がある者は，その旨及びそ
の理山をI'1込普の余白部分
に簡潔に記救すること。

入'了： ．（予防Cにおいて知財

関係諦撞の単位を取得した
者又は両1法試験において知
的財産椎法を選択した省。
人数が雌過｛た場合， 画!法
試験における知的財産権法
選択省を優先するので、該
当する条件を申込書に記載
すること
人数が超過した場合， コー
ド15()4へ振り替えることが

あるので振り替えに支障
がある者は，その旨及びそ
の理山をI'1込普の余白部分
に簡潔に記救すること。

なしなしxIli』ソJ卍勺ﾉ進1他卿卜紅:i－判･ドノ①涛蛭遇

の充実促進や､ドll断の正確性担
保のための訴松運営｜のI_
夫哉判所及び当耶肯の訴訟
活動の在り方について理解を
深め併せて表現能力の向上
を図ることを目的とする。
修習内容は．知財部裁判官及
び裁判所調査官による講義，
大阪高裁第8氏輔部(知財集中
部)裁判官による識義．サマ
リー起案・識評．法廷傍聴．
記録検討竿“

令和4年8月29日
（月）

午前9時20分
大阪地方織判所増li
務局総務課庶務第
一係(仮庁舎1階）

令和4年

8月29日（月）
～

9月9II(金）
(2週間）

地裁知的財

産訴訟部修

習
(大阪）

大阪地方裁判
所第21民事
部・第26民
恥部

大阪地方裁判
所第21民事
部・第26民
恥部

畿
判
所

15()5 R
鯉鯉

ご ロ

一

髻蕊蕊
翫認願函

議蕊袋

ロー望 一一ロー－r 一

ー~＝豆

‐~重言~冨辱重量鳫

声守

査
ず

罰
函

火
規
膜 Ｉ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

》
一
》
些謹

鐸
一嘩

業
法
務

幹器

咽

擾 蕊議尾謬詮 蕊

Ｂ
１
Ｉ
４
１
Ｄ
Ｉ
６
０
ｒ

｜ ’
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記載）

プログラム
名

募集
人数

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

提
書
出
類

コード 場 所 期 間 惨習内容 募集条件

■常勤弁護上の法律恥務

擾情報提供業務
■民事法律扶助業務

国国避弁護等関連業務

■犯罪被脊者支援業務
口司法過疎対策業務
■その他

な’ ①法テラス東京を
希望した理山
②研修で何を学び
たいか

以上をA4判1枚

樫度にまとめて提
IIIIてください

①法テラス東京を
希望した理山
②研修で何を学び
たいか

以上をA4判1枚

樫度にまとめて提
''1（てください

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
,ター

常勤弁溌上総合企i'!1
課

電話20503383-5340

集合日時：8月29
1 1 (jl)午前1011If【法律事務所の特色】

・司法ソーシャルワーク

・行政や福祉関係機関への滞
在型・紡問型連携活動への同
行、出張ｲ:||談
・ケース会議への同席

・成年後見等業務活卯jへの同

行

・外I到人事件への対応
・事例険討勉強会への参加

法テラス東京

(新宿、霞が関
分室)、法テラ
ス東京法律事
務所(四谷）

8月29日（月）
へ

9月21 1 (金）

(I過間）

法
テ
弓
可

法テラス大

規模型事務
所修習

集合場所：法テラ

ス東京会議室

(新宿区西新宿!‐
24-1 エステ､ソク

情報ビル13階）

皿11622 l

〔受入決定以降の連

絡先】

篭璽蕊課■
罫
耐

醇
睡

■
＊新型コロナウイルスの感染

状況によ〉ては参加。 |司行が

できない場合がある。

■常勤弁護士の法律事務
口情報提供業務
口民事法律扶助業務

口国選弁護等関連業務
ロ犯罪被害肴支援業務
口司法過疎対策業務

口その他（ ）

なし ①自己紹介
②法テラス下葉紘
伸覗務所で何を学
びたいか

【受入決定前の連絡
先】
1.1本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話： ()503383-5340

以」亀をA4判1枚

程度にまとめて提
出｛てください”

集合I訓寺

8月1日（・月)午前9
1l#30分

9男
～

法
テ
ラ
ス

【事務所の特色l
取扱事件は、 一般民恥21茅件、
家事事件(離婚・成年後見
等)、傭務整理事件、刑事事
件、犯罪被害者支援鞭件など
多岐にわたります。 lu張州談
も多く実施してb,ます‐

法テラスLP

規模型覗務
所修習

法ララス千薬

法律壊務所
集合場所：法テラ
ス千葉法律串務所
（千葉市中央区中
央3-3-3 日進セ

| ンタービル5階）

有8月1日（月）
～

8淵5円（金）

( 1週Ⅲ）

1624 1
【受入決定後の連絡

先】
法テラス千葉法律事

謹者: i

１－

一今』

一

|:更.三一’
電話：05()3383-
0000

B-4



B－5

コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集
人数
修習内容 募築条件

提出
霧類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戴）

法
､一Jー
ダ

ロー

ーワ

ー’
〃

P，

1625

リミ千ラス'1，

規蟆型糊務

I1i修習

水
、
水

柵
馴
栃

ス
総
ス

毎
出
与

テ
聖
〆

↑
Ｊ
Ｐ
４
１
０
ｅ
－

薩
法
法

一

Ｊ卦譜準
一

8j129日（〃｝
～

9.;121 1 （溌）

(1週間）

1

園常勤弁誰｜〃)法律輔務

■情報提供業務

■民事法律扶助業務

■i副選弁護等関連業務

圃犯罪被‘i;:者支援業綴

[1 ！』1法過疎対策業務

| ~｝そ”他（ ）

【事務所‘r>特色】
本所併設捌d)当法律事務IW-ぐ

は、常勤か瀧士’ず,がく蕊

し ．扶助･ l郵逸事件に対応L

ている“その他、福祉関係機

関‘｣ず迦携し、成年後兄制'|言人〈』
それに臘迦する債務搭理事件

幕も敗り似,:』ている

与

１

‐

Ｌ

■
毎ＬＰ

ｆ
、 応壕理I↑{を八..l川

紙1枚以内で提| | ｛

-ｲｰろ三l-
【受入決定前”鯉絡
先】

I I ,"a!紘支慨-1準
入，

ソーー‐

常勤弁護士総合企I山l
課

電詔： '〕”3;錨3-53.1(｝

【受入決定後の灘絡

先】
法チフス海水法縦半

錺噸

鰯:團鬮囲圏
電話:

集合旧時：婆喝-弓-|÷

Hfj29II(.lj)午前

IOII*

集合場Iﾘ『 ：仏子ラ

ス栃木法律11務所

('↑都宮,|ﾙ惚町､i

13宇都'畠~M上'し
ｉＬ
／

〃
４
４
０

ｔ

し

州
潤
兆
・

心
／
〕

止

今

ア

７

ｘ

、
』
ｒ
ｌ
Ｏ
ｐ
ｅ
Ｌ
－
△

I(i26

法テフズ小

規模咽~1；務

所修習

法菫7．ラス群鴇

陛律事務朗

H,l l29II ()1)
"～■

9月211（金）

(1週間）

1

臣常勤弁護士の法律窃務

囹情報提供業務

圏民塀法律扶助業務

画国運介護等関連業構

圏犯罪被害肯支援業務

[.I司法過疎矧策業務
|」その他（ ）

【顎務所の特荏'.】
群馬県前怖I|jに投置された本

所併設梨の法律塀務所-ぐ‐j一『

プ楚 V
。 j, 虻' ﾙは募蠅｢hをA-l .|EI!

1枚程度に主'L-め

て発出して<だ

いｰ 【受人決ki2･Ijijの連絡
先】

日本ril法支援･セシ
ター

常勤弁継十言総合企画
課

道論： 05()3383”←

【受入決定後の連絡
』
ロ
■
■
■
●

・
Ｇ
Ｂ
、
“
凸

○

た

守

ｆ

刃

●

■

■Ｉβ一
。
ｒ
毛

８
つ
や
。
。

／
母
牙
十

。

■

典Ｊも９４・ゾ
部
坤
必
鼎
も朧

△

り

り

吟

６

Ｋ
一
つ
Ｊ

一
｝
ず

。
．
、

化
寸
一

年
・
ず
、
■
■
Ⅱ

務剛「

担斗1者：

剛

－

電話: ()503383-()513

ダ、

口 日1l#: 8.月鋤

E(9) '｢前1

集合場ﾘﾘ『 ：湾テラ
ス群馬法律43務所

(群馬県前橘市「

代I1I町2-5-IniI"

チルサ51藩）

′ －

イ｣



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有焦

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戴）

プ臼グラム
名

開始日の
集合日時，場所

募集
人数

その他(内容等
の照会先など）

提
書
出
類

コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁護｜の法律事務
口情報捉供業務
口民事法律扶助業務
口国選弁謹等|劉連業務

口犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
■その他(いわゆる司法ソー

シャルワーク）

①自己紹介
②応蕊雌|u
③法テラス静岡法
律辮務所で何を学
びたいか。

以上をA4判2～
3枚程度にまとぬ
て提出してくださ
↓，

/fl

【受入決定前の連絡
先】
日本画l法支援セン
ター

常勤弁護士総合企両
課

電話：05033835340

集合日時：9斗5-目－

8月29日（月）午前9
時30分B班

A班
通じ

て

1人

へ

法
テ
ラ
ス

法テラス中

規模型鍋,総

所修習

【事務所の特色】
弁護上が多数縦録する都,iI部
において、 I補完」とLての
スタッフ弁護」･の役制を果た

すオーソドックスな都,|丁型事
務所

法テラス静岡

法律.事務所
集合場所：法テラ

ス静岡法律事務所
(静岡市葵区呉服
町2-1-1 札の辻
ビル5階）

8月29日（月）
～

9月2個（金）
(1週間）

1627 HW

【受入決定後の述絡
先】
法テラス靜|洲法律蛎
務所

担当者:■■■■■
電話:05033835404

■常勤弁護士の法律争務

口情報提供業務

画民事法律扶助業務
塵国選弁識等関連業務
座犯罪被害省･支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 応募理由を記した

自己紹介(普式自
由、艫賊書可）

【受
先】
日本
ター

入決定前の連絡

司法支援セン

集合日時：9月5日

（月）午前9時30分【事務所の特色】
主に常勤弁識士の法律事務
を見ていただきます。
令和2年10月に開所したば
かりの法テラスの法律事務所
です。

離嬬事件、間齢者・障がい
者の案件が多く、州張相談に
出る機会も多くあります。ま
た、刑事事件も一定数抱えて
います。

都市部における司法アクセ
ス障害の解消のためにどのよ
うな活動ができるかという問
題に取り細入でいます

常勤弁護士総合企画
課

電話ゞ0503383-5340
法
テ
ラ
ス

9月5n(H)
～

9月9H(金）

(1週間）

法テラス中

規模型事務
所修習

法テラス兵庫

法律事務所、
法テラス兵庫

集合場所？法テラ

ス兵庫法律事務所
(神戸市中央区東
川崎町l-1-3 ,"

戸クリスタルタ

ワ-12階）

卜一

月1631 I

【受入決定後の連絡
先】
法テラス兵庫法律戦．

務所
担当者: |' ‘－弐一一二］
|:字・一夏｜

電話：0503383-0466
1 ロ

B－6



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記鐘）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時‘場所

場 所 期 間 修習内容 募集条件コード

I I i I F N ＃ 1 1

■常勤弁護'二の法律事務
口情報提供業務

口民事法律扶助業務

ロ国選弁護等関連業務
口犯罪被害者支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

なL 自己紹介志望理
幽、学びたいこと
をA4判1枚程度

にまとめて提出し

てください。

【受入決定前の連絡
先！
H本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-534(）

集合口時：8月29

H(月）午前l()時

8月29卜I （月）
へ－

9月2日（金）
(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地咽事務

所修習

集合場所法テラ

ス魚津法律事務所
(富山県魚津市釈

迦堂1-12-18魚
津商工会議所ビル
5階）

法テラス魚津
法律事務所

【事務所の特色】
、管内の弁護士が7名。
・事件の種類に偏りが少な

い。

・福祉機関との連携も行う。

壬一

同1635
1
A

I受入決定後の連絡
先】
法テラス魚津法律事

務所

杷当者:■
電話20503383-0030

■常勤弁護トーの法律事務
圏情報提供業務

■民事法律扶助業務
■国選弁護等関連業務
■犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

な1 ①履歴書

②応募理由書A
4判1枚程度

都市部における社
会的弱者に対する

法的･ﾘ･－ビスに関
する見解を、応募

理由善の中で述べ

てください。

【受入i
先】
日本古11
ター

常勤弁：

課

電話§ （

入決定前の連絡

司法支援セン

津護士総合企画

§0503383-5340

入決定後”連絡

ラス広島法律事

昔:－｜
:I一声－－-1

集合日時：8月22
日（月）午前10時

【事務"『の特色】
都市部における司法アクセス
の充実に取り組んでいま-ﾘｰ。

関係機関と連携し、高齢街・
障がい者、生活困窮者を支援
することが多いです“

8月2211 （月）
へシ

8月26日（金）

(1週間）

沖
吟
テ
ー
フ
ス

法テラス中

規模型事務
所修習

集合場所：法テラ

ス広島法律事務所
(広島市中区八」．
堀2-31広島鴻池ビ
ル6階）

法テラス鹿島

法律-事務所
I胚16｝6 2

【受入
先】
法テラ

務所
根当者

電話: I
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B－8

コード
プログラム
名

渇 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等

の照会先など）

開始日の
集合日時，塙所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム

のみ記餓）
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有祭

(移動予定の確定時期の
目安※一部プログラム
のみ記戦）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，珊所

コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁護lの法律事務
■情報提供業務

■民事法律扶助業務
■国選弁謹等|對辿業務

園犯罪被↑Iﾁ者支援業務
口司法過疎対･策業務
□その他（ ）

な［ 応募理由を記した

1割己紹介(詩式、
由、履歴灘1ﾘ）

【受入決定前の述絡
先】
日本画l法支援セン
タ・ ・・

常勤弁護士総合企I師
課
電話：0503383-534(）

集合n時 8月22

日（月）午前9時3(）
分【事務所の特色】

司法ソーシャルワークにﾉJを
入れています。

法
子
ラ
マ

8月22日(n)
～

8月26H(金）

(1週間）

法テラス小

規模型謡務
所修習

法テ弓ス宮崎

法律歩務所、
法フーラス宮崎

1651
羽
ｐ
』 柄鳴

集合場所；法テラ
ス宮崎法律畿務所
(宮崎市旭l-2-2
宮崎県企業局2階）

【受入決定後の述絡
先】
法テラス，寓崎法律冨侭
務所
担当者:に"~－－_‐
電話:0503381-1399

■常勤弁護士d､法律調務
■情報提供業務
■民事法律扶助業務
■国選弁護等関連業務
■犯罪被害省･支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 自己紹介と帝望理

由を記城した普面

(A4判1枚程度）

【受入決定前の
先】
日本司法支援セ
ター

常勤弁護士総合
課

電話：0503383

浦の

：0503383

連絡

企魎 |濡蝋0瀞1日
【事務所の特色】
医療磯関との連携に力を人ｵ1
ています。

法
テ
ラ
ス

8月1 11 (jl )
～

8月5H(金）

(1週間）

法テフスノl

規模型事務
所修習

法テラス秋田

法鯉事務所
集合場所ミ法テラ

ス秋田法律事務所

(秋田市中通51g

1fS51号北都ビ
ルディング6階）

5340

入決定後の連絡

ラス秋田法律事

1654 1 肉

【受入
先］
法テラ

務所
担当者
電話： 0503383－5549
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B-10

コード
プログラム
名

塙 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

啓類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所

片道50キロメートルを

超える移動の

可能性の有無

(移動予定の確定時期の
目安※－部プログラム
のみ記載）
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４
心
ｑ
■
ｒ
ｑ
ｄ
Ｏ
０
り
り
１
ｈ
面
０
’
１
Ｊ
７
０
．
０
４
１
９
人
７
２
■
９
．
１
‐
Ⅱ
１
冊
４
１
１
Ｊ
’
１
１
１
０
日
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｈ
７
４
ｆ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｈ
Ｉ
▼
け
り
０
４
１
Ｊ
■
３
■
ｒ
■
■
■
■
■
４
〃
Ｉ
ｒ
６
０
口
可

牽
ジ
ー
１
－
１
２
－
２
《

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
ぺ
一
蝋
一
Ａ
Ａ
－
ｌ
い
い
ｌ
》

》
一
力
一

一
一
老
一

一
一
》
一

》
一
掘
班
口
所
↓

・
ｔ
ｔ
・

一
一

一
社
社
一
判

一
一
淵
一
蹴
駆
一
鍬
一

一
一
法
》
宝
練
一
最
一

一
名
一
一
《
一
一
鯛
蝿
一

一
会
会
一
習
一

一
九
一
》
一
岬
岬
三
郷
一

一
一
仲
一
福
福
一
裁
一

一
一
際
一
会
会
一
高
一

一
国
一
社
社
一
最

一
ム
《

一
汚
非
帷
一
班
那
一
鋤
一

一
・
ロ
コ
ー
２
－
２
２
－
２
』

》
ブ
｝

｝
一
一
班
一
国
一一
福
祉
機
関
一
錨
一

一
Ａ
一
立
法
・
一

一
一
行
政
機
関
一

プログラム

コード
修習場所A班プログラム名ページ

行_坐

夢’法務省、日本国際紛争解決センターほか国際仲裁修習国ヘー12112
関
Lb凸1ワマロ■h＝ー1｣百■ユロ
L■Fー■一一口■■F画』■■■b■■■ぬ■■ー■毎一■■■■■ロローーー一

宝塚市社会福祉協議会福
祉
磯
関

吐会福祉協議会修習ヘー]2304

練馬区社会福祉協議会社会福祉協議会修習
■■＝F■＝＝－T■巳一■毎F＝里■●一～一勺＝一一や■＝＝＝一画寺一

k－223()5

最高裁判所修習最高裁判所所載
2501ヘー2

一旬守口岸一一＝』一面＝戸L■■qマ

知的財産事務所修習
(大阪）

ｌ
■
’
０
■
・
■
１
．
画
日
ｂ
Ｄ
・
・
四
・
９
■
▽
■
Ｉ
Ｂ
・
Ｆ
Ｂ
■
【
ｄ
Ｈ
１
Ⅱ
岨
９
日
１
１
Ｍ
■
■
且
■
９
０
■
０
０

小松法律特許事務所 ヘー32602

知的財･産事務所修習
(大阪）

弁護士法人関西法律特許事務所 A－32604

知
財

知的財産事務所修習
(大阪）

弁護士法人淀屋僑・山上合同 A－42605

１
１
１

知的財産事務所修習
(大阪）

弁護士法人関西法律特許事務所 A－42606

渉外事務所修習
(大阪）

渉
外 弁誰士法人御堂筋法律事務所 ヘー52613

－℃

噌
ｂ
‐
▲
｜
＃
一

唖
醐
制
恩
■
祀
埋
画
訟
牙
，
￥
画
』

唾
‐
噸
、
．
Ｐ
一

…
。
刷
〕
４
，
雛
恥
彦
一

Ｊ
『
凹
鷺
雫
Ⅷ
』
鰯
。
華
、

瑚
俶
．
ぽ
〕
壺
口
・
一

顧
・
鯏
却
謡
団
地
堂

一
‐
，
幟
慰
・
‐
型

涌
熟
剛
添
聯
？
一

２
組
弼
五
一

Ｊ

戸
」
９
日
一

一
，
。
↑
硯
ｒ
曲
１

画
１

－
町
可
小
匡
勾
証
印
ｐ
・

言
Ⅱ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
”
８
■
■
Ｃ
一

大規模事務所修習
(東京）

大
規
模
・

企
業
法
務

A－52618

企業法務修習
(東京）

2622 A－6

法
律
事
務
所

ト
可
０
０
■
且
▼
ａ
ｒ
ｂ
５
ａ
二
ｂ
１
Ｌ
■
■
ｉ
Ｌ
Ｉ
Ⅱ
０
・
Ｉ
Ｊ
Ｉ
“

法テラス東京(新宿、霞が関分室)、法
テラス東京法律事務所(四谷）

法テラス大規模型事務所修習 ヘー62624

国撰型事務所修法テラス扶助
習

法テラス熊谷法律事務所 A－72626

ｌ
ｒ
■
Ｉ
Ｈ
Ｍ
１
ｄ
ｂ
Ｒ
ｎ
Ｊ
４
宅
Ｆ
Ⅱ
ｑ
■
Ｎ
■
６
Ｆ
■
■
〃
四
弓
画
■
も
■
町
毎
℃
■
Ｕ
■
■
１
〃
９
口
●
Ｏ
Ｊ
５
Ｐ
Ｕ
Ｆ
ｃ
■
９
９
１
０
●
ロ
Ｆ
・
Ｌ
町
４
Ⅲ
切
口
ｑ
■
ｐ
０
ｈ
則
』

法テラス中規模型事務所修習 法テラス千葉法律事務所 ヘー72627

法テラス栃木法律事務所‘法テラス栃
木

法テラス小規模型事務所修習 A－82628

法
テ
ラ
ス

法テラス小規模型事務所修習 法テラス群馬法律事務所 A－82629

法テラス中規模型事務所修習 法テラス静岡法律事務所2630 A－9

法テラス浜松法律事務所法テラス小規模型事務所修習2632 k－9

法テラス兵庫法律事務所、法テラス兵
庫

法テラス中規模型事務所修習2635 A- 10

ｒ
■
ｄ
・
■

。

■

Ｊ

０

Ｊ

・

・

凸

法テラス小規模型事務所修習 法テラス阪神法律事務所 ヘー102636

法テヲスノ|､規模型事務所修習 法テラス奈良法律事務所2637 A- l l



、 。 ↑・
ノア一
O-4

fII・
'千多

事
■

毒
『ﾘ1．

肱
テ
ラ
ス

2638

26･10

26.l 1

2け'5

2け･'7

2偶3

2651

2658

2659

2661

2667

法テラス'| ､規膜型事務所修習

仏テラス過疎地型事務所修習

法テラス!1=!規横型事務所修課

仏テラス｢|'規模型謂務所修習

法テラス扶助・国選型事務所催
ｌＬ－
ｐ
Ｉ
４

↓Ｌ〆■■■、

●
●
込
司

ｊ
一

勺
、
ｄ
■
９
ラ 夛《過疎地耐iﾘ事務列?修習

{上テラス過疎地型事務所修習

仏テラス過疎地型事務所修習

法テラス小規模型事務所修習

法テラス過疎地型事務所修習

法テラス小規模砲事務所修習

刑:チニフス 《敢法俸阜|;務所1－、

:テラス魚i'側祁事:務所
●

法テラス広‘烏怯律索務所

一
子
疹

今
壬
邑
も

リ
ー

リ
、
』
。
■
■
ラ ス柵|前l法fl"務jﾘ『

テヲズIWW法律事務所

テラスI棚；法維審錺所

法テラス征|前1法律事務所

法テラス鹿角法律11:務所

法テラスi!i森紘律争務所

法テラス鰺ケ沢怯律事務所

法テラス徳島仏律事務所、法テラス徳
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A班(修習地が東京(立川を含む。 ），横浜， さいたま，千葉，大阪，京都，神戸，奈良，大津及び和歌山）

片道50キロメートルを

超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ配栽〉 !

プログラム
名

募集
人数

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時‘壗所

提
書
出
類

コード 場 所 鯉習内容 募集条件期 間

国際仲裁の基礎知識について
習得する。
具体的には

①仲裁法を始めとしたl' l!裁閼
連法制，
②国際仲裁実務の現状及び魅
力．

③国際調停の基礎知識
を習得又はお伝えするプログ

ラムを提供することを予定し

ている。

英語の能力は問わないが，
講義の一部を英語で提供す
ることがある。

1 履歴書
2志望理由書

(A4， 1枚程
度）

集合日時：9月26

1 1 （月）

午前10時00分

集合場所：東京都
千代田区霞が関1
－1－1 法務省

9月2611（月）
～

9月30日（金）
(1週間）

法務省大臣官房|砥I際

課政策2係
法務省， 日本

国際紛争解決
センターほか

国際仲裁修
習

l()名

程度
腿I 2112 皿

垂息書了鐵1

ﾄ T・

社会福祉協溌会における各
種体験(権利擁護事業、 日常4
活自立支援事業、地域福祉椛
進事業、その他の事業にかか
る講義・施設見学・業務見

学・体験など）

なし ・履歴書
・応募動機
(A4用紙1枚80()*
程度）

I福
祉
機
関

10月17日（月）

lOj121日（金）

(1週間）

集合日時：初Hの

午前9時

集合場所：宝塚市
総合福祉センター

宝塚市社会福祉協議
会(電話0797-86-
5000）

社会福祉協
議会修習

宝塚｢ij社会祇
祉協議会

2304 #雁’

A－1



A－2

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，墹所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無

(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ配駁）

LB1
fm

illt

磯

州

23()5
祉金福;'|:脇

‘液会修習

紳燭区祉食福

11協離会

!(}ll2() I1("k)
合一

1 ］月ZⅢ（水）

‘'〕問で1()u"

１
１

杜全編ﾈl!協議会にお{↑る各

極休職【ボラ彦'ティア・地域
編fll:推准センタ － ，障秤有･地

域生活支援セ:＝報一 脇ドル作

約ili (就労継続父催11"｢!;:x

｢） 樅fll擁灌･(どンター， 能
〃

●

と

、

・

可
、
ｆ
一風
《

Ｆ
－

，

い

□
。
、

７
－

，
も
４
口
■

宮
彩
渓ｉ
一
超
』
Ｌ１１睦河

醒
沙
７鷺

辛
口
、

４

舌

口
早
ｆ
■
■

支援セン夢一等で〈/)地域陥祉

け)推進腱…了)いて】

修謝確定後， ゞ抑iILポーー

卜 （所定様式あり,M-Iトイ

ズ1枚）を提川-#､ることⅦ

地域擶祉に揃い間心の&息）

る〃､

※｜｜堤卜、 I()1 l問似)受！↑人
ｒ

Ｐ
Ｄ
ワ
ノ

‐
勾
〆

、
ｂ
ロ
グ

ｊ
４１

１
〃

個人票（履歴苔ルI

判1枚）

練馬区社会湛椥|協議
Pど函

L－f

経‘嵐.祷埋課総務係

(電話（)3-39925600）

修習確定陵追』て

連絡
令脹
U、､

裁

判

所

251jl
般高縦判所

修謝
簸尚裁半||｢ﾘi

令和4'fl2

l()11261 1 (水）

(1 1 1 )

l(1

妓商裁判所の庁舎見､)/: 、峨尚

裁判所調在官("*f ・刑窄:)に

jこる禰蕊， 記録縦射，最高裁

判事に｣ﾐろ論詰笄

な'＝ 卜|｣込勤催を記救L
た希望理由詩(A

:1 ． 1～2枚）

迫=｡で，受講省に

対し，受識｢l §tで

に準備しておく， こ

さ導噴を通知－1‐
ツ

な〕

泉,笥裁､拳ll所裁半!l祁第

二訟廷事務室

栽半l1関係庶務係
03-326-I-8111

(内線＝）
(内線…）

含蒋14年lOI I25H

(水）

午前9I｣fl5分

鎧1局裁判｢lli

(集合場所笄は．

修習確疋後，遥っ

て迎知ずる、 ）

ｅ
ｅ
ｑ
℃

剛
ぃ



A－3

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無
<移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ配駁）

加

財
26()2

知的財産ゞ蕊

務"i修習

(k阪）

小松法縦特許

湘務〃「

9jj l61 1 (f)

9へjl3()｢I (")

(2週間）

州
。
〃
】

いか側)る知的財朧聿仲jを

披う法律調務所でし')tl常的な

汗識_1:業務及び事件処理に接

することをifll農とした修習

①当事務酬が、
職丁'定斗;務所

修習砿(/)枕

･企業と係争

'1' i/)ときば、 当該修習生を

受入れ‘）卜.、 型1該挙件を修
習対象から除外す~る， 申

、~

時に修習生の就職予定事務

所等が未定で、その陵に決

定I_た就職先と係争中‘)と

きも、 IIil様とする‘

②法科大'学院におし ､て知財

開係誰義を受講し、単位を

取得した者又ば司法試験に

おいて知的財産樅法を選択

{_た省

知的財j革関係誌義

り)履修証明書

大IIMI ij北膠中;ffitij2-
'7－．7
9■■ ＝

大阪巾之,詩に“ル3階

担当：小松陽一郎弁

識1：
T側， ： O6－622i－3355

H僻:

911 16II午航l()"

場所：

事務所受付

諒
卜
出
、

ｒ
ｌ
ｌ
、

ｒ
申
凸
ｂ

Ｑ
ｑ
Ⅱ
Ⅱ
少

災' 1
260:1

知的財産事

務|ﾘ『修習
(人阪）

弁護土法人関

西法律特許事

務所

l(} |13n(J1)
～口

1(),l1 1.1u(")

(2週間）

I

いわゆる［知的財産事件」を

扱・)法律皇}':務所でリ) '1常的な

弁繼止業務及び事件処理に接

することを-ii眼とした修稗

①当需務所が、修習生”就

職予定事務所・企業と係争

中のときは、 当該修習ﾉ'2を

受人れぴ'うえ、 ､11該事件を。

修習対象から除外-#-る。 t|」
込時に修習生の就職予定事

務所等が未定で、その段に

決定Lた就職先と係争!+』の

ときも、同様とす

②法科･大学院において知財

関係識義を受講し、単位を
取得した音叉は司法試験に

おいて知的11ｲ産権椎を選択

した者

①知的財産関係講

義の履修『征〃l鰈

②艫|朧雪

人阪市! | 'X|:<.ltiliﾐ2－

5－23

小寺7』ラザ12階

仙当：田上洋平弁護浜
上

'1,li1. : ()6-6231･･321()

| ｜時：

l()月3｢I午前1

場所：

事務"i受{､l

↓
得



A－4

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

醤類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，堀所

片道50キロメートルを

超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ記載）

知1

111･

一
細
河
Ｉ

ｒ
◆

姑
。
甘
◇

＃
’
凸
日
・

リ
ム

知的財'塾事

燕'1↑修習

(人阪！

ﾉ､淀

|弓が! | I

１
０
０
基
●

恢
淫
念
岬

二
。
□
”
即
，
分
卜
０
０
膳
ニタ

I

l(IIl l7Ij(M)
へシ

I(I "tl25II(･企,｝

(2週間）

！

いj》ゆる ’知的財旅事件l を
|攻う法伸事務Iﾘ『でのにI常的な

弁!灌|き漿稀及び顎伴処蝿に綴

-j.ろこ’jyを未lll鯉‐ (_.':弓修習

(I)2'1事務所が、修習牛の就

幟予定蛎務所･ il常業と係争
中のとき域、 、Li該修習生を
受入ｵl. (/)うえ、 、!1 i淡串:件を

修習対象から除外ﾏI-る” 申

込llf雁修習生ﾘ〕就職f定泰

jﾘ｢等が未定で． そ‘')後に

決定した就職先と係争!II w/)
ときも、 lill様と-才ろ、

②法科大学:院において知財

関係識簔を．受講1－、単位を．
取得した苔又は両l法試験に

おいて知的'1ｲ産朧法を選択
した者

知的財j粟関係識義
〔/)礎修証明書

人阪:i｣中央区､ド野町
‘1－2－3

オービッグ御逝筋ビ

ル9階

拠当：藤III菱人弁謹
1。

1.El. : ()6-･6202-:撚流

H1fi:

l()月l7n午前I()時

場所；

事務所受付

→公一

！

知
26()6

知的財産拳

務叶i修背

(,k阪）

介稚上り看人関

西怯律特許?l;:

務11『

l(lll l7H( 11)
へ

1(}112HI1 (金,}

(2jlallll)

1

{. ､.i)"|る 「喪ll的財産事件」迩
扱;'法律覗務所でのI I常的な

弁證t業務及び顎:伜処琿に繕

･j-ろこ＆L-を･j.f眼,と I=た修習

①､'i":

職-r･tr

務所が、修習ﾉt(ﾉ)枕

事務所・企葵と係争

中ゾ)ときは、 ，｣1該修習牝を

受入れのうえ、 当該事件を

修習対･象から除外-ｵｰる” 申

込時に修習'liし')就職r･定事

務lilr等が未定で、そゾ〕徒に

決定した就職先と係/i'-中リ）
と音さも、同様とする、
サ レ 、

②法科大学院において知財

関係諭義を受講し、単位を

取得した者又は!jl法試験に

おいて知的財産権法を選択
， ．と‐ 咳･
I－ j‘一・日

①知的財産関係識

義の腫修証|＃|書

②履歴苔

大阪市! ' 'ﾘと区|上
5－ユ3

小寺ブラザ12階

釦
グ
ー

が
』
や

担当: !ll 1z洋平弁護
十

1.ljL : ()6-(:1231-:j21()

n時：

1()"17fl午前lり時

場所：

¥i: 付

J

'fj



片道50キロメートルを

超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ記載）

了

プログラム
名

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

募集
人数

提出
書類

コード 修習内容 募集条件場 所 期 間

①当事務所
職予定事務
中のときは

受入れの'三
習対･象から
時に修習生
所等が未定

定した就職

き心、同様

①当事務所いわゆるI渉外事件j
法律事務所での日常的

士業務及び事件処理に
ことを主眼とした修習
関係）

を扱う

な弁護

接する

(英米湖

が．修習生の就英検準1級程度、
職予定事務所・企業と係争'I'0Eド1(18'I､)85点以
中のときは、当核修習生を上又はTOEIC780点
受入れのk、 、｣1該事件を修以kの学力を有す
習対･象から除外する。申込ることを証明する
時に修習生の就職予定事務審類
所等が未定で、その後に決

定した就職先と係争中のと
きも、 ｜剣様とする。

②英検準1級程度、
T()IIFI(iBT)85点以上又は

TOE1C780点以上の語学力を

有すること。

英検準1級程度、
'I'0Eド1(18'I､)85点以

上又はTOEIC780点

以卜の学力を有す
ることを証明する

詳類

大阪市中央区南船場
4－3-11

大阪豐11lビル

担当：村上拓弁護士
TEL：06－6251－7266

| 1時：

9月26日午前l()119
9月26口（月）
～

l()97B(金）

(2週間）

渉外事務所
修習
(大阪）

弁謹上法人御
蛍筋法律事務
所

渉
外

1M略2613
ツ
ー

場所：
事務所受付

1 1

I
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片道50キロメートルを
超える移動の

・ 可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ記載）

U I C

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，珊所
コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

I
D B ■

一一 一＝ 勺一一一一

火
規
臘

企堆法携修

習
(蕊京）

L

I

2622
企
業
怯
務

r

１
１
１’

■常勤弁護士の法律事務

■情報提供業務

■民事法律扶助業務
■国選弁謹等関連業,勝

困犯罪被稗者支援業務

ロ盲l魁過疎対策業務
■その他

なし ①法テラス東京を
希望した理由

②研修で何を学び
たいか

以上をA4判1枚

程度にまと及)て提
出してください

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
,グー

常勤弁護I総合企画
課

電話0503383-5340

集合日時 10917

11 （｝})午前!()時
【法律'lf総所の特色】
・司法､ノーもヤルリーシ

・行政や福祉関係|幾関への滞
任型・訪問型連携活勤への同
行．出張相談
・ケース会議への同席

・成年後兄俸業務活劾への|司
行

・外国人蝋件への対応
・事例検討勉強会への参加

仏ノーラヘ東泉

(新宿、霞が

関分室) ．法

テラス東京法

律霧I;務所(幽
谷）

肱
テ
ラ
ス

1()ﾉ1 17H(H)
～

101121 1 1 (f)

(1週間）

仏テブス大

規棋捌事務
所修習

集合場所：法テラ
ス東京会議室

(新宿区西新宿1－
24-1 エステック

情雛ビル131")

2624 I 1111

【受入決定以降の連
絡先l

建琴蕊諜■
■
話率砲

＊新型コロナウイルスの感染
状況によっては参加・ '㎡1行が
できプ向い場合がある

A－6
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片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ記職）

1 1

プログラム
名

募集
人数

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，鳩所

コード 場 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁護士の法律事務
園情報提供業務
四民事法律扶助業務
■|正|選弁護等関連業務
■犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

な1 ①自己紹介
②法テラス熊谷を
希望する理山

③法テラス熊谷で
学びたいこと

期
Ⅲ

時
日
受入

午前9月26日（月）
へ〃

10卿7日（金）

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援-セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話: 0503383-534(j

(※受入決定後、
必ず法テラス熊谷

法律事務所に連絡

を入れ、決定期間

を自身で確認して

ください。 ）

以上をA4版1枚
程度にまとめて提
出してください

上記の期間
のうち上体H

を除き申込者
の希望する連

続した任意の
期間(1週間～2
週間程度）
※申込時に具
体的な希望期
間を記載して
ください

【事務所の特色】
家事や債務繋理を中心に．成
年後見等、刑事など幅広く取
り扱っています。高齢者・陣
がい者の権利擁護を付的とし
て隆療・福祉機関との連携
や、出張法律祁談にも力を入
れています。

法
テ
ラ
ス

法テラス扶

助・国選型

事務所修習

法テラス熊谷

法律事務所
2626 ←

月

【受入決定後の連絡
先】
法テラス熊谷法律事
務所
担当者：－
電話70503383-5380

集合場所：法テラ
ス熊谷法律事務所

(埼玉県熊谷市筑
波3-195熊谷駅前

ビル7階）

■常勤弁護‐脂の法律事務
口情報提供業務
口民識:法律扶助業務
ロ国選弁護等関連業務
口犯罪被害者支援業務

口司法過疎対策業務
□その他（

なし ①自己紹介
②法テラス千葉法
律事務所で何を学
びたいか

【受入決定前の連絡
先】
｢1本盲!法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話：0503383-5340

以上をA4判1枚

程度にまとめて提
出してください。

集合1. 1時 10月24

日（月）午前9時30
分I事務所の特色】

取扱事件は、 ‐般民事事件、
家事事件(離婚・成年後見
等)、債務整理事件、刑事事
件、犯罪被害者支援事件など
多岐にわたります。出張相談
も多く実施しています。

法
テ
ラ
ス

10月24日()1)
ﾛｰゴ

10月28日（金）
(l週間）

法テラス中

規模型事務
所修習

法テラス千葉
法律串務所

2627 Ｉ 集合場所：法テラ
ス千葉法律事務所
(千葉市中央区中
央3-3-8 11進セ

ンタービル5階）

桐
【受入決定後の連絡
先】
法テラス千葉法律事

畿:に鋼』
電話：0503383-
0()()(）

A－7



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ記載）

1 1 8 1 1

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，塘所

場 所 修習内容コード 期 間 募集条件

園常勤弁護士の法律事務

■情報提供業務
国践覗法律扶助業務
圏l劉選弁護等関連業務

■犯罪被害省支援業務
ロ司法過疎対策業務
□その他（ ）

漆1 応募理由をA4M

紙1枚以内で提出
すること

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課
電話；0503383-534(）

集合日時 10月24
口（月）午前10時

【事務所の特色】
本所併設型の､断法律事務所で
は．常勤弁護士1名が在籍
し、扶助・国選事件に対応し
ている｡その他、福祉関係機

関と連携し、成年後見事件や
それに関連する債務整理事件
等も取り扱っている。

法
テ
ラ
マ

10H24I](月）
～

10月28B(金）

(1週間）

法テラス栃木

法律事務所
法テラス栃木

法テラス小

規模型事務
所修習

集合場所：法テラ
ス栃木法律事務所
(宇都宮市本町4－
15字都営NIビル
2階）

2628 4畷}

【受入決定後の連絡
先】
法テラス栃木法律事

謹者「－
電話:I…Jg& .~r 言う’

■常勤弁護士の法律事務
■’謄報提供業務
■民事法律扶助業務

■国選弁護等関連業務
腿犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 応募理由をA4判
1枚程度にまとめ
て提出してくださ
1ハ ‐ 【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護上総合企画

課

電話：0503383-5340

集合日時: 10月3
1」（月）午前10時

【事務所‘
群馬県前綿
所併設型‘

の特色】
橘市に設置された本
の法律事務所です“

10月3日(jl )
へ夕

10月7日（金）

(1週間）

怯
テ
ラ
ス

法テラス小

規模型事務

所修習

法テラス群馬
法律事務所

集合場所：法テラ

ス群馬法律事務所
(群馬県前橘市千
代田町2－5－l前橋
テルサ5階）

2629 1 有

【受入決定後の連絡
先】
法テラス群馬法律事
務所
担当者:Ⅱ■■■■■
■■■■
電話:0503383-0513

A－8



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ記戴）

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

提出
害類

プログラム
名

募集
人数

募集条件修習内容コード 場 所 期 間

p r U 申

①自己紹介 ．
②応募理由
③法テラス静岡法
律事務所で何を学
びたいか。 ．

壁字

■常勤弁誰士の法律事務

口情繩提供業務
口鵬蛎法律扶助業務
□|:11選弁謹等関連業務
口犯罪被害者支援業務
口司法過疎対策業務
■その他(いわゆる百l法ソー
シャルワーク）

なし

ヘ決定前の連絡

司松支援セン

序謹_し総合企画

・0503383－534(）

【受入

先】
日本司

2～ター

とめ常勤弁
ださ課課

集合日時: 1()月17

口（月）午前9時月0

分

集合日時： l()月17

口（月）午前9時月0

分

以上をA4判2

3枚程度にまと
て提出してくだ

い。

唖
哩
趣
て
叺

唖
哩
趣
て
叺

電認
10月1了口（ﾉｰl )

法テラス静岡～

法律事務所 10月21日（金）
(1週間）

怯
テ
ラ
ス

法テラス中

2630規模型事務

所修習

【辨務所の特色】
弁護-tが多数蓋録する都市部
において、 「補完」としての
スタッ･ﾌ弁護士の役割を果た
すオーソドックスな都市型事
務所

集合場所：法テラ
ス静岡法律事務所
(静岡市葵区呉服
町2-1-1 札の辻
ピル5階）

集合場所：法テラ
ス静岡法律事務所
(静岡市葵区呉服
町2-1-1 札の辻
ピル5階）

H孫

I受入決定後の連絡
先l
法テラス静岡法律事
務所

担当者:ー
電話：0503383-5404

応募理由(何故．

法テラス浜松での

修習を希望するの
か)をA4判2枚

以内で提出するこ
と

応募理由(何故．

法テラス浜松での

修習を希望するの
か)をA4判2枚

以内で提出するこ
と

■常勤弁護士の法律事務 なし
■情報提供業務
図民事法律扶助業綴
■国選弁護等関連業務
■犯罪被'醇者支援業務
口盲l法過疎対策業務
産その他(司法ソーンャルワー

ク）

【受入決定前の連絡
先】
日本画l法支援セン

集合日時; 10月3
日（月）午前9時30
分

ター

常勤弁

課
電話：

護上総合企画

0503383-5340

決定後の連絡

ス浜松法律事

げｌ″ロゼ”’．

辻
跨
一
プ
ー
フ
ス

IO"3日（月）
へ

l()月7日（金）

(1週間）

法テラス小

2632規模型事務

所修習

【馴務所の特色】
外国人依鎮誉の耶件が多
い。国際交流協会、福祉関係
機関との連携を推進してい
る“

集合場所：法テラ

ス浜松法律事務所

(浜松市fl』区Iド央
1-2-1 イーース

テージ浜松オフィ
ス4階）

法テラス浜松
法律班務所

紐
ﾛ､､､

一■■■■国

決
ス
：

入
ラ
者

受
１
テ
所
当

Ｉ
先
法
務
担■ ■■■■
■■■■
電話：0503383-54()8

A－9



A-10

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，珊所

片道50キロメートルを

超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ配軟）

ウ
●

Ｑ

申

Ｌ
ｐ
ｒ
ｊ
“

タ

ム

グ

幸

１
－

2ti35

笹 6

iﾉ、 ,' ． ‐’ 人【|・

叫他，うり．I譲務

I'I I I

？ 1

JFJ

J

i』ご′:‐′ 、'､鰻：臆

"$ilt 'lli芳贋li、

鵬'一 ‐ノ 7."1IIt

■
Ｕ
ｊ
ｒ
ｈ
Ｊ
Ｔ
や
御
村
』
久
《
一
》
－

０
ｊ
、
Ｉ
■
↑
１

Ｇ
Ｕ
ｑ
ｌ
４
ｆ
ｑ
ロ

ロ
Ⅱ
Ｂ
Ⅱ
ザ
◆
ｊ
凸
７
４
９

明

知

【

Ｊ

１
１

１
１

－
１

１

９

ｊ

Ｉ

ｌ

’

( 1 l1/,l llil)

I

■苛蹴〃1"ir .r'":ilt ･!i"

L_l憤維従I!1ﾐ農務

■l''3 'IWJ:il!怯助堆猫

■1 11i"･j｢両雌浮|卿i亜典i;%

■犯鯲縦":ji:街父媛災"

ET''M:jt〃い#策麸碕
i ､二・ ' ’ ’ｲｨIr I 1
L ‘ L ÷ ’

【 ･|1:"ﾘ1:<ﾉ)特色】
j:ド揃勧沖畿上(ﾉ'":i1l @幽祷
を兇<'. 、/ごだき主･イー

告f旧2';剛0月に淵i }iii l #;¥."

かI! (ﾉ)法ヅ･ラス:ﾉ》〃til1 .1;W"11
です．

離婚'1l:伽、高齢間・陣がい

X･(J1)*{'|:ルミ.Z<、 ll l !)ltｲ:I I"I二

と』を,幟灸＃,影<"> l } lﾐ十 さ

た、 il:'j !l;･l;. 1.i:も → .ii.数飽え-て

い:食- 1．

ll' lii'fl;におけ牙)原l〃《7／ ''-1字

x陣’ざ‘ﾉ '解悩〔ﾉ〕たy)にl'/)｣_

･皇' jJ.Pﾊ伽j‘1で異る#3･ !- I , ･~!"

題;3M<i('ギル0t "でい;: ･r

P ､
ケ今

ノ ↓､ ー ↓”””舟を託|‐ ‘/、

I$ IL上紹ぅi､(書式#鷺！

l11 ,瞳!"IF! !I>

【貴人〃いji加鳥ﾊ連維
定】
旧本‘漁火ゞ靴墜七歩
Zノ
。ー一=

鮒.勤弁‘紗｜ ：総合企獅i

課

話： ｲ)5“3駁;-534(’

【受入iX)i."'′'迄締
先】

法テラス"III':〃ﾐ律覗

蒋所

担当者: 7'､jift■■
一
電話： ()503383-04“

災i.rl｣il.f : IO! l :;

|_I (ll)午前9M: :;('
'、
？タ

ノノ

Ｄ
Ｐ
令
自
■
■
Ｂ

◆
』
司
り

◆
も
〃

Ｊ
■
●
△
タ
ら

抄

申９
《
５
日

争
マ
ー
０
口
Ｂ
争
。

６↑・毎毎

■
ｅ
４
ｅ
ｆ
寺
。
Ｏ

一
ｆ
０
０
辛
口
印

別
鉱
』

塲
車

、
、
９
１
や
》
」
、

Ｐ
わ
■
ｑ
■
凸
。
■
〆

称
《
／
、

４

６

．

一

(fii! }ゴ市中ﾘ鮴く収

川|崎町1－1-:{ i'|!
） :〃11 二くムノ 'L ‘ソ

階心今

J ･

1 ！

０
、

。
ウ
ク
ク
ロ
も

ｊ
Ｊ
』

1′

jii3Ii

j 、
八・
ノャ

▲
ｆ
■
■
ザ
ｌ
●

又
蝉
．

Ｐ
Ｌ
Ⅱ
Ｉ
ザ
。
。
ｄ
ロ

－
０
町
▲
Ｂ
Ｂ
寺
〆
Ｌ
・
Ｐ

、
寺
，
且
ｇ
ｄ

ｆ
ｑ
０
９
０

４

■

０

．

一

圭

』
小
叺
瓜
恥
エ
ク

ト
７
１
＃
判
り

字
、
凸
ａ
８
Ｕ
Ｍ
式
ｌ
Ⅱ
１

１
９
マ
さ
４
心
、
０
叩
叩
‐
グ

ｊ
▽
●
■
や
●
■
■
０
１
Ｆ

‘ ﾐ ｰ '→ -′ '阪織'
ｏ
ｊｌ

Ｊ

少
▲
●
〃
“

も
凸
ｑ
■
ｊ

■
勺
■
ｒ

Ｄ
８
Ｈ
Ｏ
●

０
。
。
■
●
毎

△
●
■
０
４
６
９

１台、
ｄ
０
■
。
‘
多

ｂ
ｊ
ｆ
Ｏ

l 1' l l l7}1 1 11 l
へ

l') llJI 11(金！

( IMMIIIiノ

１
６

■消勤〃‘総｜ ； ‘ﾉｰ)法ilt･lif%

口愉報1ﾉil供業稀

qlwi祉鯲怯助篭j:%

ロ|胆l淡沖抵等峰l連絢:力，

二狐難波'ili背支援篭衛

ｔ

Ｉ

1n1は渦J1(対策業扮

¥:Lﾉ)仙（ ）

【 ﾕﾘ;と術IﾘI 《ﾉ)特色】
催 "f'l!、蒙些蕩劣件:''i:I! ､し､て．

-す．か、 IW･i1件郡移い‘”か特徴
一宇急-1.
、 r 4 I,tfI伝兄猫i'|: #, ##) Iﾉ 、
尚齢陥ill: |州系機附く､#I)jl;(〃）

MSW． I)SWL{か連携f, i仙灼でぃ
ま‐j‐

歩

／ ↓ ． ’ (I' |1L』紹介

(2)〃:チラス|坂iIII":

ｲ|判;:務例『を,『j蝦し
･ノー郷j I伽
ノゞ，少fg ■ 4 1

(fi'ニハ修習で何,:‐

'､:: ! (',贋‘"-いか
0 一

＆． ‘ヘ4判II･"11ﾘ逆

にfとめて採川-|I-

¥) 二』‐

牛
置
＆
研

舞
祁
些

守
派
《

、
タ
グ

ｆ０
７
Ｉ
ｄ

Ｏ
今
Ｄ
Ｊ
ｌ

↓
Ｈ
牝
とＪ

Ｌ
℃

４
日
９
ｍもノ

ー

斗

ス

ゥ
勺
》
Ｉ

孔:】
H本"1"-と健寺"上
グー

常勤弁i灘｜今総介企画
課

篭誰: 1j5( ﾄ:澱ざ乳-334(’

【'黄人決准後の連滿

先】

紘テラス|坂神法律巾
旬P4〆

ｲ方

担当者：

■■■
■■■圏

准話: ()5()33HI-1395

"iLfH時: l()II I7

| I ( 11 1 達mil l(}"

錐‘摩了場gii : 1畠;: 一 ･･ 二，

天阪神法縦@I":沈ﾄ↑

( I iﾐ応県l!』崎IIi l重

松1111. 1 ･-2- 1－う， :運プ、

ケ､‘ﾉ:花北鯨5階）

ｒ
◆
Ｉ
↑
、

■
Ｉ
■
、

１
０
日
ｔ

９

９

■



A-1 1

コード
プログラム
名

増 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の

集合日時，堰所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無

(移動予定の確定時期
の目安※－部プログラ
ムのみ記駿）

､， jろ
lす、

三ラ

ラ

ーノ
、

2637

.テラ~･< .'l、

規悔IW! '1;職『

所修濟’

.アニーZ .』.､こ室
、み』･もﾑペ

緋律謂務所 、

●

州
（
。
Ａ
１
ｒ

い
い
皿
い
い
い
Ⅲ
恥
少

凸
■
■
た
“
■
１
も
Ｄ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ

小
／
】
叩
、
、
制
叩１

１
申
１
４
，
４
０
９
４
，
勺
１
Ｊ

ｗ
一
酬
い

I

■常勤了f而4l: i,')〃刺l事務

■惰繩提仙絢:ル

■1t調法ilt"く助'"j:%

■li&|選介ii&."|I!liIII業務

■犯罪被害尚又催紫筋

ELil法j肋'蝋対順篭筋

国その他(IMI係職間としﾉ)i堅携活

動等）

【圭:鰐jijl(,'~)11位】
刑事事件、戒(|省惟兇事件、燗

人ﾂ)民珈・ "兼'|判;仲が中心
-F
ー、 隔祉械側か｢､時4ルーまれ

る|11'淡がゞ診‘､:＃)りlﾐｰｲ

ﾉIf l__ fl[1,綿か（八1判

l lkWI!l#:)

【'更人決>i:.nll(' 'jlk

先】
I1水面l法｣<|jf･+銘
々、___．

常勤弁謹l流､汗A: !ii'l
課

()5(ﾄ33R;1 5;!:I()

【受入決;r綾し' !i!1";
先】
法ラーラス〔:1暫良桜i|!11

務所

集合fiH#: 9i l21j

i｣(11 ) '""時3(｝
グ画

j，

集合場;1『 、 L上･1F． ‐ ノ

了く奈良法雑事淵I『

(奈良l製茶|;A! ii,WI

ﾉ<町鯛-3近鉄高x

ビル'I階）

4 －

1』

､,j急
'一、

二
一F

ｿ
／

一F
』
..、

26:粥

二'一ラマえ’'1，

規模fi! 2IM"

所修

挫篁『･ラス ．加酋毎 F e

法11tお擶副I

lOll l7H( II)
へ、

l() }IJI別(,金）

(1週間）

I

■常勤弁繩｜ ･”法縦頚務

国情鰕搬供篭筋

■民*"tilW<}ﾘﾉ蕊総

図国選弁搬埠IW辿災務

囲犯罪被',Wf･虻催巣務

□画l私j間血いI飛篭秘

｢1その他（

【＊務所(ﾉ)特色】

ノ

三重県で唯 "')法テラスと乃法

律事務所で-(l ･ (本諜併設型）

地域し')セ･一． ′高、 ↑'ネッ ｜､とし

て、金銭的(､弓ﾉ↑ﾐ総ソ' ,爺い』Jか

ら(/)法津ｲ:||縦(!〈: ‘);法律扶助事

{'i:)禅に対ﾙt( (てい+､ -!~､,

な'._ 応嘩"lll 't･A.1判

1樅以i4､lに‘氾,版し

僻州･｝を,こ ’ご
【受入決定!抑'》 i1i絲

先】

旧本Lil法kt璽・1f －
々- -‐
グ

常勤弁誰l蛍総‘侭rI1列由i
妾鋼
n本8

誰:話： 05():{3齢53、

【受7､洪定従；ﾊ遮絲
先】
法テ弓スー皇唄〃:iltl)

務所

当者

垂
:一

電話:

集合日孵 I()11 17

日（月）午前l()II#･

吏合塀叩
~ノ
タ ､

T ：
←ひる←7
J

戦法錘‘!;:"ilIi

("1, ij丸之ﾄ人13’1 5

rl!｣{1典と#､し 1階)

伽W
一一■

L，凸



片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ龍戴）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，珊所

コード 増 所 修習内容 募集条件期 間

■常勤謹士の法律事務
口情報提供業務

口民串怯律扶助業,傍
□|垂|選稀幽等関連業務
口犯罪被害背･文援業務
画司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 自己紹介、志望蠅

由、学びたいこと
をA4'|4ll l枚樫度

にまとy》て提|Hし
てください

【受入決定前(ﾉ)連綿
先I
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企1曲i

課

電話意0503383-5340

集合日時ゞ 10月17
日（月）午前10時

【事務所の特色I
・管内の弁渡士が7名。
・事件の砿類に偏りが少な

い。

・福祉機関との連携も行丸

lOjl l7n(月）
～

10月21日（金）

(1週間）

法
テ
ラ
呼

法テラス過

疎地型器務
所修習

集合場所：法テラ

ス魚津法律事務所

(g11l県魚津市釈

迦堂l-12-18魚

津商I会議所ピル
5階）

法テラス魚津
法律謡務所

2640 I
一

'肩

【受入決定後の連絡
先】
法テラス魚津法律琳
務所

担当者｡■
電話：0503383-()030

の法律事務

務
助業務
関連業務

支援業,搭
策業務

）

①履歴蒋
②応募理由溝A
4判1枚縄度
都市部における社

会的弱梢･に対する
法的サービスに関
する見解を、応募
理出奔の中で述べ

てください

■常勤弁護kの法

■情報提供業務
■民事法律扶助業
■国選弁謹等関連

圏犯罪被秤省･支援
口百!法過疎対･策業
ロその他（

なL

【受入決定前の連絡
先l
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企画
課

電話： 0503383534(）

集合日時2 10月l l
I I (火）午前10時

【事務側I-の特色】
都市部i巳おける司法アクセス
の充実に取り組んでいます
関係機関と連携し、高齢者・
障がい者、 ノ|冨活|水|窮者を支援

することが多いです。

10)l 1 1 11 (火）
～

1011 14日（金）
(I週間）

法
テ
ラ
ス

法与-ラス'i'

規摸型戦務
所修習

法テラス広島

法律事搭所
集合場所ミ法テラ

ス広島法律事務所
(広島市中区人I

堀2-31座島鴻池ビ
ル6燗

2641 弧醍

【受入決定後の連絡

先｝
法テラス広勘法維蝋：
務所

騨菅:■

A-12



A-13

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

書類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，増所

片道50キロメートルを
超える移動の

可能性の有無

(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ配載）

｡P0づ
ザI ■
孔

テ
ラ
ス

2M3

陸ご'二二÷又‘1 1

伽j検ﾉW!1"::,

jﾘi催γil

法菖'一尋ス福岡

法嘩謂務所 抜１

０
ざ
Ｌ
Ｐ
（
Ｊ
４

Ｉ
Ｈ

Ｍ
ぺ
Ⅸ

１
口
９
４
１
１
１
“

ｌ
ｌ
ｌ
ｌｉｌｆ』

。
。
Ⅱ
皿

１
Ⅱ
Ｕ
Ｂ

Ｉ

l～2

■常勤I,j4lf ,ﾉ》弘il! @|卜務

[.j傭報捉|此腱筋

回it調:〃；il1IMV｣紫衛

囲|叫選か!j@"IM|巡蕊術
口犯雅被'lii2荷足I臆業務

C司法j肋疎外|箙黎勝

己そしﾊ他（ 、

【泰務所ハ特色】
価*ll:機開‘し遮概｛制全的弱者

を支援-1-る'だ件ﾙi多い事務11『
で-．1

/IP r ①りくｳ･ ミノフ､幅|紬lを
希製!‐た1IMil;

(2){!ﾙI",ざIIIM･ ' )圭び
-歩一

（. 、 ,'ﾉ、
● 『

皿|."A-l .lt l"

隈喚に:1ﾐ ､! ,y} --ご提

"1_でください

【受入決定liil(ｿ)巡総

先】

日本司肱此催七：
勺一

常勤弁護士総〔'や‘1引幽'i
寺醗
、イミ

道話: 1 '51):{:13:1-5;;l(！

【受入決唯徒ﾙﾉ)j"{･i
先】

法テラス柵linl肱ｲ141;:

務

担当者･ ；弁識｜；函
F
電話:『一

集合日il¥: 1('ll :;

H(")午前11)IIjj･

実合場'ﾘi 了摩手皇ラ

ス福岡法津事務〃i

(澗岡iij中央|ﾒ椴

辺通5-1.1-12 "

王神ピﾉﾚ1階）

1冊
U,､

渋
チ
ラ
ス

2647

仏テ皇,; ~．:〃く

肋。 ILI&

事:"'11ill玲稗

法子ラス(*|{1:

保法律聿蒋所

9i lu6I I ( l l }

9〃:{()Ⅲ（金）

(l週暇）

1

画常勤弁悲i#し')":ilt事務

ロ･情報縫供炎術

口民＊:法il!|kl!jj災拷

口凶選弁縄等|%1通業務

口犯罪被'1i禍’支媛巣務

L｣面!〃〈湖jJ鮴|策.龍鴬

｢]そ〔ハ他（ I

【事務FIIの塒色】
債務整理が'蓮li: .l;{｣|･(ﾉ)瓢と/L
↓:で一ｲｰがー 、

立、離嬬

、 鼻と． ,:ハ仙、後

律'承蛎獅'1:、

見申

一般lt

事事件、 ル1I1;. l '1"zI#件も扱

い、擶祉機IM"!号浬機1-活動す

るこ45も〃, ↓沁!､毒I-

JG 1

fj ・← i<I)油ナラ宣く{制廿保

t噺11. ．);祷阿iを命望
I た州III(2"|催で

i!'|をγ:()</こいか

以悩･A. l ､|<l1 1枚

( -主と､' ,て．提' ' 1 1-
､‘-‐ ．， ノー： 耳い、 、 J － ～‐

【‘更人決唯. llil!ﾊ巡絲
先】
日本司法,!<擬セら
ター

常勤介護|･礎合企幽i
課

電話： 05“:渦;;53.1(）

ｒ
負
や
９
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１
１
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守
肝

■巳凸ケ●●も，４争●■凸』

ハ
グ
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ゲ
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一

》

一

安Ｉ

九】
法テラス仏: 111:保f1:1≦ll

事務ﾉﾘ『

扣当者:ー
電話？ 0503383-5516

隻合1 1時: 9112(}

日（月）午前1OII*

集合場Ij!i :継子:〉

〒z佐世保継律事務
一
！
‐
ｌ
↓

－１Ｆ

(仏世保'"!i;&瀬町
-1-19ハー- |ずハ1.ノ

ヴグ
、 〃・″、 、－． ， 上．ル‘･I()2）
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■ 凸

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無
（移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ記戴）

プログラム
名

募集
人数

提
書
出
類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，墹所

コード 増 所 期 間 修習内容 募集条件

■常勤弁強士の法律事務
口情報提供業務
口民事法律扶助業務
口国選沖溌等州連業務
口犯罪被害背文援業務
圏司法過疎対･蕊業務
■その他(ﾙl1*･民串: ．家事事
件の全てに対応。島内出張相
談．関係機関訪問等、活動多
岐‘原則として、修習生は担

当弁謹-tの全ての業務に同ｲ｣≦
します）

離島で‘)か瀧士活動に興味

をもち、 自ら横極的に学ぼ
うとする意欲があること。

志望”由普をA4

判l～2枚程度
(①、ご紹介、②
当プ1Jグラムに応
募［た理由、③プ
ログラムで学びた
い､二と等）

【受入決定前の連絡

先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護十総合企画
課

電話50503383-5340
集合日時9月2(》

日（月）午前911#10
分

【受入決定後の連絡
先】
法テラス対馬法律鵠

務所 － 1
根当者: | 、－－且j
に萱雪-_J

電話’0503383-<)517

9月26日（月）
～

10ﾉl7H(f)

(2jaIIM ･tH

祝口除く）

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地ﾅ則‘膨務
所修習

法テラス対馬

法律事拷所
集合場所：法テラ
ス対馬法律事携所

（長崎県対馬市厳

原町中村606-$お

おたビル3階）

265(）
■

■

日

Ⅱ

■ 肯

【事務所の特色】
弁護|ざ1名、 ユ|1務局2名の多
忙な事務月｢･悔座の濃い有意
義な修習になると思います。 ※受入決定後、必ず

法テラス対馬法律事
務所に連絡を入れ、
担当弁護士と話をし
てください修習の
持ち物等につv，ぐ連
絡があります‘

■常勤介護この法律串務
口情報提供業務
口民事法神扶助奨勝

□IJ4選弁謹等|捌連業務
口犯罪被害背支援業務
■司法過疎対策業務
□その他（ ）

なし 自己紹介志望理

由、学びたいこと

をA4､|il1 1枚穐度
にまとめて提州し
てください

【受入決定前の連絡
先】
日本司法支援セン
ター

常勤弁護士総合企1曲i
課

電話：0503383534(）

集合1 1時: 10月3

日（月）午前101¥
I事務所ひ)特色］
法テラスの!il法過疎対策需務
所の中では、比較的管内人
口、弁謹上人rlの多い事務所
です。

いわゆる両I法ソーシャルワー

クによる編祉案件が業務の中
心となっております。

10月31.1 (JI)
～

10月7Ⅱ（金）
(1週間）

法
テ
ラ
ス

法テラス過

疎地型事務
所修習

法ナブス延岡

法律辨務所
集合場所：法テラ

ス延1吋法律事務所
(延岡市祇園町l－
2-7 Uﾙ'1l<祇隙|ピル

2階）

2654 1 有

【受入決定後の連絡
先】
法テラス延岡法律粥
務所

担当者:■■
電話：0503383-0520

A-14



A-15

コード
プログラム
名．

塙 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出

密類
その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，場所

片道50キロメートルを
超える移動の
可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ妃鮫）

法
毎ノ

ス

2658

沖,"ラスi州’二、 .

j11地型挙務

PIi催潅‘

‘上-'､マス窪ｲﾑ、 ．

ﾙj:ilt '|f務所

生む

、
ｂ
Ｕ
囚
タ
◇
も
Ｂ
ｒ
Ｐ

口
川
へ
唖

ず
げ
Ｉ
、
、
‐
ｆ
１
１
，

１
『
１

、
ｂ
い

り
全
叩
釧

－
》
ベ
Ｉ

(l ilfjIIW}

り
〃
］

■常勤ilﾐ挫tLﾉ)"il!,li"

ロ購報提似芙務

口氏11:法ilt扶助業務

[1I11選I,悲等閼述蕊務

U犯罪被'高:脅文援堤筋

■IzI1排過疎対策業務

こ1釜も，.'他（ ‘

【斗':総ﾉﾘiの特色】
当お釣りIはい1法過疎地刈I't: <r'

事務Iｳiで-1- 市役所し')耐祉拠

当部Ii11、地域；｡j括典膳･セン

ター及び社会編祉協縦倉‘敏ど

と連挑して事案に対応l..てい

主す〃を縦'11談や|li:i'|:<ﾊ'鼠尋・‐望

任・靴lI!.:以外;こ#>1111城ﾉ)成年

後見ili'l蝿も')普及やil州度化、 貢

|制圷i鞭.棒に（,関オル， ｛､~い菫

す．

』債 ！ If:藻理由を記1_た

|' IL畠紹介（当式|;|

l ! | 、礎l購詳､｢）

【愛人決定師ﾉ)連絡
先】
'1,1蔀,1仏支援セム
々－－

術勤弁謹l総合企l由I

課

電話: 1)5(ﾄ:i38:{-5;洲(！

【受入i>j推後Lr》連絡
先】

法テラス|N航1法律市

傍所

lu当者:因nm
竈誌: ()5i13383 1,116

災i'↑日時：9月”

I I (月) |TIIII1()IIji

災合場所：法ﾉ宅〉

ス鹿角法雑筆務所

(↓i<!H県鹿角ilil[

輪字下花輪5()涌:地

朧的ili福祉保健セ

ン夢--2階）

J ・

ふ
い
千
ワ
天

59

":き』'二ラス'1，

娩樮'i'!事務

修習

決ﾌ･ラス青森

":1I"|1:総所

I() l1 17日（月）

へ1()1121日（金）

(1遡間）

’

■常拠-ji蔦謹十の法il! [II務

■↑誠M提供業務

■民甥法嘩扶助業赫

回国選列､護等関連業務

■犯罪縦',li者支援奨務

に面l法j悩雌対策業務

1コそか他I

【事務}illJ)特色】

）

刑務jﾘ『.lll i淡や社会柵ｲll:協議会

等しﾉ)Wj祉機閲と連携〔てil:¥#
右＝1 ． :ー｝ 、 ．永寸一
一一〆 ℃ W ｲ島 " L二

J､ ｳ
ダ ＋‐ _〃 |』 ' 1 '・紹介、 ，&:戦理

iil 、 I定びたいこし。

を.ヘー1判1枚報喚

に）ミルy)て提IIIL

'ぜ､：ださい

【受入決定前し，)連絡
先】
旧本ぃ1怯支侭セン
ター

浦勤弁誰1総合企画

I裸

話: ()5()3:183-534()

【受入決定後の連絡
先】
法テラス,!『森法律事

務所

担当者． ：

ﾛ圏
■■■■

電話: ()5()3383-555'l

災命日時: l() 1 1 17

I I (月）午前91i if

集合場所：法･テラ
ス11了森法律串:筋"i

(青森市長島l-3-l

H本赤十字社吉森

蝶支部ヒル2略）

ｲ』



A-16

コード
プログラム
名

場 所 期 間
募集
人数
修習内容 募集条件

提出
書類

その他(内容等
の照会先など）

開始日の
集合日時，珊所

片道50キロメートルを

超える移動の

可能性の有無
(移動予定の確定時期
の目安※一部プログラ
ムのみ配鮫〉
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鶚-+卜除一半

篝

ﾛ

､

牟も

剖

牒斗茎÷F畔農
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一 ノ チ三
三一一

里L ，

1 ．－2

■懲鋤71､ !iI| r :_"' 'リイド@!;筋

u傭縦|雌供裟務

■lWi7ﾉ:111扶助蕊i:jf

■II31迷う|､i巡等悶連業リル

ロ犯罪被j:if街支援奨稔

■‘,1法i雌疎外l策菫搦
烏とi;'){II:, ' 1

【蛎務ﾉﾘ『i/)特色】
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